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七月例合として大阪市 と共同主催の下 に下記次第に依り天守閣に於て開催中

の大洞窟院展見皐並之が紀念詩情合を開催致し候間御京合被下度候

時 七月 六 日( 土) 午 後 一時 晴雨不市!?

集 合 所 大阪城内 天臨悶 ( 司令部前 週不信 託州往l以交)

;議j語 い ヒ支 と蒙彊の 古 '_ 築に 就て( 幻燈使用)

議 間j 京都帝図大率教授

工t型-博士 村 EB 7台 郎氏

庄 三 重) 大
ｾｬ￼ ｬ＠ 窟 院 展

於 天 関 〈人! お料: 之官にて i' j_ 言h: ，¥f¥.l険)

説 明 奈良飛鳥図主 ji l  晴 i易氏

申込〆切 往復 J 、夕、.キ にで 折返しヰl 込 J):;; iT-

何千ヤ場に i! ii] 1;民あり 定員に達し t: る時( 1. 先着: i ! 日に依 1) 〆 切中 i民

J也市大阪城公民!l可同町卒採入れの!おま一般は禁ぜられ 居肢もt . J . r:l は: :乞刊こ

f令守; 場場; 迄乞来入れの耳昂1f仁: 内;訪j許;るをプt利i i置亙き 1伎攻問 内動ヰ平工訂( 他史同の 向は哀表:.p門りr，:;，ω (

? 演寅令行の 旨i御j印p川f博専への上オおグ越し被下下-f皮ι幻(伎民

j団ヨ豆吏:5引5互むJ 合似似叫f日出胤i口持宝草主訓 と桟集紛州山合例偶吋時寺恥刊M川見悶悶!J川j 行ω川は山叩l

庇願! I申わ 上f候震、向城 内( ま潟異機J先行忠ー禁に付き l.a; P諒承被下度 i民

( 曾勢幹事曾主催に係る七月見翠先は呂下交渉中にて本誌詮表迄に攻定

に至らず候閤七月に 限り近 日中別途に通知申上ベく候尚八月は暑中につ

き見堕休止致し候)

昭 和 十 五 年 六 月 三 十 日

社固法人日本 建 築 協 曾
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V " 2  

調迭の電撃の様な進攻が新聞紙 H こ伴へられる旬に 、? 干同は術進!.p: の、進撃の務: 想を超

越し? こ速度と 、その紳秘的な勝手IJ との 、rll って来る原閃に就て 、全くいろいろな端摩眠、iI!l J

に耽ってゐる様である。

或はそれを潤巡の有 する i比率Ir武将の威力に郎 し、 或はそれをヒッ トラ{ の作戦の巧妙さ

に求 め、叉或はそれが郷治の整然?こる統制政治にあ りとしてゐる。

恐ら くその全てであら う。

1:. 'が、我々の絹j生から皐ぴ度い所は 、今 日直後 lこ滴逸戦姥の理I'-J となってゐる所のそれ

等のものが 、果して何 lこよって得られにかと いふ賄である。

主主に奈翁を凌駕すると 5 へ会Fせられつつある 、 ヒッ トラーの勝れ? こる 作戦も L 優秀なる

武 枠と閤民の整然 ｔ こる秩序 と を 背 景と し てはじめて 成 主つものであるが 、 ｾＱｦＺ￬［［Ｆをここまで

持ち来す震に ヒッ トラーの保って来7こ政策こそ 、我々の保っ て以て他山 の石とすべき IVi-の

ものである と思ふ。

同家の最高目的に向つての 、技術の除す所なさ勤L 1 がこれである。英仰をして顔色なか

らしめに新式 の 武裕もここに生れ 、 物資を ｾｉ ｉ 心 とする 整然 ｔ こる Ｊ ｬ ｩ ｩ ｴｍ 統 ＱＱＮ ｉｊ もここに整へ ら れ

Tこのである。

我 々は、建築家の tヒ:I J ［ ｾが 、 あらゆる技術を建築と い ふ Ｑ つの 門的 に統合するにあること

を思ひ 、ヒ ッ トラーの建築家的な素質カヘ 今 円の澗迭を iil J りあげTこー‘ 大原因であることを

忘れてはならな い と思ふ。

偶 々 四天王寺五重の塔再建記念の特 ｉｬｩ ｛ｦ蹴を ＨＱ ｜ すにＮ Ｈ ｾＭ 1) 、聖徳太了・の政治J -J こ於りる御休

業と 、 その建築に示されfこ御技何とがJ Gに同じく太子の待pl ( 責に) ，H ものであることに 、

我 々は吏め て思ひを致さき'る を得な いのであ る。

建築家の反省官起を期待 する 所以である。



四 天 王 寺 五 重 i存 会 長



昭和十五年五月落成の四天王寺五重塔 lこ就~、 て

天

政

沼

岡

俊

基 ヲに

緒 百

此度建築協令から問天 ミ ｉｾ Ｍ［ＧｩＺ の新 ｾｉ こついて何かＺｯ ｬｾ < 践 に と の 交 渉 が あ っ ?こが、 立 は これで 5 度 11 なの

で 、同 じ組 11で は 何 度t Fいても 同 じな 1-.1二 、 ひまもなし、から桁退しにところ 、 ｾｦ，カ〉ら盟主イー枚のお民主＿

渡され、 ｪ よ ヲ 下此笥［ の 解 説をかりと ｩｩＦ 談を持込まれ 、進退 す 子まり友人 政 ｬ￬ ｻ ｾｾ 次 計 に記事 の ｴｬ 除を 乞ひ 、 ノ ｪ 、

生はＺｬ ， ｴょにお民の解説を」ト〈にけに止め、漸〈切り放げる事ができ ＱＺ 。勿論読み返すひまもな 〈 折 ｪｾ Ｈ， Ｚ ｪｾ はま

るで 1'1' ，米な かっ Tこ。放に自分が俳l係 し に ものでありながら 、 設 ま つ に所 が あるかも 知れない。 それ で 政

ｬ 吋殺に御 迷惑がかかる色 相 前まなし、から私の ｊ 干し 、＿ このには ｬ つ ｬ つ月 ｮ ｾ 記入 し 且つ岩 Ｔ ちを しておーいに 。

天 市 俊 一 誠

1  茜擦 礎 上遺構 保 存 と 新礎 石 据付

前に倒 。 ｦｴ し＿二府 ｄ 民棟礎とその ー Ｑ Ｍ ， ， ＩＩ 泣排 ｦｾ とイ ｦ の 病め岳際礎 ｬ 二 ｼ 主 ｪｩ ，の而杭割以り 、 ｊ Ｍ ，方床 ｉｾ 反 に ｩ 主する Ｑ Ｑｉｬ 、

鍛紡コンクク ート ｩ ｬｩ の Ｑ Ｋ を形成し 、 ｉｉｈ 不 ＱＱ Ｑ ＳＢＱ 三 Ｔ ＩＭｊ Ｒｉｒ ｾ 期して哲棟礎 ト Ｚ ｾ Ｚｾ 絞石納入ェにとも ｉｪ ｬ すべ き写版

な法 要 が 、 こ のコンク リｾ 1' )ξI ，; }  1てに於て行はれに。岱口信際{避の真 上に 古る 3; ( f i J の火( 床版l白11'1' 央 部

にイ十 られ ｦ こ ｲｾ Ｚ Ｇ ｊ 口部Ｉ の徐 には、紫木 の枠を 組んで青竹で自 ｴｩ ｾ、そ の 前に 然 ｬｦｩｾ 設け後ろには 、 正 ｬ 白 ｩ ・ 左右

主夫れ夫れ l' ＱＱ 沙・千腿Ｈリ ｉｾＮ ｲｾＪｾｦｾ 行 ・ 百高密［向上菩婆等がも ｉ ｉ み ｊｊｩ ねられ 、 ＺＫＺ下立主 代 理 ＧＱＧ ［ と ｗ［￩ ｻ t職森出潮! 広(:lli に

より 、 これ守Ｚ納入の泥縄ｾとして 、浮 鍬を以て向砂が岱椋礎 Ｑ Ｍ ， Ｑ こ振り尚かれ法令の誌を ｾｉＧＺ｛ｊ ぢ＿このであ っ ｔ こ。

云五、迄むな 〈この千r J r l Mlt立、犠;倒・1t 後 際 礎 F琵1J i TI の|深川: 戸 O!I J の棋な午四形をなせるイ iの 小か ら 設は き

れ? こ素焼のノj、{:)Il 漉のJ f ; : で、 IIRrlのお終イi とは 、今 1111，%) f 1こに天:: E寺山等ム-15L校J[iJHl生徒及卒業生f L止、によ

って j下j: ｾｲ Ｚ Ｎーさ れに 般 Ｉ Ｇ ， Ｚ心主主 Ｑ Ｚ 刊行 で 、 多数 Ｕ 色 のノ ｪ 、 石より ｪ 戎り、叉 Ｈￎ 肖霊 ｾ Ｂｉ ｩＭＺｊＮＰ 婆と は 、 長約 Ｕ .J '位から 1)({ ，i:  

迄のノj、さな制塔婆で、 Jl Hl l  Ａ， ｦｬｬ 主 ｘＧ の Ｑｦｍ ， ｬＧｉ こ保ゆるｾのものであって 、 これ等何れも ｩｅ 保舵 ＱＭ ＮＱ二 ｾｉｾ められ

ｦ このである。イ ＱＱ ，し 、 ＲＳ 粧イ ｩ ・ 占ｊｯ ｾ 塔婆 γｲ￧ i}fili 挑左側係のないものは、泊宜差支へのない場所tこ納入し、砂

は犬等富 山 の ｪｾ プピ ｊｩｪとし て ｈ｜ＧＺ り仁川ひ ｦ こ のである 、即 ち ￸ｦｮ 栃 ［ Ｑ 控 Ｑ Ｍ ＮＱこは、 先 つ 以 て j 乙jill りの1立仕:Lにヲつ

の石 ｾ Ｎ Ｇｗ べ 、 その ｐ ， ｾ ｊ fe ｲ ｾ れ Ｈｩ でＮｴＡ ｈ め 、 主 ｉＧｾ ｊＩ，｜Ｚ婆もＨパラパラになるのを Ａι り数 例 の 木材 ｩ に牧め＿こ〉納人し、

汗 Ｑ 沙を以てＧｦＱｪ｟ひ、 ｪ￪ 辿りの ＱＧＮＺＩ さをむいて火 の Ｕ つイ Ｚｩ ｾ ， 松べ 、 ｪｬｂＱＱ Ｒ に ＱＴｩ［ 婆を配置してはそ の ｉｩ ｈ を砂でＮｴＡ ｬｬ め 順

次 Ｓ つ石 Ｒ 段と、 ｬ つイ ￎＲ 段を ｦ 訂正世に ｾｩｬ ; え、故後 lこ2111，1の )1ニ戸 fl ! l J f 宝石迄都合よく据 えつける ZJi ーヵ; Ii ¥米?こ。こ

れ 等 fs逃村j の FrlUは、二十. として四天王寺凶銭的日車嗣に於ける報告に) ，主づいにもの で、 物 fl 日豊の性 質 上 、

先づこれ以 1" の 五 116ーさが止だめない :;;)Tは致し方がない。かくしてこの ) 1'戸 f!!l l様 石の1mりにおくべき「四つ

石」も多少の欧 主取り枕で'f ' i 足よく 6) ( 角 乃火の '1' に納まつ? このが3日後の24 日であっ? こ。

以 前のilll りなら 、 この u こすぐ新依i院が.1長るのであるが、今 川は法的が十っと正:j <  ( 3) く除り〉なつ Tこ

錦、 さうす るわけじいかないので 、 この間つ 行の トーに%Jr 1こに泣イ1をぷけて 、 :}I 一戸 f!!l ll 人j 得物の似: 世に資す

る事にし、 新 線 舵 は ))1]1，こその l二j羽j' 之の刈 さiこ耐えるべく 、 tEイiの完成j与千間仰の納入はしばら く見合せ

るＮｊ， ｝ｩ Ｎ になっに。 ｬ 方 ｩ 象て 工作の 川米 Ｑ Ｇ ，って居 ｦ こ燃は、 ＴＩ ｊ ＲＶＱＱ よりそろそろ ｊ ，ｾ lt"i .l'，に 運び込みを始め 、 l 呑

長い気 ｲｾ Ｓ 陀 Ｈ 約 ＷＰＩ ＨＩ に手 Ｑ il lJlXつ?こ他 は 比較(1" J1由I，I，'{¥こ、 ゐI¥1・郊2e 介 ，; j-3 -1，; J  1"全 ili¥) J  ｾく迄には運び込みを

了し、 5Ｉ｝Ｒ 日より それ等の繋ぎ ｬ こか〉り出 Ｑ ・ 第 Ｒｴ ｴ ｾ 先づ ｈ 足 Ｊｈ し 、 ｊ くい でお ￎ ｾＳ 十 ｬＧ を共ト ｉ 二段いで ｋＦＧＮｬ 去 Ｑ Ｓ Ｗ

) ¥. の僚が/ 1'，* 1"，り、 51-1に はJ妾子11'司め も終ってここにぷ[ 長恨の・ |可 火・尚 く忠1111をい擦の丸; ーが '1'定に玲える :rhに

なっ 1:0 ( イ11. しこの l昨は11兄加えでー係Tdti の』卜.に，1売って) ，J} ない 事勿Ji:命である)
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因みに擦の太さは元 口 で直径 Ｓ 尺 、 末 口 で同 Ｖ 寸 、 下よ り ｴｦｾ Ｑ 杭は長約 ＴＰ 尺の高ｾ牙材 、 負 担 柱は長約 ＳＰ 尺の

土佐材 、 ｾｾ Ｓ 柱は長約 ＷＰ 尺の吉野材で 、 何れも内地槍乍ら夫れ夫れの寄進 ｾ ，ｉＩＮ Ｈ こよって別々に奉献され＿こも

のである。

これ より 先 、5月3 日に は主主自の周 に遺 形 が 施 さ れ、6日からは側粧の礎石を据え 出 し、四天杭のそれを

以 て8日に据付 を了 し、 13日からは愈々これ等の礎石上に初層の柱を立て始めに。側粧 12本と 、最 後 に 問

天柱の， Ｎ ｛ Ｎ ＧＲ 本Ｈ南 Ｈｈｉ｝ Ｒ 本は立位式に邪ｦＱ Ｑｾ になるので建設を式後に延ばしにｦ［ＦＩ と合計 14本 で l 日泣い? こ 15

日にはすっかり工r: て 絡 へて しまっ? こ。 l 方 外 陣 政 石 仕上 げ lこなる底は 、床 版J -.軒コンク リー トを打ち側柾

の ｛ Ｚｮｾ繋ぐ狭 ＱＱ Ｎ Ｑ｝ 石Ｈ長抑の 下 になるので 、 地部石とも云へるＩも Ｑ Ｔ ・ Ｑ Ｕ 雨臼を以て据付りを終つ＿こ。叉

悲石も漸 く その 下 側 に なる而へ銘文の ｽｾｊ［ 込みがＯｉｾ来て 、 Ｕ 月 Ｑ Ｗ 日午後 、 前述の千器付 Ｑ Ｑ をｾ 11: 戸(!!I]イ7の 中 に お

し〈納入後 、その上 に被せられ、最 後 に 珪 り の川 l涼を砂で j認めて 、翌 18日 lこは床版商3)' (fl Jの間 口 郊 に とド

分 は ま り 込 む 肢 に 新 擦 礎 が 依 然 と 据付 け ら れ、 ここ に奮板礎上のili. f . r ¥j : は外界と完全に遮断されて 、 ノk 久

に保干(- される事になっ Tこのである。

五 重 塔 新 縫 石 概 要

磁 i ! 'J |個数 | 縦 | 杭 | 厚 | 材 質 揃 要
I  fl )i{ I1t lr 1 大 い さ | l控

八 約 住の /k卒診却 と腐蝕防止 の局、 '1' 1' 吟 掛 合

?  ラフ 北木仏産 、石のfξ i! ii i : 十字形の小沈をみち 、 」の 七

側 柱 磯 |12 170l A1i loi…
約 この場合! J . 庇 1!1!3)oi_5寸、 努2寸 の阿哲続 11' 1しが

四 天 柱 礎 4  1  3， 50 1  3.  50 1  !. 1  0  同 めり、その表面に十字の 小法を穿つに: tJHよ育i) 者

II;Jf;日でゐ る

ＱＺ 牛は 床 版 ｉｽＧ の 防 ｬ ｊｪ古 Ｑ Ｑ に はま る は ｬ 主 ｾ ＺｚＩ りす角
とな り、 t 卒の床板 [.1こ:Hる部分はnll/ ITUに傾斜

抽 ｾ＠ 1  1 1/.00 1/ .00 1:、。。 同 会 Ｑ， Ｑ こせに ｊｾ 、 会 ￭ｬ ｾ の形 ｬ 式協力 、 ら 凡る と 、 活 皿
防長 ちｾ I  I  1" v v  I  ' .  V U  I  _..- .  v u  I  InJ  I  ｾ ｦＮｾ＠ ｽｊｾ の 如 であ る 。厚みが厚 い のはｉｽＧ央 に Ｑ }-!.. j1J 

の納穴と 、 真に その 底に 直 Ｑｾ Ｘ 寸心 会 利安 置
の: えを?発さつに13でめる

向 ほ こ れ 等 新 礎ii の概要を 記 せ ば 1-. 長 の知 く で 、 そ の I ド絞礎 の みは、先に l昭和113年 1月 18 日 合 利 容 器

を その ｲｩ Ｇ に奉安する様仁左守 のノ悦 ｼが ｩ ￆ ｪ 主 し＿こ錦 、 擦 の 柄火Ｈ擦は 懸 霊式を ｊ 宋川し＿こ の で、そ の ｊ 多 勤を ｾＩｪ

ぐj君、棋に 1)ミJ' fJ J ) 附を作り 11'，し、これが擦礎r[J にす'-1これに穴に の ぞu ' 様になる 〉 と合利支世の 凹所と I*i

方を備へる必要から、脊の戸iし、も の になっ? こが、不必要 なm祉 はi成- t . るべく 、村山! の考 1[( をや，tつ ?こ結」↓!一

妙な Ｉ ｉ ｾ のものカ ［ＯＱ Ｇ ， 米 ｬ てってしまっ＿こ ｯ f}f ' し据付後は 、 その I-J [ 三のみが比られるので、他の磁 石 との 1' -]合

ひも決して思く は ない積りである。又拾ＺＺＭｴￎは Ｒ 佃の石より成り 、 Ｒ つ ｾ ｬ 在べて ｬ 溢約 ＴＩ 也 、 ｊＢｦ Ｈ ｊ 、以約 ＶＮｊ Ｇ の も

ので 、その内 i出， [.，央( 下側になる! 日〉約 2尺角程を締盟に均して、そこに火の銘文; を剃んに。

1 I i ' ! %1 I 九年六月二十一 日 依 大風 倒 潰

昭 和 九 年 十 月 九 日 白樺 礎r]' 1i J ll合利i J "現

昭 和 九 年 十 二 月 二 日 於 法I111下 十一 )O(_飴 瑳見創建時礎イ7

昭 和 十一年 十 月 十三 日地位! ) ( 法令修行

昭 和 十二年 四 月 二 十二 日 新 始 式 修 行

町 昭 十三年 五 月 二十二 目 立 桂 式 修 行f，ll合 利 納 入

四天王 :12 位 1[，故 寂
;:)'(f: 

1=> f¥: 

- ill 大 衆

かくて粧の繋ぎの貰や、 l部長押等;をl[.z付り 、5月20日には大料も識せられて、事 lt J -.の 五 位 を 絡 し

丹 塗 りの色も紅( ，か な こ れ 等タリ主主の並ひ[1Lつ基弘】j プーに於いて行はるべき、 5月22日の立位大法合を迎へる諸

準備が若々と進められていつにのである。
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2  立 柱 式 と 舎 利 納 入

既 lこ地鎮 祭 及 ひず新始 め 式 を 絡 へ、着 々 そ の 工 を 進 め て 居?こ五 重 塔 は 、其: 後約 1ヶf 下を経?こ 昭 和 13年5月

ＲＲ 日制閉 し て 、 愈 々 立娃式を禦行する運びに立至り 、 ここ ｬ 二本終的組立のお ￭ｾ 1  :長を踏出 す 事 に なっ 七。 昨

日は好 晴 に恵ま れ、 数千の千T衆列立の下に 、 !jl ￭ｋｸ な大法令が五重埼 ［ 基 ｾ ｉＺｌ ｉ ｾ Ｎ Ｈ こ於い て修 行さ れ ｔ こ。王には午

前 10時よ り木下買主導師となり 1山大 衆tこよ る読粧に 引fl1き、工 匠 の 乎に よ る桂問めの式を以 て知事" Ji 位

式 を 終了しfこのであ るが 、 ここに忘れてならな い事 は 、首 日の 法 令 は 「 以 柱 式 」 にはJ♀ひなかっ Tこが同

時 に 合利 納入の: なも含めて ii&修 されにと い よ、射 で ある。きれば祭取の背後 中 央には l 段I去j <、 新 l問の合利

祭 器に納め fこtt f 寺会利を安むし、式 後 l般 の 随 意 焼 芥 終 了 を f突って 、午 後 正2時 木 下 貫 主 自 ら 紅 nの 吊 紐

を取って 、椋礎の底深〈これを奉安し、J ; 品; 信仰の封栴として水米ノkl 訓こその傘磁を似つ事になっTこので

ある。

抑 ノ号搭はiJ8;婆であり 、委 し 〈 は 草tri 波 、蘇 liiii 婆 等 と 告 か れ、 そ の 似 は 遥 か 印 度 の ス ツ ーパ ( Stupa) 迄 迦

り得 る 事 を 思 へ ば、 i者;婆の本間? こる{ 1 I 1合 利 のイコ仰が]軍事Eさは今克諭する迄もな く、 刊に 四天王守・の如 く

J;品;婆 l ド心 l加肢配位を有する千r院にあってはその重要さは一人の事である口木守・の縁起によるに 、五 重 段 階

はーに六道手IJ 放 の 塔 と 栴 さ れ、 建 {Lに首つては併合平IJ6'j 泣l二、 )...:.子の 御 髪6モを力¥1へ ら れ、 ) 1.; に 楳中に 納

められ? こと伴へられて居る。 ぞれ故に例建以ｾｾ数度の災容を被り乍ら 、 Ｇ， ［ｩｾ Ｎ によ〈高知念排して再建され

今 ｬ こ首寺信仰の中心として仰がれて民るのであって、先 般の ｪ 武￯Ｎ Ｑ｜ＮｾＣ， Ｑ により 、 Ａ到ｩ｝ｩ ［Ｇｴ せる文化再建五草地に

於 い て も そ の 様 礎Ij -l 央 の 凹 所 よ れ Ｗｋ 品ｊＺ［ ｪ くを ｉｪ ｬ にして金銅の丑 Ｚ Ｂ ｾＺｴ c  ￆ 色ｾを共へ ｔ こ合利容器が 、 主 ｉｉ に金鋼

板 に よ っ て 回 ま れ 11

'

，現 し に 事 は 周 知の 泊 り で ( 問 天 王ミ年間鋭的¥1雄編参J l ( l . ) 如 何 l こ丁重に保存されてあっ? こ

かが規ひ知られよ う。

随って今回の再建に首つでも 、 この山寺会利を納入すべき宗務 の穴 ｾ ｪ 製作に忘れ、ては 、 刊に深甚の注意

を桃ひ 、地婆の本建築にふさはしくJ l つ 1ｊ 苦崇高 ｦｲ Ｇ ｫｊＺ ｩｾ なものにらしめるべく 、 Ｑ Ｒ 分の勿ゴ ｊ を ｦｴｴｩ 注しに杭り

である。即ち合利は先つ ｦ Ｗｫ品製五輪ｊ［荏型の Ｗ ｋ ｬ 倫 ｱ ｱ こ ｾｩ ～ｊめ、 それを悶 i;1jJ ! f ! 純銀製の器に入れ、これを金制

の向に納めて、金色燦然? こる究瓶引祭器の rj - l 央に位世する如〈し、 克に排気鐘型のイlfI 二了・誌に納めて際礎

中央; の凹所に安置しTこのである。

5 初 層 組 立 ヱ 事

5月22 日の工豆f

て世い ｔ仁こ阿天桂の ｉ中ドの南南‘ Ｑ官ｭ仰側ｦＡｉ則 ＱＱ刊 ｉｊＲ ＮＭＱふ広〉正ＺｾをＺＧ :'立、白ι ωy工υ:)力加JI川¥1へて l凶6イ本>.:全f部i巾官の十t住一J :主立: をを，了し、 これをlZ ・ 長 ＮｽｾＱ 等で ｪ ， ｉ［ Ｑ める ｬ 方、 柱 J-.

台 ｪｬ にはｾｦＧｉ命をｊｪｊＨ小 ｪ け人点 ↓ を勺ｼ主せ、その ｉ ＧＮ ｩ［ｩ日目、 ｊＧ ＫＺを Ｉ Ｑ 桁に組 ｬ んで似を泣き 、 史に日 ＲＡ ｈ 本・＿ｲ ￟ ｊｪ Ｍ， ｊ オくも同隊

重ねてＩＱ田火 、 ヒの方へと ｍｉ 卜 ーげてい つ ｔ こ。 ｊ 芥 の Ｋ斗↑共 とし ては弁府 ＩＱ ，Ｚ品目、て［ｦ ｬｬｦｾＳ f : 先をJ雫川し? こので 、上方に

軒 天 井 と 蛇j側交l倫が組まれ、 そのH'.l lこf副長が失11' ，し、更にメL桁、1-. よりは多数の位が並ダIJ して' j q ' 長を形作

り、木氏・茅員等の柿架材も ;j寄って次 弘iこ'111 ' が完成して行 〈のである。 こ れ 等 外 部 か ら 見 ら れ る 化 粧 の

部分し完成後は全然見えなくなる虚の1 ' 1 L + : 柿治部分との組立松川をわかり易〈述べる事はilkf.: 閤 嫌 で あ

るが 、後に掲げるお民とその僻』詑でん日程了解;I '，1j ( る事と忠ょ、。

イ刀府3手先制快を組み絡へ 、 ij Iij' i  ｾ＠ 7月 下 旬 よ り 地 傾 の JI :.z十jーを始め 、茅 只 ・飛嬉担: ・裏 rpと! 順次化杭Iドl'

を完成し、次 い で8月初旬より J結本を組み、i ' J : 屋村Jを渡して、 If . : 供封地主<:1必し、中 旬 よ り 屋 恨{ Hこj 以掛つ

ｔ こ。首五重土佐に於いては 、 他 の金引 ・ Ｑ｜Ｇ門勾 Ｚと ｛， ［ｊ 十 ｬｦ｛ ， ｈｌｾ Ｎｪ宋川し＿こ ので 、 との下地は普通の土 ｬｌ とは大

いに l也を具にし、 出i' .t 也仮を?仮らす" -/;J :1至村j の k にl Ul主屈恨の仏j 配i u} l J 、 出111か い 伐 を 平lL と回IJ. L各科の f'/:

むに肱じて 、正 し 〈 間 位 しTこの で あ る 。 陥 っ てこの J -. に1L を1 Uてげでも 、使 の 1-:¥1の 益lill を自 rll にささ気が tl¥

入 川 似るから、夏季光線の強いｬￜ ｾＮｊ を ＧＧｊｬＺＮ げでも 、 その熱で下地が焦げるといふ憂ひはないわりである。

か く て 屋 根 を 茸 l' け' てゆくにつれ 、2ft1の ほ低の JI川j も行って展恨の 見 切 りをつり 、 l 方8月 下 旬 よ り 枯

木の ｉ二 に 土居村 ｪｾ 組み始め 、 Ｒ ｪ 首位ユＧＨＨこ ｶ ｦＱｬへる事になっ ｦ こ。この土居桁は桂の土己主に常るわけで 、 脊 ｬ 火 、
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幅2尺程 の 大材 を刷 ひ 、充 分 構 造 の 竪1mをj別しに杭 りで ある 。

4 第 2 居 組 立 工 事

か 〈 して8月 下 旬第 2府 の 任 が 据はるべき土居 桁の 据付 をなし、 9月6 日その_I-.の佐 立を了 し、 大卒斗 を据

へ 第 ｬ 肘木を組み 、 料の仕 合せや ＲＲ 愉の ＱＱ ＩＨ 付 等 線 、 て ｍｉ 百 の場合 主同 肢の ｬ 悶序に ｊ Ｇ Ｎ へと組上げ 、 Ｚｕ ｾ Ｒ ・ ｕｾ Ｓｽｈ

木 主重 ねて 、 10月2 日に は尾般の Jf見付も 経 つ fこ。 やがて i好天井や泊 肘 木 ・:trJ Jナ木 も;1売 れ 10月 '1' 'I lj には 丸

桁 の据 付 も椀み隅木 や 木 ｾ も組 み 終へ 、 下旬より地 位の ｊ 川ＮｪＢｾ始 め に 。

ＱＱ 月 ｬ こ 入って茅 員 を組 み 、 ｪ ｬ ｾ 怨傾 ・ 化 粧兵板を ｊ｛ ＾ｉＮ 付 げ 、 '1' 旬 には蛇IJ 矢技愉 ・結 4itZ もつ い て 長 11' の 取

付 にか〉り 、 3 層 の 土居桁も組まれる i方、 初J f膏内 陣の 車 輪Jli<. 什 や倒孤ぜu の地 出 {_j 外 陣 のイ'ri.{Ii設等 もkf i

められ、か 〈して5月 の佐 立以外(11街6ヶ月 を粍 fこのであっ ?こ。

5 第 3 麿 組 立 工 事

土 居 桁を組 み絡 へ ?こ虞 で 、IIH不fI13'. j-'. 11 月 24Hその-' -.1こ郊31碕の蛇 ユJーをな し、同 時 lこ問天 取 を据 へ、 その

聞を禦ぐ賞 や 現員 ・方 立 ・大糾 等 も型の知 < jf!l. 付 け、話 1}j>J 本 ・Um .jAくと順次J -.のブj へ と出11 立 て て ゆ く

と共に 、 Ｕｦ ｾ Ｒ 清 の 裏甲 ｬｦ ｊｬＮ 付 やその端 切り もす千んで Ｑ Ｒ 月 ｉ ド句 には瓦 下地 色全 く 完 成 し ＿こ 。か くて抗 ＳＱ 習 は

第 1I膏 ・第2居等 と同伐の順 序 に従って 組立を紙け 、 校 五 以 来j品8ヶJl の11行手1114年 1月 22 日頃迄 には結 叫 が

大方取付 を終 つ fこの で あっ ?こ。

l 方 12月 初 旬 よ り 初l晋扉板8校 ( 楠 の J f" ! z 板でその大い さIIJ 2)く7寸5分 、，:: j8 g2 、j-4分、! 河 、J'551' ) や V4Oj l

板 Ｔ 紋Ｈ擦を回み須禰 ｦｴ ｩｊ Ｍ Ｎ Ｑ こ Ｔ 方れら ｊ ｛，ｉＮ ｈｾ 、 て枠の【 ｉ ｊ に納まるものでその太 い さ 、 ｉｉ ｊ Ｓ Ｉｾ 、 長 ＱＱ Ｉｾ 、 ｊＧ ぷ Ｑ ・ｪＭＳ

分 ) 或 は 須 禰 世下 と阿天住 脚元 とを: : Aぐる A 桝 彫 刻 等 の 工 作 も 始 め ら れ、 下 旬 よりは¥Iffi ¥i !h・;j} li ・収 般 等

の 工作にも か か れ I-.}吾の組 立 に1)f: 行 し て 初 荷内部の完成にもう予め るIff lこなっ ?こ。

昭和 Ｑ Ｔ 年 ｬ 月下旬 尾時の ｊ 以 付 を 了 し ｦ こ後 、 その 上 の Ｓ 手 ｌ う ｴ ｉ ＴｉｲＮＺＮ ｾ 快の出 日 立や ｩ ｬ ｩ ｬＧａＺＺ ｊ ｉ ニの出 Ｑｊ Ｎｩｬ，にかか り、 Ｒ Ｉ｝ '1

'  

旬 に隅 木 を納 め絡つ? こ!益で l時こ の
) j の 組 u必 '1

1
止 し 、 初 Jをr.:.cZl ｩ ｾ の進 ｦｈＮＢｾ 十 る ＮＧ ｪｩ Ｎ になっ Ｑ ］ 。

その わけ は 塔 の 主 睦建 築 工 事 の 完 了 と I"J 11、S: にイ丹治内部 極 彩色脇 工 も 完成 させ7こい といふ古格ヒ't!. i同 の 希

望 lこ沿ょ、錦で あっ て 、先つi/:J "入 n ド付近日11 ち相 . Ｉｊ ＮＧ ，ＧＯ ・ ｾ ｊＡｦ ｱｩｬ ｬ 内ｻｻ･ ｊｉ え イ Ｎ ｊ Ｇ り ， Ｓ 月ｊｪ ｉ Ｇￍｬ｝ ｽ際長抑の Ｑ Ｑ ＩＨ イ ｊ にかかると ｉ ｬｩｪ

時 に ｲＱｩＭ ぴ トー ｪ 奇の組立 ｬ 二五 ， ｾ反って 、出 もに本 ｴｾ ・ 地 十Ｚｾの ｊ 以 イ・ ｪ に泊予し Ｗ こ。そして位愉不当訟の ｊ￭ｸ ｈ も始め る Ｑ Ｉ ［ 、

初滑 の 方 は 扉 1-. の 議 愉 長拘lをつり 、3) oJ1 7H よりは il1捕 lv" 1. &庄の J(11. J にかかり 、2i H迄 に すっ か りそ の 漆

接 着を 了しに の で あ る。

叉この ｉ Ｚｉ ｉ ｾｭ 隔地ー 絡 狭 山 や 十日 輸の ｬＮ ＡＮｗ［ ・ ￬ｩｅＧ ｜ ｕＺ ｴ字の イ ￎ Ｇ Ｑ 刊 ［ ｦ 、 ｊＧ Ｑ 弘司リも完 成 し 、 ｉ 苅 Ｍ￰ ＧｕＺＮ ＲＩ J  Jj I'Il]、 後 Kは3)] 111旬 、

それ ぞれ工 事現 場 に搬入さ れ 、 本工事も 拘 阜の ) j l白1よ りそのλ 成に !日j ってJ j ' ll li をかける 引 になっ fこっ

6 初 層 内 部 工事及 び 第 4居組 立 工事

ｵ 脅の主盟 組 玉 ，Ｚ 工事に並 行し て 初 所 内 部の ｉ［ｾ Ｇ 工事もｪｊ主妙をはかる 必 安から 、 トーと |ごと 2J: 1こ別 れ て11て244

ｾ 進 め て ゆく ことにし 、 先づ下の ｪｪ で組人天 Ｉ Ｑ Ｚ の極彩色に ｊ ｉＯＮ か〉るべく 、 その車11了' . i f . : ぴにj C)l :逗 般 をみ;

坊 内 の 1ｾ 主に ｩｬｬ び 、 ｮ ｪ 百 草 Ｑ ＱＱＵ ＢＧ ｆＭ Ｓ 月下 旬 よりえ等の彩色に ＯＱＷ 子し 、 ｽｦＡ に ｖｌｊ 天 ｮ ・ ｦ ｬｬｩｬ ｦ ｬＺ ａ Ａ 也 ｩ 毛 ＮｽＱ ＱＧ ｾｾ｜Ｇ 、 彩 色 を ｊｪｦｵ

すべき 本部はその客IJれ を.!!I lめ る局 、4) ]  Jj 1  Ｇￍ ｉｊ より 小 刻 Ｂ ［ ［ＧｽＱＧ｝Ｕ りを ｐｦ ￬ め 、引 ｲＮ ￹ｾ その ｉ ｊ 、 刈苧 ｴ ｩ ｬｴ めにか〉 ニ つ に。

又須 摘 出 は3 Ｉ ］ ｊ 下旬 よ り Ｔ 川 ＡＭＮＧￍ ｕ ｜ こかりで 卜 Ｎ 一 卜 の Ｑ ｖ 投ぴに 刷 ＨＡｬｩｬ のボを ｊ ｪ ￍｬＮ イ ｊ り 、 以 ＩＮＮＮＺＮ を ｾＪ ｕ んで 床下工 事 を う己

成し 、他 方 内向 ｩ の 折 ＮＱ Ｚ 天 Ｚ ｉｪＺ や持 ｦｬｾ ｪＺＧ， ＺＱ む問 似 ｉ ｬ Ｑ 州 ＱＧＨ の ｩｬ ｜ＮＨｊ ｩｘ ＱＮ ｊ も ｍ ￬ ￨ ｬＩ 、 Ｔ 月下Ｇￍ ｬ｝ よ り は ｾ ｭ ｬ Ｄｬ引 ，Ｇ Ｑ ＮＱＨ ・ 米 等の淡 下 ｊ 也

を刷 し、 5月下 旬 には似 彩 色でつ;t 肢 を 凶 い?こ夕刊I!i 組 入天 ) 1のJI :x. 1.J ぞ 9fi めに。 f/IJ 外1141に於 L、ても 4) -J '+''Il] よ

り Ｕ 月 Ｑ Ｍ Ｎ 旬に かり ｬ 陵長 事ｬＧ ・ ｾ［Ｚ輸長 Ｎｽｉ ｉＧ ・ 内 法 ｬ ｈ ｬ ｬＧ 等の ｊｬ ｩ Ｈｩ Ｎ ｪ ［ を 了 し 、 ｬ 艇長 ｴ Ｔ Ｑ 下の壁 ＱＨＱＱ に は壁下 地 を地 し 、 �ｪ主 ｦ 立

がつりられに。

ｦＺ ｊ 否に於いては Ｓ 月下旬より Ｔ 月 ｉＧ Ｎ Ｇￍ日 ｬ こかり郁 Ｓ ｪ 告の ｊ ｉ ｾ 鑑保守 ｊ ｉ 正 小 ｊ Ｇ り 、中Ｇￍ ｉ ｊ より 柏木を 組 み哀 ＱＱ Ｇ ・ 枝輸句 Ｚ
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を ｊＦＱ ・ ｪ 付 、 下旬には ｴＨ ｾＴ 府 の 土問桁を組み 、 Ｔ 月 ＲＸ n にft _li: ｻｴＧ了して 、 Ｑ 窓々負 ￭ｾ Ｔ 庖の組 Ｚ ι 工事に ｊ ｛ ｬｉＮ か、 ると

んに 、 ｾ ￟Ｓｽ 習 の 野地色次第に完成し 、 Ｕ 月 ＲＲ 円三 Ｑ Ｚ 位式以来号制 Ｑ ヶ年を粧過し＿こ頃迄に ｾｍｊ 習の ｕｾ Ｒ ｊｊ ・ ｪ 本を 組 終

へ? このであっ7こ。こ の 1111の工事. で注 口すべきは 僚の: ' 15: 飛を行 つ fこ事である。

即 ち Ｔ 月下旬 Ｔ 府 ｮ ｲｊｱ フミｽｪミの 土居桁を組柊へ＿こ 底で 、 その ｉｉｉ Ｍ ＡＩ とに Ｑｩ 事訴 ｭ 金具を取 刊 の 、 ｾＧ￬ で Ｔ 方から吊す

べく徐々に仰をかけて、その平ｻ旬以態を検べ乍ら、 Ｕ 月 Ｑｪ Ｑ ＱＱ Ｉ ｾ < 懸:!lli{t' 完 了 し?こ。これで燃の納が燦礎の

納穴に少し詐り It:えり込んで所) 立の位置を{ 米つ事になっ? このである。

かくして Ｕ 月下旬ｾＧｉ Ｔ 府 ｾ Ｈｬ Ｓ 肘本を組み、 Ｖ 月上旬見慌を』ほせ 、Ｑｪ Ｑ 旬より ｩｆ Ｎ Ｑ 天 井をつけ 、 下 旬 には隅第 Ｒ 尾

十 ｉｐＺ ・ 丸打 ｊ ・ 枯イ ＨＡｯＺｾＧ［ を Ｑ 以 ＱＮＩ け 、地問 やイ三百も出 日経へ、 Ｗ 月に入っ て士 山 Ｋ ｩｾ の ＱＱ Ｚ＼ＮＱ Ｎ Ｉにか〉つに。次 い で中旬には

茅 ｊ ＱＮ ・ ｊｉｾ 跨何 ・ 天 ｊｉＺ ｾ Ｈｲ 似 ＮＭＮｪ 交ｼ命守 ［ｾＱＱ ￏＱＮ ｦ ・Ｉ Ｎ げ 、枯イく を中 日 み ｉＺｭ 桁 を むいて 、 愈々最後のち ｍｦ 育住 ｊ 白［を Ｇｦｦ つ事

にな っ ?こ。 ドの方では S ) ] ＱＧＮＱ Ｑ Ｉ 例 府 内 ｴｩ｜ ［ ｕｉ ｊ ｾｾ の漆 下 ｊ 削こ か〉 り 、 同Ｈ ＡＡｉＱ の［ￆ 了・窓を Ｑ Ｑ ￏＱＮ 付 り 、中旬 には内部極

彩色 ， 乃 ｆ 裕ｾ t)  (i1; f ' 什ー〉 み 、 Ｔ 陥 下小 日そのＯ奈 ｉ Ｇ ｄ［卜Ｉ ｾ 往りも前んで 、 f・11) より須禰 :li 格 狭山 板 の 取1寸や去五輪

の| 政彩色に行 F しfこ。7 J ] になってと; 五倫' 汚色の巡捗と j七にill1lft Ｑ ＭＮＱＧ ［ｩ｜ ｦ ｪ つ小 説彩色も始め 、 又 ｭｾ 傾倒 ｪ 集金りや共

)，j.: t!X η !Ij_ f. ) にもか〉り . か く て 初府 内 ;1i¥もFI そi 8 . ふて仮かに ; UJ &されて いつに。

7  ｾ Ｕ 居組 立 工事 と 初層内 部の 荘厳並 に 諸附静工事

昭 和 14年7月 下11) 4)制 支陥'))Jli (.) や l二m桁 の鋸 1・); をなし 、26円その トーに第5層 の柱 立 を 終 へ、愈ノ々 を最上! 府杏

υω)A組u、，'，正;に H

}刈前i(泊i臼Jの手弁宇-¥'守刊f什州守引lド同;日司iJ片十砧主の州11附a約i師口灼J咋じに従ひ 、8}] 下 旬 よ り は 制 快1111の笠下地にもかかり 、9月ト. 旬に去五輪の取付、 1; (¥4IJ す本

の 組 u: を終へ， Ir{i ，f 1113年 SrJ UXι 任以外4湖 l年4 ヶ月後の22n lこは尼ほも太謹取付 げ ら れf こ。

コく み ￭ ｾＴ ｩｬ サ ｬ リ ー 尽村 ｊ やｊｩＣＮ恨野地も Ｘ 月下 ＱＱＩ Ｚ 迄には腕工を終り 、前年 Ｘ 凡初 府の子主 ｩｊ 以来 ｼ 時 ＱＱ Ｍ Ｑ 絶の銅瓦 立工事

を Ｘ 月 より ｪｬ ｪＮ ぴ続 行し、有｝ 府関 ｉｬ ｕ Ｉ［ ｾ ￌＧ ｦ 千ませ 、第 Ｒ ・ Ａￖ ￟Ｓ ，併を ｾｫ￰ｩ て 、 Ｙ 月 Ｑ ＭＮ 旬第 Ｔ 庖を大牛 耳 終へ＿こ臨で、都

Ｕ ｸＢ ｦ｝Ａ￭ Ｎｊ 山 ＡＩ 完成ｾｦＮＧｊつ司王にしＮ ｾＯｬｬ巴 ・ Ｑｉ ＱｩｰｩｊＮ｛ 勾Ｚの ｊｉ 正イ［Ｉ b 'l ，( f炎に 1j 11i) より 11ぴjT 方 IIIJ l ーとなっ f こ。

手 ｊｊ 府内庁 Ｑ｜ に於 ｌ 、ては前よりリ ｼ 粒き夕刊 ＧｉＨ の比や ｬ 付法ｩＨ ｎ 令Ｚの倒彩色を ｽｪＨｬｩ し、 Ｘ 月 ｾ ｉｉ 1  i) より内陣の指 輪 ・杭

・ 長 ｴｬｬ 吋ーにもか Ｑ ＱＧつ ｦ こが 、 Ｙ ｽｪＱｪ Ｇ Ｑ ｩＩより Ｇ ｲ ｾｾ 本ｉＢＺｉｬ象氏が問天十 Ｑ Ｚ に 十 二 天倣 ｅｔｅ Ａ［ か れる橡定にて、ぞの準備も

あり Ｑ Ｓｮ 事り似 ｴ ｾ ｉＮ Ａｽｩ ン己成主在住何 ｬｩ 文肢は川家と寺院との和笠宮ｻｩ ａｾＱ こより、止むを得十 ｬ 時 現 場l庖工を ι1
1
1上する

:'Jf. になっ 1=0 ＳＨ ｾ ｭｾ＠ ｜ ［Ｇｊｾ 之は Ｘ 月ｉｪ 111) 1奈下地主? IjOi し、 9 刀I j l には全部 H: 1-. る像定であっ ? こがこれも亦ポ同肢

の迎｛Ｑ ＱＱＱ こＩ ， ｾき俳 ｩｦ ｩ［ 完成迄 ｢Ａ ｴ ｩ 工を付つ司王にし ＿こ 。

Ｑ ｍ この ｉｉ ｬＱ ｫｔＺＧ よ事は Ｔ Ａ 府 ｉｪ ｬ ｩＮＺ主力 ［ｉ ｈｾ Ｍｅ 初府 は Ａ阪壁を ＿ｉ｜ 令き ｫ のゾ ｊ は 〆 ￍＢＺ ＱＱｩ｜ 1-，1' ;主力: 完成しに。 叉 石 工 事 は8月中

ＧￍＡＩより Ｉ， ｾｎｾＺＱ iの搬入を始め、 9 月 k 旬より その工作: にm手し、 大 き な 耳石や 葛 石 が 兵 次 に 仕 上っ て い つ

ｔ こ。この他 Ｗ 月 ＲＶ 円には岱同から寺院への指 示 により現栄尿似にｩｉ ｾｕＱ ｪ ｬＺＧ ｉＧｴ ｉ ｾ Ｇ＠ i  l'含 設 置 し?こ。

コ く Ｘ ｊｬＳｲ Ｑ ・ Ｘｮ と ｾ ｊｦｲＮ 日 ｉｬ ￬ｉＺ ｾｦ， Ｑ 係 のＯｬＩｽ ｲ ｛ｉ￬ｊｩ ｾ だが Ｕ Ｑ 奇 ａ 場 ｫ で行 ｬ まれ 、 火引に完成に 近づく首工事現場は繭来 ｼ 般

ｊＡｾＨ ， ｴ＠ I ' i 世ぴに 16M係 各 方IUI の 参 加 でi娠ふ棋になっ? こ。

11付，[; 11141，ドJ 月下 旬 部5府 尼 恨の Jl x1. ) に純寺、 3 予先 日の 同 (1: 介せ にj;'}J 、b 、 10月 に 入って1主1JJ 木 ・丸 桁 ・

附木守Ｇ［ｾ据Ａ・ ｪ け、 ql 旬 よ り 木久 ・地 悼 の 1ljj.1 を始め、下旬にはおピ).' i ｻｴＢ組みＩｬｾ嬉 Ｋｉｾ ・ 化 ｪ ｾｴｾ 板 ・ 枝輪等も

JJ' '(f ・l ' けられfこ。 11}-]  1-，旬 より桔本や巣 11' を勺|長せ始め 、 111仇j には付 l倫を受け るべき le義 長蛇 のキ[l 立 がHII *

ノ ｪ 、尾ｾｾも少しつ ･ っぷち ＱＱ Ｑ Ｑ し ｔ こ。

この川て作の方も ￆ 了悠・附械の昨へ匂 Ｚ 大分進捗 し 、 工事 ｉ ｊｲ ｗ￬ 以ｾＨ幾度か搬入され ｦ こ内地時楠の原本

の 山 も今は附どこなされて ｊ￴Ｈｾ 、下ノ ｬ 、 Ａせは全 〈 ガラ主になってしまっ ｦ こ。

ｦ 古 ｊ 燃を Ｔ￭ 持 ｉｉ ｉｊ ｌＡ ノ 足以 ｾ ｕｾｦ より ｾｉｧ 重しに事は既に 述 べ ｔ こ ｪＩ［ Ｎ :ノ〈主な仮れを! ; ぶぐ立l米から有|は¥jj 的にもう l ケ所

ｲｦｪ る必 要があり 、 Ｒ ￟Ｓ 住に前向肢の吊金 ｊｾ を Ｑ ｛ｬＨ Ｑ ・ ｈＱτ ｉ ｏ ｊｬ ｉ ｉＱＱ ｩＩ Ｏ ｲ Ｚ Ｚｩ ｕ 討 ｅ の Ｚ ｬＺ居ｉｪ ｬ 央 より ｪ 引を 下げて ｦ Ｘ｜ l[i;し

T二。

初i Fr内l ¥f¥l こ於いては9月2011 より 10月10 H Iこ至るがJ3週11¥1、 常本 1: 1 l 象氏が四天枝 l二十二天像を ie!J l き終ら

れるのを引って、ｉｪ ｬ 旬より ＱＱＱ 寺中絶 の ｾ ｭ 編出や ￆ 庄の漆常にかかり、又窓枠の極彩色ｻｴＧ 1f tませて II } J より
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内 陣長:Jf¥1 ・四天佐等の施工を始 め、 11¥1)未完の天井板やその組'了ー辻自li りも全怖取付 けを絶つにので J :部は

非 常に美 しくなっ ?こ。

石付工事は恭自の耳 石 ・葛石 ・地 質不i ・東石等の工作 を11月迄 に大ιド終り 、 次は段 石の製作に J似かか

り11月4日に はかねて京都市黒字干の金戒光明寺本堂建築場で夫前俊一直接ifi 作の下 に仔|伏石材合名令祉の

手で製作 を終了しTこ蓮花文彫刻 1) 羽円 平i l6牧が、貨 物自動車 にて却現場へ搬入されに。

叉主必主出担@下 5を? 間 め るべ きコンク リ{ ト 工事もい10月早早-々よ り従 来J勝J芥存のF周E司l りに 1盛盛 1-- りげ，てあつ ?仁こfれ傾i頃H斜土商の抑

方にカか‘ 巾カか3 りh、下下::t世白よ りk 壇へ とl順11胴l闘口号次た2j吊!l!)剖

て全 〈絡了す る運ひびr に立至りh、下の方は飴担} 形医が整つて来?仁こ。

向付 ｉ ｾ 献 ｈｩｻｾ の烏金＿白・を使用すべ〈 、 苛2 よりかねて首同へ;!?穎提/ I 'A 'の属、 10月 14日付 大菰大臣よりの

侠 川の許可あ れ 11 月 14日よりをの箔押 しにかかり 、叉1時議論の的となってゐ Tこ避雷針問題も 、塔 内に 電

導線を 引 込んで差支 へ なき旨 Ｑ Ｐ 月 Ｑ Ｒ 円 イ ｊ やへ認可書の下附ありか く て￬Ｇ ｬｾ Ｔ｝ ｴ 灯 Ｍｘ ｬ ｜ 合裡にるの設世準備をす

〉める事になっ ?こ。

Ａ 方本工事の方は昭 和 Ｑ Ｔ 年 日 月下 旬 よ り Ｑ Ｒ 月 ｱ ｊ 旬に 至る約 Ｑ ヶ月 ｜Ｑ ｜Ｑ Ｎ 却 Ｕ 毘点 ・ｽ サ ｊ 屋桁苛［ｾ組み Ｎ ｕￇ Ｔ ｊ 奇以

下の附棟 ・IM-'rr 地等の Jlk1. j をなし、 12月下旬より釦 5府瓦下地にかかり 、 1Jl rl l旬迄にこれを仕 上げ、

次いで各活後木 円板並びに後J阪のlrJl.1- j を始めに。

この川連子窓 ・勾欄組子 ・料 束 ・}jj1 ・窓ノj 、脇羽円等の工作も順次す〉められ、叉 12月中旬より下旬に

かけ 、 ｾｍｊ 奇屋恨の鋼板葺Ｎ各層鬼板 ・ ＧｚｊＺ -'! -l i.. 等も JrJtH け . )JI Jに制 l輸据101の舟め京屋恨 1-- へ新しく 1院足場を

組立てに。初府 lこ於いては引続き内陣長押 ・椙 ・四天住 ・側位等の制彩色を施工し、 1Ji r!1 'I 'J より特 lこ工

人の1設を哨してその完成に全力をつ〈す事になっ? こ? こめ 、十日れま大に捗り 2月初旬よりはflWU!mの彩色にか

かる迄になっ＿こ。叉須輔自の黒漆塗や下のｾＧＪ側而朱漆塗も Ｑ Ｒ 月 ｈＧｊ には完成し 、 中'I I] よりは絡狭111問、

各文及びｾ座表面総背下地にかかり、 1  )-1  Ｑ｜ Ｇ より絵育生を ｾｦ￬ め下 旬ｼ 杯で絡ｾｾ川 ｲＺ けはａＮ肥 ＯＱ Ｇ， 米 Ｑ ＭＭ つに。

又J，p l' ' i下コ ンクリ { ト工事は附段位ぴに地質石下を最後に .1 1月21FI これを打ち終へ . ｾ ， ｐｩｩ 石工作は前同

政 l月以降も着々その工1); 続けられに。

1/，川l

り9?i白3抑 しuにこ功カか〉、1) ¥、 !ロ2川下f仏旬'J に王つてこれ全等5$t カがqi迅邑 り元成し? 仁こ。そこで蹄幣は 12月22 日一先づ現場へ運び、

直ちに据11'Vj rこのであるが採繋受の柴や京の i七介せに相官，・日教を要し? こ〉め完全 lこ所定の位世に納め絶

つにのは今年になってからであって、引絞き 1)1 22 日にはその トーに出鉢 t ii ，fi1とを組1t: て?こ。

次 に ｩｬｬ 釘万針工事 は ＱＱ 月下旬 ＥＳ ヶ月 ｊｪＧＨ こ 地Ｑ｜ Ｑ 板を蝦 ｾｈｾ 設し 、 ＲＷ n  f則元試験の結果7.5オー ムといよ、数字を

件 ｦ こがｾￇＡ ＲＸ 日これ手のよ也ＧＭＡｾ板を禦ぐ地Ｑ｜ Ｑ 制 ｬ を椛見｝に埋設し ｊ くいで ＳＰｮ にはよ也Ｑ｜ Ｑ 板 Ｑ 1!T. 1に到し、木京3依 づ

つを入れて本担設を了し? こので 、 12月 14円rf}D [ の抵抗試験の| 僚には、 怖 か 1. 25オ戸ムといよ、非常に良好

な結果を得? このであっ 1=。 その後 12) J下旬千五導紘そ培内に引込み、 li!} 千Jrx. 1・j ゃれ府屋恨との辿結綿の施

こ ｲ｟ ｾ ｴｾ つ ｦ このである。

かくて Ｑ 象Ｚより盛りと迄はゆかなくても、祁工事 ｊｾ 先づ順調に延長妙して故後の完成にｾめ、昭和 ＱＵ 年 Ｕ ｆｬ

竣 工、同川 22 日より 26円迄5日!i fHがんな る終鹿法要が皆 まれ7こ。

ｾ＠ ※  T決
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外音Il i草細① 西側から の 見上げ馬民。これで 少 なくとも Ｓ 霞 目迄 ｬ Ｇｩ 二 三手先 の ＮｦＮｬ｜ｴＡｾを用ひてある事が知れる。初蛋制供杢部Ｈ叉は中の間
だけ〉と第 2 習中¢君主だけは間糾にせず. 中門上正背層面中 3 悶 の 僚 に 部j東にすればよかったが. 淘にどうも焦がつかないで惜し し、Z誌

をした と 思っ て ゐる 。 初重東西の扉にはＮ後に着手 ｅ Ｓｃの，ｾをもった引手をつけたから Ｎ 今では こ の穏実 と は少し異なっ て ゐる
( 5 月29日・ 天沼〉。
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外郎詳細① 比#l は! l i i綴な後ろへ矧倒L さうな罵: nが相嘗に流行する綴だが. 上も下も切れた倒れ古けた潟畏ではどうも製術的ではない

綴で解説の':!i き様ぞなし、。然L とれでもf': !検が主手先とし、ふ事だけは' 削る。尾健・ イヒ椛倒木 . ｴ 也及び飛勉怪 の痴 ｐ こ打っ てあ るのｾ主 ｬｉｉￊ由 控 Ａ の利

害躍 を由 、 け た陶怒でＭＺｾ形 罰 百 金具 の代 ｒ 目品である。ｼ叱奮のものは靭鮮の新縫時代の建築極 ｑ の袋飾には相留に用ひられたが Ｎ 内地 のは 遺物は未

だ見出されない僚である。だからi J ' I . 民まではないが内地の建築には初め℃の試みかも知れなし、。 く5 月29日・天沼〉 。
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内 郎 正 面 初重南側出入口のｾを開 ｌ 、た正而をみた所。左右は夫々西南及び東南限￠四天柱。中央は中心桂を援へる四男板で・これは
穏』旧三主主. 英をおは四天王のうちの崎長天と待園天。四天桂図文内め十二天〈一本の柱にさ魁づっ@.l 其除郭を徐o と中心往i1i 板の係自民

ｴ 但 ｌ 額縁を除く 〕は堂本印象氏 ・四 天王は積約忠之 介氏の作。グヲピヤ 頁 第 Ｕ ｝ 園重量 照く Ｕ 月 ｾｇ 日 ・ 天沼〉。

1  1  VI I  



VII 1  2  

四

天

王

寺

五

重

塔

再

建

立

奇

麗

季

ま

え

沼

俊

-

投

計

台

村

幸

晶

製

‘



四

天

王

寺

五

重

塔

各

屠

卒

面

圃

第

二

層

平

面

圃

第

五

暦

卒

面

闘

第

四

層

卒

面

圃

第

三

屠

半

面

悶

初

卒

層

面

間

1  3  Vl t  



四

天

王

寺

五

50Y 

J  L ; I  ， I  I  I  R  I  I  ， I  I  I  I  I  I  I  B  I  I  I  I  I  I  I  I ・I I  

重

塔

基

壇

ヨ

リ

マプ正ワ下千? 工Lワ 下千 戸王寺己守

第

ー

一
屠

至

)1，. 

主-・1

'0 u  面

園

.。

10  

)111 1 4  



四

天

王

寺

五

重

塔

第

五

屠

及

祖

輸

立

面

圃

1. 5  VI I .  



費既盟会事l容 審 理ｾＡｬＡＡの本慢である開会下 ｉ を納入した容器の主主形である。本文にも越ぺた如〈・との設計に富つては治安司 ＿ 本建築にふ
さはL<・且つ一層崇高股織なものたらしめる可〈十二分の努力が傾注されたものである。
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山句、w

4やゐ

第 I f盟 '1' ｲｾ＠ ｉＭ ｟ｦ 菅勾 ｉｦ ｾＱ ¥-./; ' らの tJ(.f

隊兵5民で、 HT{ 利 12"ド¥0)] 25 11 の状，漫

マめ る 。元の基 ｬｦＧ ｛ の雌土 ｔｉ ｪ ｾ ｃｦ に ｕ ｈ 盤

石を除去してから 、 づIt立き I昭如 12"1三

Ｙ 月 ＲＸ ＱＮＱか ら塔Ｚｊ Ｑ ト約 ｾ ｏ ｎＮ Ｗ ｐＺ力の地商

を註して桜 切り のt百I) j にか J' つ7二。

捌りかりで間もなく点 i諮問に; ) i Ｈｊ，ｪｾ＠

1珂に長い松谷石の 11'1土がめつれの台

、 匂j っかげ に、礎 石 ¥: の桜石 や角右手

ヵ; 縦# 掘 H'，'0 れ、 10) )411力、ら 7 B に

か りで深さ凡 そ I K . 2 f - 均に綱方の進

んだ崎、数多桜石の全貌し 略: ま'S}J ， ｾ＠

か になっ 1: 。

可

' .  I  第 2 圃 基礎! ) i 主石地形の卜. へ l舎で

コンクリ ー卜 を打ち床! 日正」えぴ任柱 ¥:

の支柱の俄mi {f 組 終つれH寺の溺契で

め るo '1' 央ペネルに図よれれ rl' に白

く凡えてゐ るのが Qi際世主で、 これの

‘ 炉問 ＱＶｎ Ｎ 角 は ｆ 慢で図み 保 Ｑ 亜 ｯ する Ｚ ｬ ｾ

に し1:
0

附 i :i. U召1-1112(1・12))2011 の状

ｩ￬ｾ で あ る。

第 3 闘 i!J 際 世査と その lニの迭術保

存の Ｉｾ ｬ こ 作られれ餓筋コンク リー卜

￬ＺｩＧｩＺ Ｑ 去を＿上から 凡 Ｑ Ｚ Ｇ ［ｩＮ ｾ￬ｦｊＮＮ でめる 。 ｲｬＧ

; とに散夜する 9 つの石は i!J 隙 鑓 |二に

元湿 りに そのま、並べられもので、

その周回全埋めてゐるのは、今回新

に作られれ絞皆心理の i 字 l 石でみ

る。 これは 5 色 の小石でl つの 石に l

字つＧつ経文 �ｱ ｾ予 告され てゐ る。昭 利

13"p 4 月22 日潟す。

1  7  VI I  
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「

. 4 圃 昭.f. i1l 3年4月8A には未fご足場は lP，耳石上らや こ

んな宥機であっ1:。然るに昭平¥1日 午 4 月13日に は、初 主!.ili

子守取っ げや 4方のE需を 吊込土な いTごりで、新塔は全貌

{t' 現 はしれでめ る。 ( 5  jj 29日 ・天沼〉。

VI I  1 8  

第 5 圃 伽j盤 内西 南隅か ら 素屋根 {t' 望んだ潟i f i . であ

る 。 こ れで ｾｩｦ￭ ｬＧｦ ｪ 約 ＱＰＰ R 依り 、笈 の浪 り初 めの没 りは大

穏初府の組物が取っく 迭の 高 きで、 この少し上に好下 に

蛍 る棚足場が{ 乍 られ て居 るのでめる。この潟ifi. は昭和13

年 5 月22 目立柱式終了後夕方撒影しれ ものであ る。塔が

中門と 金堂との中 間に建立さ れてゐ る事や、事務所が塔

の西側に ゐ る附係等現 場の状況を? 了解するに 使 で あ ら

う。 右上の三角は見当廊問、 出央 の小三角は 中門の屋根の

一部でゐる。

第 6 圃 5 重塔零屋根 を西大門の

勾欄上より望 んだ全長潟i f i . でti. に金

堂、右に中門 t ; 議 え、手前 に廻廊 よ

りl 段 高〈酋重門が め り、左 F隅 に

は経裁の屋根、右下には納経所の屋

根が見 えて居 る。 この潟ifi. は立柱 式

以 ＪｩｬｾＧ［ 1 ヶ 年1: つれ時の状況 一一外

搬 は大して鑓 化はな.いが ーー を後世

に浅 す7こめ に撒 しれ ものでめ る。昭

和 14年5 月22 日潟 す。



切鋤ｾ

第 7 圏 第 l 、第2、第3柱と 3本営

2ケ所で繋ぎ総長137尺の僚が出来上

つれ慮 を下から 見上げれ潟ffi で、こ

こに見えて居るのは殆とその第 1 ;桂

のみで、 上の方に黒〈見える細長い

木で柱を各いであるのは、第 1;性と

第 2 柱との綴 目の補強材でめる G 右

の方には l 部貨の張られれ慮 も見 ら

れるし又この潟Mで多くの丸太が交

錯し? 二対i屋根の構造1 ， Lf ¥，- 了解出来

るでめ らうo昭平日13年5月12日潟す。

でめる。

第 9 圃 5月22 日午後2時舎利 を僚

礎中へ納め 、無事百fの移動念総ぇ 、か

ひ物全して仮据えを「了しれ慮 の潟fft

で、舎利納入後 11時間の事でゐる。

1"11 : J 去の太い擦の下 lこ3 本の角束が見

えて居るが、左右の 2 本はかひ物で

m中の檎太いのが僚 より作 り出し て

ゐる納であ るc 塔カ: 落成すると 、 こ

の左右の束力 :取り去られれ状 態で僚

ヵ:吊 られる。

1  9  VI I  



第 ＱＱＱ 回 復瓶型合平 ｉｊ 寄務の Ｍ ｲ 、牟 古 ｜￭ で 、 前 面 ｩ の ｾ ｾｾ 銀 製Ｇ 容

務がこの筒の中に入る嫌になってゐる 。 この容 濡は 8角

の 2 童基君主の t lこ、 ｬ 二 百複郷袋町 ｉￎｾ (，つれ基礎がのるほ

になって居 る。基礎の飢IJmil こ1ｾＧ ， ｉ［宣 ＱＩ ｜ つ づっ絡狭間 Ｑ ｾ 彫つ

である。 回筒下部 の螺旋 は 、 手Ｚの闘に凡る［ｴ ｩｾ に資 紙製 容

器の上牟部カ: 上から拾、ぢ込みにな っ c しっかり悶定する

1: めの ものでめ る。昭和 ¥3年 4月21日潟す。

11 2 0  

第 10潤 合利を納入す可，き容; 砕で

I" Jっ て充1;] :;[' ，品 製 5 i愉塔J 1tQ容 。器、 右

｛ 式 日［ ，ｾ 銀製ＧｦＱｊ Ｇ ｩ ｾ［ｊ 容 絡でめ る 。 前者が そ

の ま、f走者の中に納土 る洲係から 、

5愉J谷の笠. l! ¥J ち火輸を 悶 ( ( 2f -商闘

にて) ｦｴ ｩ つれ ので 、阿古 ｾ Ｇ ｾ ＮＶ 非は佐 ｩ ↑に

ｊｉＮ，る ｾｉｉ Ｈ 印慌茶にな って 万ｾ ｾ ，＠ 5 愉

土谷のカ Il 、気から |二( 火 ・風 ・空の 3

愉 〉 と 、 ｾｵｴｬ 郎 Ｈ ［ Ｑ＼ Ｎ 愉 〉 と 、 Ｚ 息 ｉ 愁 Ｈ 地愉〉

との 3 箇にか! れ、〆佐々 をす内差 しにし

て 組 ｾｊＺて る以にし て ゐる ｣ 合利はこ

のノk 輸の r¥' に納めるので、 rt' を閲〈

絞 ってゐ るc Ｑ 沼卯 Ｑ ＳｾＱ ｾ ＴＩＱ 21 日潟す。

第 12圏 資 者 瓦Ｚｦｲ ｾ容詳の全 Ｎｲｾ Ｈ潟況 で ある 。 これが舎利容

;JEの本惚で、水品製や、純銀製' / ) ものは、云! まマこの附

}4容: ゃに官I る ものでめる 。随 ってこの容; 慌 には、最 も 意

ft'月1ひ その刻、高約 9 寸、純 金60匁含丹 lひ、m. に金色燦然

れ る L のれ らしめ 、 その荘量生に努め れのでめる。笠の8

ｉｾ Ｎ ｴ 二 Ｑ こは ￬ｬｬｩ 座付主主球全我ぜ 、 これと Ｙ 愉 ｫ の注現時 との問

ｾ 金 鈎を 以 て ｾｾ、 ＱＺＧＪ 罰に 凡る 、 通りである ｣ 石 ｾ 、子の 盤の

かl図に白く 闘い紛が見 えて居るのは 、 ヒかむ銭形の柏、子

議ｾｾ政せ Ｑ Ｚ Ｑ 際、のはめ込み丹 Ｑ の波形である 。 昭 利 Ｑ Ｓ 年 ＴＱ Ｑ

28日潟す。



第 13圏 第 Ｔ 翠Ｚ自の布陣架 ヱｾ ｾ t か

ら凡1: 戸i}1 柱 1-.の組 物 o総}rX. する ll-J 木

を ｾｦ｛ ねて升 寸千 ｦｬ こ草且んすご Ｑ ＭＮ Ｑ こ 、 ｉｱｬｬ 及び

司王尾 i降カ :{1掛りて める }i}j ' が よ く 卵l

る= ｉｾ ｬ｜ ｩ＠ j の は fl 偶尾健J で、 4 ) j の

隅尾持と 45
0

に:1片岡ひ、井 市 に 組 ん

fごII. J木の 1・に IHてゐるのが 4 ) J 怯ヒ

の尼傾でゐる o ｲＮ ｾ ｪ の Ｇ ｉ Ｇｖ 去の ｕ￭ に心

柱の卜.のi援手 のー官1¥1; :凡 え る。 I民 間

13{ 1' .6J J  22 11 溺民 ( 5J J 29 U ・天沼〉

第 14園 初 菅 第 411.J 木と 肝天 井の

J({ fJ <遁J ! -t 木とを組合せれ l二に 、更

に疋縫合J [ ; { 付り? 二状汎を示す。尾径

の末端に近く 切妖き のある臓にもう

l つ の 料 が 殺 っ て、 その !ニlこ秤 IH木

が品Il 土れ所言明る 3手 先 F! ｉ［ ｱｬＧ ， ｾと ｩ 二 る

のでめる 。 fo'rJ この尾根の側面と先に

Ｓ ｪｲｾ べ 池 ｊＡ Ｎｊ 木との 問に車聞 かく 軒天井が

ｊ｛ｻ十 ｬ て氷る ｾ ｉ ￇ や 、 ｴｩ 紛が柱の 内外悶

ｮｬｬｬ より ｉ 削 、 ｮ 、て 、 そ の ｛ｉ｜ｉ ｾ 千羽りで

岡 めである有様等もこの! 日iで了解さ

れやう G 1Pr' 1  f1i l3{1'6JJ 2211  μ す。

第 15週 初重; 肝料・供をよく 凡せれ

μ Jtt. で、 これでみると 2 手 先 闘の秤

11・l 不の lょに尾径を 仕織り 、此 1: 1この

るべき 3 手 先 闘の秤M-t 受の料わき

りかきを尼極につけてみる。 比被的

大きなおJtt. tごから尾憾の「反 りj e  

f !i 't し」と -f.:t-の 切 り段、料 やJ! .J 木 の

形 、 ｨｒｾｾＧ｜ のれめ 刷 毛板 ｯ ーヮ ドＯ［、 ら 背 Ｑ Ｑ

つてゐると こ ろ 、 及び料 ｾＡ ｉ ［ ｬｭ の日産 Ｑ Ｚ

J血等、{nJ れしこれで充分了解し1与る

序で どちる 。 昭如 13{1三6月22 日お す。
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第 16圏 第 4 i f i : 肝機架式の l 部 で

南方よりみ? 二もの。隅行には 2 '!fi目

の尾料1;; 仕船げてゐる。肝天井が取

附 られ 2 手 先日の: i l l i 1l 'J 木に( ! 千枝輸の

切り鉄きがはっき りつりでめ る所や

3 手 先 日の秤1J.l 木が尾健トーの科に含

ませてゐ る所が歪健明らかでめ る。

これを 見れば 日本逮築に 於 げる少な

〈とも完備しれ 3 手 先の精進が 了解

できる答でみる。 肘木の「笹縁J も

はっ きりしてゐる 。昭和 14年 6 月22

H潟 す ( 5月29 日 ・天沼〉 。

第 17圏 第 4 重点南| 科 よ りの 潟

氏。高ir :J J に突き HIJ してゐるのは 化粧

!qll 木で 、f 側{立 地隅木、卜:filIJ (ま飛車専問

木。 前者の左と左 l、とに隅尾極力: 見

えてゐる。ｾ左右には尾種 ト ー に Ｓ 手

先日の料 供 をのせてゐるところ がよ

〈見 えてゐ る。闘 の中央よ り少し左

の l二のカに 心粧の総手が吸はれてゐ

る。昭利13年7)122 日の潟1ft ( 5月29

日・天沼〉。

第 18圏 第 3 府地極の I似付 金大牟

終つれ状態の金決を東南! 偶足場 トーよ

り術鰍 しに潟1ft で、 4 :J J に向って細

かく 1並んで月号 るのが地権であ る。闘

の中央没上 下に1ft 直 ぐ通って帰るの

は申す迄 も なく東南| 科の隅木でめ

る。昭利 14年3月22 日潟す。



第 19圏 第 5 電を東南隅からみれ

間 利 141，1'- 10 月22 日の潟! f t . 。育iJ 方に突

:PI してゐるのは東南隅飛終隅木。其

允右の箇棒の様なものは「木賞j 。

;Jt f" 1こ並んでゐるのが「地縫 J で、

「飛終 J は闘でみる様に木魚の切り

鉄きの所に! 校込むのでゐ る。( 5 月

29 R ・天沼〉。

第201il 昭和114年 4 月22R にとっ

?こ第 4m: 東南隅の潟! f t . で、飛検定年の

|二lこ 「茅長」がの り、 南官¥11の「 切装

甲J が大部分取( 寸げ られれところを

見せ 1: もの、 このi { 甲の !-. Iこ「叉座 J

がのり尖 t に瓦f t ' L f < のである。飛

音寺錘のヒに欣射形に百日置されれ丸太

の悦なものは 「桔木 J ( 5 月 29日 ・

天籾〉。

第21圏 第20図を高所より見 f ろ

しれ潟! ft. で、桔木なる材料が中 心よ

り4 カに 1;: 賀紋射形に聞置されてゐ

るところがよく剣る。南 側 句 ｉ ｊｾ 甲も

飛約機の: % 板も皆一日瞭然であ る。

昭和 141，p 4  )i 22 日潟( 5 月 29日 ・天

沼〉。

2 3  VI I  
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第22圃 昭 初 14年 8 月22 日に於げ

る第 4 竜{ t > 東南隅より 凡 ? こる状況。

布手の大きなカ形は飛符l偶木の弘、

ｊｾＱ 王 ド 小さい長 ｊ ｊ 形 ｬ Ｚｴ ｬ 偶尾 ｎｾ ふ大 力

形の左右に並んでゐるのは飛終棒、

Jt 上は茅買と災申。 K Iニに放射 形 に

場間程せられれる太い木材 lま情木( 5

J J  27  LI ・天沼〉 。

第23圏 第 2 "1i 屋恨 F有限11の一部で

飛岱橿 衷阪をはっ 1: _I ニlこf古木カ :現E従

l され一一 倍木[ ま茅s . { t > はね七げ、軒

rの零 f {t>1坊< - 用をなす L のである

一一共 lニに略Ef 等間隔に儲木に野極

受をかき込んでめる所を 凡 せ に も

の 。 昭和 ＱＳ ｾｰ Ｑ ＲｈＲ Ｒ ｕ の潟Ｑ￭Ｇｴ ｃ Ｕ 月 Ｒ ヲ

u・天沼〉 。

第24圏 第 4m ｾ ｉ＠ il9fl1l) 屋穏で、少

しく I'-' j j に伶 IIl Iせる白色のものは問

Ｇｬ ｾ＠ ｻｴ＾ 以 て積ふべき昔 Ｑ ｜ 分 、 ｾｦｊち 阿 久の

下地で 、 共 ｉ 伺 ｬ ま ｬｪＡＭ Ｇｬ ｾ ＿ｾ告んど全部 ｾ ｦ

いて 了ひ只僅に肝口に近い百日分fごり

が未Tご首きl E ら? にある 。l j ! -瓦合 12

枚づ、結へ1:の が 屋 上 に お い てゐ

る 。 昭 利 ＱＳ ｾｰ Ｘ JJ 22日の現状。 5)-J  27 

B ・天沼〉。



マ 第25圏 np， ，ｦ， ｪ ｉＱＴ ｾ Ｑ 三 Ｘ 月 ＲＲ 日に は 、

丸04 屯もI r ( ; に降り十点 01徐くイ也は全部

工f ｾ＠ ｊＭ り 、 ｾｌ 附 のｪＨ ｊｉ ｾ＠ ｦＱ Ｇ Ｎ｛Ｍ 誌をｦ［ｾする

に返っ ＱＺＢ 比五ｾ ［ｻｩＲＳＱ ￭Ｚ，ｾ と比 ｩ 唆すると

4汗IJ の片足訪Lヵ: ょくす'I J o 土JふJ 、。 l! Pち

良市のｼ ー に瓦ｉＧｾがめり 、 ｊｴ瓦座に Ｔ

るのでめる 合問 の iili ，i J f而 0 [f，]C、て

J ゐ るので、ヰケ に比仏i の主nく大 きく凡

えるのでゐる ( 5 )12711 ・フ、初) c  

第26薗 缶 ｉｊ￬ｮ 以前の ｪ 片 主主 ω 壱丙 ｾｴ

隅 鬼 瓦 に は、九 iiii の代りに三日i )( ，[1， 

ＱＧｾ良がつりでみつ ＿こさうで 、 再 ｩｬｬ の ｉ れ Ｎ

主主も亦、寺続飢IJに同肢のな庇の瓦 !e

万] I) Dる希望 f) ｾめつ れので 、 Ｎ ｵ ご「三

百 ｫｾ ， 借りといムピげ の 係 Ｇ ＱＧＱＧ で 、 故

例珍1汀男 Ji : l こ製 fjーを' 依頼 し1: 。 同手i

ｉ Ｚ ｴｩ 決 ｾ ｾｴ してｪ｛に ｲｬ Ｇｉ Ａｎ ｾｬ 、深草 Ａ に命じ 、

rl'l }可; : p，の原案に明珍 君 カ:修 JFーを jJ 日へ

ＱＱ Ｇ ， 米 上 つ ＱＺ のが これ でめる。 ｾ，伺震

は製作 に151101' ( し、 II)j 珍 1-i l i J 引l告

JT二lこ311 i J 、かつれ' s うである。( う刀

251い 天沼) c  

第 ＲＷ 圏 今 からさ 。っと ニ イ ｉ ｾ 自 ￭ｊ なる

!日{.f. nI3{1三 5 JJ 12 11 Iこは、此防! でみ る

伐 に燃 はま るで若手 され てゐなかっ

れと JLえ る位 で、礎 石 lよ抑えら れ に

ヵ; 、1，:; 1の rl ' *I' に近く rl' 央 に力形の

穴 一一 更に ｊｾ '1' に合利納入の 阿 形の

プ〈一 - { f めり 1: 心 性の礎石を ころが

してゐ る状況で、 心 性のみカ ;rj l 心よ

り少 し <- 1じ方に 臨 11;1に にててゐつれ

のであ る。背誌の lli 築、4金会t ( 5 ) 1  

29 日 ・天沼〕。

2 5  VI I  



昭利 13'. ド5 Ｉｾ＠ 2211 に於げ る巾心柱の右様を示
第 四圃

すi詰iで t ドに木材 全以 てi { "谷い7二部分{ 主総手 の補 強 材 {t>

示しれ もの。 '1

'
心柱 ti 3 本織ぎ で、 中央の は長さ 30尺で

ある 。 '1"'心柱 l主主主として第 4m: 、補 助としてjm; 5霊の 2

個所より 量ｾｻｴ＾ 以 て懸垂しれのであ る 。 Ｈ ＵＩｾ 27 日・天沼〉。

1(128圏 第2柱と第3柱との繊手 ( 第 3 府 l二〉の 吊金具

の取付〈漫{ t > 大きく撤 し?二潟 .Jt で、 Ｔ カより ｉￍｾ る ｊ ｾ 金具

は燦の周図4ヶ所にあるのでめる 。 直俊 1.2す の太い銭棒

{ t > 突湿してそれに捻込みとし れので 乙の 金具が外れる心、

胞 は先づな いと云ってよ L、。 筒擦は L うl ヶ月fう府民の屋

根裏より補助的に陥る ので 、その童1' ! { t >受げる 金具ぅ :4個γ

度もう 2暦 七のこの渇りに i収{寸 〈事にな っ てゐる 。 昭相1

14年! 月22 日寓す。

Vq天村i及び須 嫡 型 rに溜i

て

・

は

直

つ

・石

委

塗
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卒

が
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水
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町

る

十い

総

ゐ

し

だ

て

'
e

永

え

色

で

見

岡

崎

の

が

の

し

同

聞

に

公

共

し

ρ

J

、

刊

か

柱

み

い

天

叫

川

4

1

i

O

刊

崎

4

d
a

・7

1

パ

網

開

一

材ｻＺＺｾ Ｇ頁矯埋 Ｑ 桁 ， Ｐ ＱＱＱ ｾ との太い押 角材 は

心柱 ( 1..1'f[Iの納 と先右 iJ' ひ L のの木

J"，が 見えてゐ る) c  Jt 完 {i と須煽 担

h

m

 

、‘
も炉、

九 ＺＴ Ｔ ｈ 大け 水 平 ｬ こ巡れ る官 ｉｊ ｾ｛Ｇ ｕ ，跡、

駒 ¥ 木 材[ 土問偽 阪の綴 依ーでめ る。

汽 25 A ・天沼〉。

第30週

花 ｾｾＰ つりに 附 で 、 比 は 槻材全 以 て

(  5  rl  
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第31 圃 軒 天 井 主 枝愉の院lf系をT示

す潟9 i で軒天井ヵ: 如何に して組 よれ

て芦るかがこの附でよくわかる o ｗｾ＠

のアモトー には隅尾極 と卒尾極 の 取{、j 百円

分 1.， :¥" てゐるから 、尾憾とこれ等の

!#!(系 L 明瞭であ らう。 肝天 井 英 板 政

ぴ に枝給極力: 取 付 られると 、外部と

が査を<i ! f f i 飽i され、美 し い化制ーの部分

のみ F から仰がれる事になる のであ

る。昭利 13年7月22 日潟す。

第32園 初!育中央: 1 う入口卜部を外

から 見上げに潟箆で ある 。 トj J より

方 へ 折れ て大 き く白〈見えて知るの

は幣仙 の上部と 側面とで、云 {ま¥" IH  

入口を図む額縁の械なものであり 、

白い古s分は 1111商をなして知るのでめ

る。此商の l 古!i に熟 < 4総 花の突起が

見えるが、こ れは草案座で扉の制摺の

金具{ t >取付げる銭であ り、幣 !MI より

共 * - で刻み tPIし1: ものでめる 。 こう

し1:形の L のは遺物としてはI : ! ' : ! ! 草寺

金色 堂 に見 られ るの であるが、場 所

柄誠に好都合なの で陣、周 してみれの

であ る。昭和 Ｑｾ 年 Ｔ 月 ＲＲ 日 潟す。

第 ＳＳ 圏 第 Ｒ 電南 側側 部 のＧ声 ｾ ｩｩ￯ ｯ

中の聞は仮扉 、左右の 問 [ 主主息子;窓口依

は F からみると 句j 嫁 の刻1 < で あ る

が、貨 は此固に 見る主11 < 長い償木に

切り鉄き を? つげて恰も完全なるもの

の如〈に見せてゐる。夫から内} i Ll

明り放してゐる場合が多いが、h烏の

客五? 防ぐれめ板金はつに。縁先にu : :

米fご勾欄がついてゐないが、 これで

勾 欄 をつり ると 斯綾な不健銭は全音s

隠 されて 了ふのである。 ( 5)125 日 ・

天沼〉。

2 7  VI I  
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吋ゐ議 第 34li1 四天柱の脚元 {!:>jI¥l I商よ り

凡 1: ρi で須i納I恩ドに lr:l. [J <  llli 調理と 凶

天柱の分とのよ妥縦 古1¥分が よくわか

る。法務と ドの万との緊結方法 lま仕

事の 1: でいろいろ悶灘があるので、

結局漆を 以 て 術着せ しむる Ｔｾ にしれ

のであ る。礎石の l二端 から II主化総合

主11. 1.バごさ 子、水 で 作 っ てfi l1li百[からつ

りておくのは、貨 は 自然 ではな いの

でめるが、 そこは飛鳥 ・奈 瓦1時代に

ゐってこそさう言へるが、ffii 筒I宣伝

ｾｾでｩＱｌつである以 ｬ 二 、 これ で少し ｌ

1E ｊ ミへはな い のであ る 。 昭和 ｉｾ Ｂｰ 1  

) ] 22 日おす。

.1 ｾ諾 Ｓ Ｕ 圃 3il ，尚 lY1. I' -の」注目H! ¥l ちJJf A1

ｩ 彫刻 ｬ 合全部ｬｉＱＮ｛， ｊ ゐ終つに 民主を ｾｧ 天柱の

外 ｲｊｉｉｉ ， ｾｉ｜ より 凡 ＱＺ お廷である。 その従

者に漆を州ひ 1Ｚｊ ｊｾＨＱ＠ t 漣の遁りで 、

その修者を矧する n仮りに! 靖国 t 昔日

より抑への材告 をかつてゐ る現状がわ

かる。柱 1'- の部 分は蓮郷が放射状に

111. るの に反し、須 繍lfLj肝ドのしのは

Ｎｩｦｩ ｩ立ぐ悩に ｩｬｬｾ ぶのでその 形が同じで

なく 、特に問者の' 刈を?な す l i f Fは特

殊な形のものとなつれがこれは向然

の結某 で全部1&[、H 、て絡ふとこの憾

な ｽｾｩ ーはま る で Ｑ ［Ｑ _¥[1: ない のでめる。

Il沼.f11¥' ¥11三 3 J1 2211)! ;Gす G

第36圏 此 須 繍 噴( HI ( て古式 の i主

wで は な い ' a: 恒 任;t(に決定しれも

のであ る。 仁 ｆｾ ｦＺ及 び ｩ 将来 ＨＱ 司王 安球

f 4' のぼ{ 式と し、司司 μ 板に( : 1 1二端がl ! s

*ft傍 線の刻1ｾ＠ ＱＱＱＱ 線 をな ぜる ｴｯ￭ｴｾ 聞を

芸11し、 会l二端の茨の 3 ｛聞 ｽｾｩ Ｍ よりド 向き

に ｦＨｴ｜ ｾ 文伐 を ドＺｲｦ 1: のでめ るが、 中

央( I 5  ｾ住友省 Ｈￌ 3 楽 と し 1: 。こ れは

倫夫人厨子ぷ ｽｪ ｾＱ 七仰の夫議に暗示を

ｾＡ付二のでみ る 。 ｩ 立 は県 、 ｩｬｬ￯Ｈ ま朱 漆 、 沼、

ぞ は ね 背 塗、格抗間内 Iま金f古賀仕 一l二

げとし‘Iこ ( 5J 125 日 ・天沼〉。



第 38圏 ｊｬ ｨｬ 土水煩の殆んど ｾｲＮ 而記 民 であ る。材料を飛

ｘ ｾ ｬ 午代に係 り 、 総て忍さ を文様 ｦｲＧ 以 て巡 りあげにもの。法

ｼ 去 三 九 Ｇ ｾＱＺｾ 内ヲ王子 ｾＺＱ 主祭天人の ｮ 光 、 Ｊ零降 迦 ｾＱＱＱＱ ミＡ応侍鶏玉

型経ｉｪ Ｚｬｩ ｩ｜ 草子 ｩＷｉｔ ｾＮ 争力、ら 材料自 ＿とつ ＱＺ のでみ る。現存の古代

水 煩11、治 ん ど 総 て が ;ill 'iii を?主主ほ し1: 1，ののみに: ' / ) 喝 、

Jl b機令に Jff，、さを71<，:廠を; ，'1・21してみ 1: のでゐ る。高 さ約 7尺

1陥彩、)2.5)'-. ( 5  )12511 ・天沼〉。

第39圃 露盤l主主7.6)ミ高2.45)'-. 、

4) I  I-_ 1-椛 の 聞を来 を以 て 2 以 に 分

ち、 1ｾ Ｇ ，Ｚ ［刻内に Ｑｉ 国づつの特狭 ｲ ｬ ｾ ｝ {e主1]

んTごif:i iの 如 き 慢 め て 平凡なもの。

これは拙作 1¥' の長l ¥f 乍で、淘に↑ 斬怖に

耐えな し、。須ぅ徹底ifi ll Jilii へつり ? 二もの

をくり返すか、玉主主厨 子塁王座の脚 の

繰ｾのほなものをつり るか 、 工 夫 ｬ ま 又

/Et 州、|石:m庵 宇 内周1.-<r. Ｈｾ象の塁王 座 式 の

ものに する か、 い くらで も白子f却がゐ

るのに 、夫 等 に主主力;っ かす' して、lITr

.t;去な 、 L のにしておいれのは、 如 何

な る 冷 評 で も 甘 受 す る 箆i看でめる

( 5  )1 25 日 ・天沼〉。
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第40園 初輸の上部をな す寝坊; の石菅原寸a 模 契! の潟

.ift. でめる。 8紫の単機会 i奴fすりてそのド昔fla荘厳しれの

でかlに新し い試みでは無いが、 IIl f;: その形には多少意 a用

ひてゐる。 RPち細長い球形と首の長い基本形が それで、

これに述書時金取付りてみ ると、まる で始めと媛つ 7こ感じ

を奥へ る結果になる4 }i が上副でよくわかると思 J 、。主し

て之が地 七140){ 飲 りの高慮に上つれ時を忠へ (f l J脅その

感は深いであらう。上部には滋需針の炎針がつ い てゐ る

カ:、 この突針は賀施に嘗り遁に短くし 1: か い で きれ所

はこの除 に見憎〈はな ｌ 、 。 昭相 Ｑ ＱＴ ｾｰ Ｓ )1l 3  li ｒＮ ｾす 。

Vl l  3 0  

第41園 自 ￎｬ 函 Ｑ 同 級龍車の石 ｾｦ 原寸桜却 でめる」 官級同

様球形の左宿直径は約1) { 6寸位でみる 。

第42圏 露鍛え Ｑ 犬鉢と 、 ｊ ｉ ｾ 仁の平

E固とに就いては、 l"j 皮もる・へ直して

みれが、 古い時代の形{ 土不服だ し、

仕方 なし に手紙の i二でつくり 1--げ 1:の

でゐる。第 ｬ ｾ 撚ＨＺＱ長悦ｾＮｺｲ［Ｎ凡 ｔ ご Ａ ､ ｛ｉｊ

商に 2 倒づっの特狭r:n0 入れる JJcに

し1: 。その形については、 はっきり

してゐな い 飛 鳥式 で ｾ［ｉＩＺＺ する 事 ｕ Ｎ 、

そこに大分 ｦι 由主力 Ｚｲ Ｇ ＱｾＳ 、 のでどうかと

忠つれ し、奈文式の{ 主人れにい、し

他 と比べ る と少し/ 1 引にけ降るが忠ひ

切 っ て こんなものにしておいに3 併

しこれは今に なってみると大分拙い

ので、 もう少し ..i..;'・へ てみればよかっ

1: 上足lってゐる 。次に 1)¥鉢である/ J :

言 J 、温もなくこれは併の本犯で故も

火 ｽ ｬｾ な官日分でゐる。凶 Ｍ ｬ ｴ ｾ ｐＧ ＮＡｴのスワ

ッ ト川の渓谷かう 11'，l : しれ椛鴻のt長

身I ! 1l ち伏鉢の; 1[ 1け、 I-. ) ; から満開の

llli 花伝 以 て符ーム1:以な@ 的j の彫刻が

してゐ る。これは初にう土 いる・へTご

とJぷつれのでこれを' 今問 f}( 鉢に惚 ni

する事に し1: " ｍ 後に Ｂ ｆＧＩｉｾＨ ＺＱ 、 Ｒ ＱＧＭ而

)i %: なのが占い t 七へてゐるので、

終師寺 見 Ｚｩｾ 誌の夫を 主喜 ｾ ［ ｽし 、 その ト ーの

花鱗( : 1 朝鮮の新総 統 一時代の石f九千

ｪｪｪｾ 附 腐の Ｑｅ Ｚｭｾヶ倒的して愉郎伝き

め 、 内 部の文段ＨＺＱ悦鮮皮」じ漆谷 ＱＱ Ｑ ｻ ｊＮｉｾ

明商の五竜防併合 ｊｌ ｾ 詳しれ際 ｊｴ 午 Ｉ ｉｾ

につ い てゐ 1: 花新 η 必臥l か己 、 不 ｉｾｾ

忠 ひっ き忍冬文台 2 つ '11ねてみ れ。



第 ＴＳ 聞 主として伏鉢と詩 ｾｅ 鉢ｾ凡せるのが凶的の

潟Mでめる 。伏との 上は入業の立s花交 を 以 て 飾 つ 1: 。

我闘現存の遺物に Li Mる例はな L、。これは段目日の通り I川

-l1:J 印度なるぺ ν ヤワ ーrli :.ll:J }J 、λ ワット渓谷11
1

1土小供婆

の状鉢の袋飾 全元としれ もの。方形の卒頭上の溢彬花現時

ti i f ! ，全文機会材料とし1: ! ，ので、 これ! " J ¥;i 立物はなく 、

飛鳥式をI!ill用し 1: しのでめ る。 ( 5)J 25  U ・天沼) 0  tJ 

a ・ー ー 円

、 も

第 44圏 各府の飛主主隅木1ごか ら吊す風鮮の潟1f t . で、貨

物は司1金製漆翁ーとなってゐ る。下の 方の羽根を獄げ 1:綾

な形ｾしれしのを鍬舌Ｈ俗 ｬ こ し、て ふ形〉と 云 ひ 、 これを

吊してゐる針金の 途中 l二十文字の悩木がつき 、舌が揺れ

る皮に儲木が胴に? 古って首を?をまするのであって、微妙な

音 色 ｾ ｉｪＧ ，す 主 主に はその 厚みや合 金 の制合並 び に櫨木の大

きさ等いろいろと苦心力: 要るのでめる。これは先に金堂

の修理の際 に初め て考築 し1: Ｑ｟，ので中門にも用ひる ｉ Ａｾ に

なり 、塔の分 と共 に同時に製作しれ湾全部同 一形式のも

のになってゐる。 l砲f.1114{1三I )122 H 潟す。

第45園 初重須漏壇上におく三具

足の内 、 これ は苦手話症でめ る。婆の溜

花 (i 軒先の瓦と同種の草花女、開方

の取手[ ま12、そ女、つまみは議官、蓋

の地抜 きは錠の側面につり 7こ.81
)積 の

沼、 そ ｾ ｬ ￮ で 、 ゆ き のしれの葉の 僚な待

妹の意匠のもの の無l浪} 者主主にしれの

でめ る。右方にあるは rlll N. . の約 5 寸

(6口、J-) ( 5月25 日 ・天沼) 。
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第46間 三 l!: 足の内燭選。講座 1:1，荷の道花 火{ 士同伐に

軒先瓦文伐をと つ れ が、 1-，の訟は院1立の形左し 7七 年{ 土

少しく Jl同iJJ.He ｌ ＧＱ二せこれでｦ，ｾ ，WI同 政 1向烏 米ぅ、 』ン奈H 初 期

位 の形を況 はしれつもりでめ るo ;;(i になでる( : 1 1111 ) - ! . の約

Ｕ 寸 Ｈ Ｖｾ ， ｄ ( 5刀25日・天 ilD。

VI '  3 2  

第47圏 三只 Ｚ ｬ￈の内花 瓶 ｡ なｩｌ ｣Ｈ ＺＱ Ｇ ｾ弱者と ニ ｦ 子憾の解説ｾ

;11'Yめ( f ( 1然に9 ' 1) るでみ らうo : 1: ，にあるは IUi 凡 の 約5寸 ( 6

11・1)( 5) J251い 天 i {{) 。

第 48薗 r. il .f111411ミ6 刀22 11 に 於げ

!  る仰1) [fi 内部の11幻九4・7氏す 凶i でめる。

ｾＧ｣ ｬ ぶして ｊｾ 位置にｊｩぇ ｬ 、 ｈｴ Ａ ｾれれの ｬ よ

天 ｍ ごげで 、 ｉ 也ＨＺＱ全古 ｉｬ￬ Ａ￟ｾ (  1、塗がで

きれどりでめる 。斯絞な状態力、う渦

11ドI去の昨'j .f11151
ド5) J 2211 (土装 飾 芯は

Ｇ 会部できて 了 ひ務 Ｑ ｦＮ Ｗｾ ｻ･ 主主将 ｔ さ ｊｬ '1二

のでめ るが、永 TごJl b時 分 に は 前 途 頗

るilli 卓で、随分心西日もしてゐ' 1 : ので

める。 ( 5j J  27 1J ・天沼〉。



第49圃 初重内郁夫弁と長押位が

漸〈仕| 二つ? こj貨を潟しれ もので、昭

府 Ｑ ＱＴ ｾ Ｑ 三 Ｙ tl15 日の潟m，己左 手2本の闘

柱ＡＺＱ四天牲で 、間交 はｻ弗像伝 描＼ｾ

Jヲt としてとり除りである。 Jo C上の長

才111(:11放し文燥の 1: 給愉胤.l1ごりができ

て万円 、線係文l . . ( i i J ! ， まfご揃いて な

.  ｾ、 。 散 し 女肢は中 心飾と紫 及び 鱈綱

- 彩色の色5]11の除原' H{ e型紙に切り抜

き、夫れを白 地 に印刷 して、 夫 か ら

' i 色をつげるので、甚だ手関がかかる

3 仕事でみる。 (  5 月21 H ・天沼〉。

第50薗 前回! と悶 U の潟ift で左方

の凶天柱は、Jl七i副では中央に現はれ

て月f ｾ 、従 て比位低は自然了解でき

る筈でみる ( 5 月27 日・ 天沼〉。

第51圃
初意内部尚南隅四天柱を?

西南隅よりみ 1: l . . のであるが、栂も

星野命 L天井廻像も 格天弁いi [ に有

下には東南限四天柱 L 少し貝え 、闘

の右端には甫 1M' の出入口幣制 上織と

，西側l柱の上部と、 さうして 2 ! i ! : の長

押に天井廻僚が見えてゐるし、中 心

柱 Ｔ っ ちを＿磁へる四傍板 ｕｾ 額主最も潟

ってゐ るから 、此簡 を前付アート頁

の 3 頁の潟ift と比べてみるとー層明

I吸であら う。

( 5月26R ・天沼〕。
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第52圃 刺 1I出入口の tji 民芸揺を内音Rからみれ L の。

四天王の内多聞天( 左〉と府長夫( 布〉。最初族及式の

彫事11ft' 希望しれ所、故奈真美術 院三U Jj : 明珍恒男民は評iは

ゆる「肉合彫 ｊ なる ｬ 積の彫刻営以て仕上げ ら れ＿二 ｯｾＮ｢ｦ 霊の

彫刻 は挨及式彫下浮芸1I のところもあり、 叉鎌倉室町頃の

!dl:築彫刻、例へば手 抜・木( . J . に凡11¥される憾な 、比等扉 彫

刻lの背光に凡る .!<II 主総邸主? 自然に 11 IJ ドげ て、共うちの

必要な部分を浮彫にする様な彬法 L める 。但し何れも小

砲のもののみであるが、明珍氏は車両ーる大臓にこれを大き

な扉 ilii にltf.!¥fl1し 、自由自 花 に雄溜な刀法 ft' 以て 、先人去をま

の彫像入艇を? 完成され、安 井秀'l'.Y. r毛は明珍氏と協議しな

鮫例 美し き彩色ｦｴＧ施され ＱＺ 。斯〈して従来我凶 モ ｾ築界に

VI  3 4  

がものなき f也の這随を許ささ' る肉合同5は完成されれので

ある。右 Ｑ￭ か心斜に見ゆる壁富 ＵＨＮｴ カの分 ｾｴ 級僚を＿除ＨＩ

は蛍本印象氏の作 ( 5月26日 ・天沼) 。

第53蘭 上童基壇と勾側部分でめる 。 上程羽目石に逝

花交を浮彫にしれのは 、昔はめつれかも角lれぬが、現 存

の泣物はなし、。この遺花文は七千先瓦のと同意匠のもので

ある。 ｾｴ 上の勾測は鎌な式のつもりで 、 卒附 地履の ｦ Ｏｊ ｉ に

目紫の組子を入れ1:0 飛鳥 ・奈支の録賞味勾| 樹が卵lって

ゐないし、卒 安時代のはどうも 隠用しかねれので、鈴i ' i

式とし、 ，[ ，門上暦と 塔場各層のを?符 同じにしてi:lJ -i 絡をと

つれが、 これ L失敗し? 二一つで、凝主宝珠 ft' 1[1f とし 、料

束f t ' 扱形にすればよかっ 1: と思ってゐる。

第54圃 此は南1 J t11初電車l回目。扉カ;

牟分際 ｪ ｾ 、であるが、南 側 には金 剛 力

士の肉合彫がめる。 DIl面には六楽座

の飾金具を7列4行 、上下に入重量金物

更に南北扇面に海老錠をつりで締り

をする事にしれので、t r . カの訴の右

端下か ら3 つ目 に錠の.1Mが凡えてゐ

るが、比座は文僚と同じ迩花女を? 用

ひ7こL のでめ る。即ち基湿上層再開討

石のi 1 E 花女と比座と同ーの意匠とし

潟Jii には凡えないが錠につり? 二怒そ

文僚と香組の煙抜き lこ周ひ? こものと

同じにしてお L、1:
0

ＱＱＧ ，入口上官官幣ｾ ｾ

より凶業の1m座を刻み :'H してお・いれ

がこれは中主主寺金色堂の ｈｾ 入口の仰

に倣つれものでめる 。 ( 5 J126日・天

沼〉。



一一 Ｍ ｾ

一一仁 '

葉 よ り 見

土芸 婆

ｦ ｩＩ ｬｬ 合利ｾ 奉 安し供 養す る墳 哀を党諾で「スツ ウ

パ」とい」、。 この詑音lム そ の ま 〉漢字に特認 さ

れて 「卒塔婆」と 課 され、それがヂYP' 告されて 「塔

婆」となり 、吏 lこ'1' 告されて「梼」なる一字に 、文

字通り 最後の名残りを留めるに至つに。一ー と、

普通には斯厳に説明されてゐる ゃ うである。話! 京

的 tこは、 - B監は正にそ の通りで あら う。少 くとも

常識均には 、それでよいであらう。一一ーが歴史的

には、こ の説明は少しく j絞殺i を献 〈のではな いか

と思はれる。

明治末年 ・大同館版の "朽ー与大郡吉川によれば

n弗典の芭語家は巴利部をお して塔婆主 い

ひ、或は略して塔 k い」、。新詩家は具に党

。。 。

詩を認 して玉至上者i1えとなす。園文卒のr' . i 蓄に

0 ・・

家堵; 婆とせるも のあるは新自二訟を混 JIJ せ

しも のな り。 云 」々

とある。 ーー 乙の項の筆者は首時の米京帝大静師

堀誠 Ｑ Ａｴｾ 氏であるが 、 こ の政争 ｪ にして簡 潔なる叙述

に、私は敬服する 一一即 ち、最初 tこ支那に入つに

のは巴利語の「 トフパJ ( thupa， t hupo) であっ? こ。

巴利諾とは「聖典諾」の立fごときへ云は れ、 僻迦

族 の諾 として初期怖数弘主li の?こめ に数回のn¥l に最

も普通に行はれに諾である。この言 は '>i 凶作的な

ものが 、先づJR道の役をつとめ 、やがてそ の後か

らやって来? こところ の「 スツウ パJ ( thup心 力;i 完

ス今リ Y タ

全語」 として、そ の正統性を主張 しTこ、主 いよ、

わけであらう。が、そ の正しい音を漢字のJ -. に輔

おせんが? こめに、 E飛語諸家のnnに於ては、種々な

る文字の組合せが試みられ、多〈の首て字が生れ

るに至つ? こ。 Tことへば 「塁手術a 波 ・素 観波 ・数 三1.波

・至宇都婆」等々 、の知くであ る。

さて、 「塔」とは 、J てに述べ? こところによって

明らかな如く、巴利語系の「塔婆」の一部分であ

る。それは トフパの 「トフ」で ある限 りに於て、

唯一片の音標文字fこるにすぎない。ま? こ現に 、漢 字

率者の詑 〈所によれば、こ の字は古来の漢字でな

肯筆者l主制1戸高等工業字型政疫

?乙

瀧

ブ

部 J

津

〉塔 婆 〈

県 弓

〈、 初11教の伴う|主にnって「 トフパ」なる 外 米物を

紹介する必要土、恐 らく六朝時代に、 新 しく 考案

されにものにと の ことで ある。

ｲｾ 答 ｊ は 普通に「 トー」 と訓まれてゐるが 、 そ の

仮仮名によれば、淡音は r IJ 7  J_ でみり 、央trti

「卜 7 J でめる。いづれも r7  J なる気息YHt'含 む

ところを以てみれば、六千丹人が如何に忠1疋に巴利

務の th日po の背fJ . l J ( th. ， Ｐ うを［ｦｩ Ｉｊ Ｎｾ せん と し Ｗ こ力 、

ＱＢ ｾＲｻ まｾＱＮる。

然しなカＥ 、 その文字構 成 は 依然として漢字 ｦＴｾ 統

の一方式に従つ ｦ こものであって 、い はゆる ｍ ｾ ［［ｴ 文

字の範 ｲｯ ， ｊｾ 川ない。且 、 それが新し い 事 物に劃し

て態々 考案され7こといよ、車、ま にその字の11市が土

の構成物? こる こと を標示してゐる事、などを思ひ

合はせると「塔」の字は単なる 一片の背棋? こるよ

りも、 むしろ故初から塔婆そのものにる託絡を賦

興されてゐ? このfごと解される。

こ の自訴の「塔 」 の流 布 の後 に新課 の ｩｾｴ 持政」

が 一一 恐らく ｊｩ［ 畿の凶域記 ｾ ｾ ｦｗ￟ として 一 一登場

し来つにのである。がこの「椛」も亦土偏 の字で

あ れ 既 に i'.i <  11詩粧11 Iこも「築室 IゴJ;; /U など〉

あるが如〈 、建築 に刷係のあ る詩であっ? こりする

とこ ろは 、その技音色依然として漢字以外の何物

でもない。これに比べて、私はむしろ、 「塔」の

字 ｾ ｦ ， ＱＱ 教体引を に 際千Ｚ干 して 創作 しにとい ふ六 朝人 の

意気込に多大の敬立を表 し? こい。

ｲ ｾ 堵波 」 は勿論唐音でをま背すべき ものであ らう

が、王LはそのブJ 面の知識をもれぬので、念の7こめ

今、日の支那音で詰ってみ ると、こ の三字はど うや

ら “ 5 U・tu. p O "  e  ｾ、 ふ嫌 に をき昔され る らし ｌ 、。こ

れか らさ かのぼって、新i律家 L 亦如何に「具に党

籍金潟 しJ '1こか v 推察さ れる次第である。

とにかく「傘域波」の行は れる以前に於て、既

に「塔」 は言は' > / i l 止命的通念となってゐ 7こ。この

ことを貰設する文献は少 くないと思ふ。 差首り造

主審問題に深い閥係のある法華経を聞いて見ると

「爾ノ時ニ fi) ll 前ニ七賀ノ塔アリ J ( 見費塔品) 主

か、まに「諸ノ; 塔廟ヲ造J レコト、無数恒沙ニ シテ
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園界ヲ議飾 寺、3え' 塔高 妙J ( 序!日，) とか いよ、風 に 熟

語 の j診で示 されてゐ るが この「塔廟 」とか「資塔 」と

かに相官する 所 を 、 ｾｾｦｾｾ ｊＮ ｜記 子 刀 法 華 義流では 、 ｦ こ

ｾ ｉ 塔 ｊ のーニ ドとさ れ てゐる。 日 本 ｴ ｚ ｆ 紀 に は 「 鯨 我

人 Ｎ Ａ日馬子 ｲ Ｈ ｬ ｬｬｾ 語 、 塔ヲ大野 ｊ ￭Ｚ ノ 北 ニ 起 テ 」 と ある し 、

/"1¥雲 風 土 忍 に は 既 に 「五宿 ノ塔」ゃ「三JGT ノ; 塔」

なとみtf tが 見 え て 居り 、寓葉集 には「作 権れ る

塔 」の託行も あ る[的ごか ら、少 くとも 円本には 、最

初j から ¥iL iねなる「塔」 が 一一一文字として も、細念

としても一一一渡米して ゐfこのではな L 、かと 忠 はれ

る。

J字 国

i芥に到す る?宇津乃成立 は ん 出以 トーの古nくであ る

が 、 然らば之に主 ｊ す る Ｑｊｾ 深は Ｑｭ 何なってゐるであ

らうか。ｩ｜｝ｲＮ ｾｉｉｈｾ Ｇ 按 十 る に 「主立 ￥ ｩ ｩ｜ｩｊ ｾ 、 此湾云 扇
o  0  • • ... .. r .  

*.L;  ｊｪ ＺｊＺ｛ ｴ ， ｾ＠ ｊｬ ｊ 季初 也 、 或云 ｫ 局 ［ 、 或云東 ＱＭＱ Ｑ 、 ［ Ｍ ｗ ｊｾ

平河:、凸必伐泊也J Ｈ｟ｹｾ 胆 ＺＷ ｔ 義 Ｉ 0  I 品会会: 品会

此 φムーι ;11綴方墳義立 也J ( 法華文句 ) など〉ある。

!AIに、誌 に「正 シク言 フ」 とか 「ー折タ ニ云 フJ e  

か ある のは 、 さきに述べ fこj主rrfi '. r 家の提 11，" ，を反 映 し

てゐ るも のと J思はれる が 、スツウ パ{立 、要 するに

ご1:訂 を巣立修法せる 墳 主主の こと である。 向 ほ、斯

かる Jft 付|を暗示 す る諜5??としては「間以 ・大楽 ・

J ) J 出来 ・出額底」な どいふのがあっ て、塔 婆は 嘗

に Ｇ ｾ Ｚｊ ＩＨＩ山 ｲｾ なるべきことが 要読 され てゐ ＿こ の で あ

る。現に印度には 、 そのE 大なるものが至 る所 の

悌跡に築造せられ、中 には やがてそ のJ てlこ草 木 が

生ひ茂り 、佐 々にして 自然の 山の如き糊を 早ーする

にどや:つ fこもの すらあ る。

泣、lyC: 来日の 「見琵・塔 品」 に次のー仰がある 一 一

「繭 ノ時ニ備前ニ 七買ノ; 塔 アリ。高サ五百

rl l旬縦町二百五十 rl3旬 ナリ 。地 ヨリ浦 11¥シ

テ宣言'1'ニ佐在ス 0 ・ ・四衆、大11塔 ノ 空中

ニ Ｑ Ｑ ・ ［Ｈ ｅ セルヲ 見、 叉塔 ノ ｾ Ｑ ヨ リ ，ＧＱ ｜ ス所 ノ 音

怜ヲ 間イテ皆法喜ヲ得 、米f村了ナ リ ト怪 シ

ミ、l仮ヨ リ起 ツテ恭敬 合掌シ.、 Lj J ツテー商

ニ11; ス」

rlJ iU (  yojana  ) は翠 玉の1. 11: 一 日の行程だき うだか

ら'it 識か ら推して 、 こ の tT塔 の 大 さは法 外であ

る。 いはんや、 この文字通り促空的な構 想は、金

t 荒唐無防な一種の 品加 であって 、怒ら くは単な

る主it&的窓1:?の ま 〉に安想、され fこも のであら う、
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左私は1象て慨 深してゐ ? こ。ところ が、嘗 て満洲に

行き 、早!m汽 車の窓 か ら遼陽の 白塔 を 望 見するに

及んで 、 こ の 法華字Ｚ ｾ ｾ ＱＩ 叙景力 也、す・ しも荒 腎 合 ｉ ｾ 併 な

安 想 、でな い ことを感じ Ｑｾ 切 で あるの 白 塔はその 時

制 1品を抜き !1; q早を絶して紫金の|箆ちてに t判所してゐ

Ｑ］ 。その ［ｩｬｾ 限 切 ｢ Ｇ ， くな 姿 を 仰 望して 、 私 は 古代 の 開

教 陀fこもの唱晩Y) 責 感子|寸度せ き' る を 得なかっ

＿ こ 。 古来｜ｒＺ して 、 ｾ 豊 喰 に 立 脚 せ す ・して 、 伶 ー た なる

女単いあり得?こで あ ら うか。一一二むも夜、は不可母に

して米tｾ￯ Ｚｮｬ Ｑｴ＠ t也方の自然 については何等詐騎をも

＿こ ぬもの ど が一一一 私 は 心 の 中 に 叫 ん ｦ 二 然 う ｴｾ Ｇ 、

これこそは文字通りの 「浮|而」で あ る、 との

坪! お! なる 訴も ヲド古〈より 、塔 婆を指す訴 として

ｉＡ Ｉｾ 々月 ｪ こみられ Ｇ ｾｅ つ＿ こ ところで あ る ｮ 元 来 日竿 Ｑｩ 羽 ｊ

e! ま “ Buddha" の千干課 で あって 、 ｲｻｾ ｬｬ 陀 ｊ ｾ＠ (:l: fi'i 

異る系統に 冒 するもそ1) t.: と云lまれ るが 一 円本; 需

の「ほとけ」と いよ、訴は「仰 家」の意 t: ' r..1j) 設 が

あるのぞれが「浮! 両|家」の7f に近い こ とも fii:せ考

ふべ きである 一一 ぞ れが何時 の間 lこか料 化 じて塔

婆を 指寸 ｾｴｬ ｾＺ ￨ なつ ＱＺ 。何 ｉ 枚 、 Ｑ 折 口 ｩ な Ｊｾ ｩ 化 い た ｊ つ＿こ

ので あら うか。そ7 l
i
l薄化の契機 となっ 1=のは 、六

時 ( こ於けろ 現 賢 (1

/

)な究塔河口1の光景ではなかっ fこ

ら うかー一一これこそは私向身の主主恕で あるが。

支部カ塔に宅る まで に、I"n度の「岡J家」はガ ン

グ ラに入っ て卦 「方墳」 とな っ てゐ?こ。それが西

域を過 って 、支部に 入り 、支 那古-110 ) 隊問建築 と

結 合して 、特異 な殻濯を遂げf二。 r正:J期 !gJ の王!H

想、[立 、斯〈 てj ( 7}日の出J塔 に至って決定的 な賀現を

見?このであ る。

Ｊ ｾ ｐＦ の ｚ ツウ バの約束 と 、 支那在ぅ Ａ との健 闘ｩｬｬＺ築 と

の結合 によって支那のi奇婆が生n仁 といふ凡例 !主

古く伊点 tw. 士のi l >tかれれ とこ ろであ るが、i Eにそ

のtl il :こガ ンダラ伊!と培の介在する ことが近年足立博

士ノコ問先によって明ら力、に され. >. 。

緊 相異蜜

¥ J fj 貨に云つ fこが1< 、 スツ ウパ即 ち培:%tι 付1¥合干 IJ

のＺｬＺ ｊ Ｇｴ ｪ， ｉ Ｚ ｾ である。そ れ は要するに 土 鰻泊である。そ れ

がこ1: 段踊である t いふ こ と: 立 、7ことへ似1¥家 、乃戸Ui'，詑

がおl何あら うと、貨はそ れ う; 必す・ しも j<}j¥1:z  ｾ＠ .'f1.j の

形式でな い乙 とを ｮ ｧ Ｚ 示 す る。五し 、 明 ｽ ｉ ｾｾ と し て 土

桜頭を築 くこと は、il 立も円 然的な l怠世方式でーあっ

て，、的ど あちゆる 民 族に共通 の現象で あ る。 : 怒ら



〈は上 ￯ ＡＮＮｩ以Ｇ＾ｉＭｅ ｩＺ ｪｊ 度 地 方に行 ｬ まれてゐ ｦ こ杭｟Ａ， ｉ Ｚｾ の形式

を原型として 、 その H こ似1¥1-* ｴｅ 或は料迦依 ｗｬｾｾ Ｇｦ 乃

意 匠 を JJII へ? こものであらう。 ;むも、既に その古き

原 型は殆ど垣減して居り 、調り付1¥数 系 の も の の み

停 へ ら れ て ゐ る 今 日に於ては 、 仰塔によって逆に

その原型 を 想像する 外 な い のである。が、ノ少くと

もそれは 、I' P・陥 系 の古 代文 化 問 に 一 一 イ ン 1，'か

らギリ シ ア地方 へ か け て の一 一共 通 な も の で あ っ

Tこと 推 定 さ れ る 。 そ し て そ の 詑 跡 を 、世 々 は 古 い

ギ リシ アの 花 瓶 ( L e kythos・) の縮技様の rl -， に 見11' ，

すことが11¥ '>I - E るのである o ( 第一! 川参! ! の

ギ リ シ ヤ の 墓 f 第ー園〉

土偶TI. A 形の墳墓をギリシア人は tymbos Ctymba)  

と呼んに・。 この訴はラテン訴の tu巾 ba， ￯ｾｩ 代プラ

ン見訴の toマl be ! f 経て、火活の torr. b に) ! 心告す

る。イタリア法の l omba ｾｉｉ き 、偶 然 ｩ こ ｌ rJ T; 君主 j

の.CI 調に似通」、のし亦一計でめる 。が、Mかる認

の械源自? なし7こと椛'主さるべき印 j支f n長は求Tご知

るを Ｑｾ トなし、 。

- ) i  Li dd:l l  &  Scott の希失訴典によれば、世iiz活

の stup-as ti ギリシアに入って st ypos となっ 1: 。

従ってラテ y 語の stipes に記iLなるこ t になるわげ

にが、 このギリシア ・ラテ y 誇は「柱形炎: ¥11物 ・

樹幹」の ＡｭｾＡＧ のぞ［な休し 、 党認のスツウバの怠

休する主ころと は多少長ーるやう に忠はれる 一一貨

はこの問題に附し て、 その溢; の専門家に L尋ねて

みれのであるが 一一 ( Sans) stupa， ( G ，)  stypos の

誇根は夫 k I/ STUP， I/ STYP なるべ〈 、 それは

「積ム ・ ｾ ｾム ・ 岡 ム 」 の立 ＱＱ ｾ意 味合しつのであ

る。 λ ツウパの l京芯; は恐ら〈この )i の怠司王でめら

う。法挙絡の) i f 9. : : 品に「政野 /・ I1 Ｚ］Ｎ於テ 、 ｪｾ ヲ税 ｹ

ヂ働日開':1] 反シ 、乃長ノ、 lit 子 ノi滋レ = 沙ヲ 派メ テot

格ト :i'Sλ j など、めるのも 、 このな味に於いでよ

く域紛される。 11 : 21ぐ語でし「採j といふのは、松

凡によれば、土石全つかれて32i つれもの、訟で、

その桜 i京に於いて「ツム ・アツム ・ツカム j など

、キ11量li す・る L のがめる。

そこでこの問題の一般の結論として一一一今度は

な の臆測でめるが 一一Ｍ ｾ｛ｊ皮の ｳｴ￼ｰ｡ｳ はギ リシア

に波って stypos となり l常庁長の k では荻鉢をつい

に形だが 、 主主 Ｇ Ｎｪｚの ｬ 二では位形 ｾｉ ｈ 物に主連化しでし

ょっれのでめ る。これを U 本語で言ってみれば

「塚 j が化して「束 J とな つ にのであ る。斯〈て

印皮の i昔婆: stupa tまギリシアの土f没頭 tymbos .  t  

の柱形 stypos となっ1: 、

といふわげでみらう一一 そ

して 、 この言は ｶ 古き ｩ 告 Ｑｾ

西 i析の事情l士、やがてその

新しき点漸に際しで も亦、

wl せす' して同じやうに繰返

されるこ と〉なるのであ

る。

さて 、 スツヴパの j [b式

には ｬ 略 ＭＭ ｾの約束があっ

て 大 謹四 つ の 部分 に 分 げ

て見 ることが11¥司4る。 l![l

ち ( 1  )  )μ 官、 ( 2 ) 塔

身 、 即 ちづ; 鰻頭 、 ( 3 )  

千平j邑 [""Pii .氏1 e  1呼ばれる" J f [ . ト.の VQfりな 一郎 、 (4)

傘 ｊ ｲ ｾ の校 、こ れである。この形式は 、似 ｉｬ ｾ ｉＡＩｗ ，泣の

「下Ｉ， ｴ 四方 、 ｊ ， Ｇ ， Ｑ ｛Ｑ 圧倒術 、 ｾ ｣ ｾｪ 起二 点 、 方凡 ｴ 問 ＱＱ Ｇ ，、｟ＱＭ｟

ｉｊￚ￮ 椛丘 、 長ぷ愉 ＱＱＱ 、 ＱＱＱＱ ，了 、 作 培 法 ｬ 位 Ｚ ￍｬ ｉｉｾｌｉ (1ft 珂

イ ｦ Ｇ ｈ 氏ｲｉけなどによ く ｗｾ 臆してゐる。 ｈ ｦ￮ して、制 ＱＱ 塔

としてのリIHf j'! Ｈ ｉ ＧＮｪ ｾ ｾｦ＠ ｾはその ｪ ゾ ド Ｚ［Ｑ ，｜ 分 、ＪＢＱＧ にその傘

形 。訓 1: - - - ["慌ti : {J ) う引 『 倫 十1U -- - 1こイUする の

である。

古来、 I: Jl 度 ・波 斯 ・挨 及 等 '1) 地 方 に 於 て は 、金宇.

- n- にますする 世 俗的 陛 院 と し て 、 その踊J てlこ大 日傘

を捧 げる。 この世 俗 の蹴 iムは 、や が て 僧 院 に 診 さ

れ て 犬 草 と も な る が 、墳 墓 に1多されて傘j [bの柱と

なる。> 1 < : によって牟敬の念がぶ現されるなら ば、

その間 協 の 効 *は 傘 の 大 さや数泣に比例する 、 と

い ふ ことにもな ら うか。斯くて 一本 の 大 傘が 、吏

に"f 踊 のDY隅 に岡 本のノj 、傘 を 従 泌 せ しめ る形式を

生 じ Tこが 、又 一本 の 共 通 な[¥¥111に数多の傘: 11予四盤石ナ

ヱ[く もの〉虫11寺、五ーは Y 傘 の複合誼をも生す・るに

3 7  VI I  



至つ＿こ。克も印度に於ては 、 こ の 形式は ｪｾ ＧＱ ｾこ塔婆

に限られ? こもので はな い らしい。賓に現代の聖- x -

ガンデイ翁がマイクロフォンを前にして樹立運 動

の大法輸を* 事じっ〉ある 、 その頭上にもこの傘形

の牲は立ってゐるのである。 Ｈｴｲｾ 二回参 ＡｉＨ り

〈第三国 )

とにかく、必 要よ り ｊ 位 協 へ、 ｩｪｬｾ ｾｾ l - s ーより象徴へ。

ー‘ 木の傘にも、 そのイf 花 形態 に は 口 らも:! 5'(. があ

る。事'h!i はな¥9冷形柱のみの問題で はな い。塔婆

そのものが、 -つ の象徴的 rJfb .rt J と化するに至

る。 b-'('. ゃ、雨13手平の主J支えと しての塔婆は必すe しも

令利塔としての「 宜 謹ー1 1: るを要しな い。 象徴な

らば模型で足りる。既引なるが故に 、そのi! えも典

型的特色? こる傘 j杉本1: が装主li(I"J に誇娠され 、 1:‘は Y

樹幹の如〈成長し 、ヲ 1;"' ;: へて木 間7こる土rQlis け. 退

化せる球根 の虫 ｮｾ 視 を呈 ーす るに王る。 ｬ Ｇｩｊ 時に 、 そ

のＩ ， ｾｪＺｾＨ ま ｉｾ Ｚｊ <、 やがて間iNを)JII へること〉なる。

木来の塔婆より 見れば 、このM;:¥: _l '.の嵯化は正に

主客 | 場倒であると云はねばならね。

斯 かる傾向は既に 印! 主に於ても可成の所・まで江主

んでゐ? こ。が、ぞれが徹底されに のは恐ら くガン

グラに於て Y めらう。 l:j J 皮の悦 '¥'!t こ於ける象徴形

式は 、呉邦に於て本主主染のーI-.t こむされる。それが

西域を過り、支部に入り 、支JJI¥の世間主II 築 eW介

するに至つに 、 といよ、順序で あら う。
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相 輪

印度 J ) 塔婆は支那の位聞と結合し? こが、結果に

於て 、 それは要するに | 民間_ I - . の装飾と化し? こ%で

ある。 いはゆる「羽l輪」がこれである。この支那

化され? こ相輸 が朝鮮を粧 て日 本に渡 つ7このである

が、 日本のも のは 、何時..vnnにか一定の股絡なる

形式に結着してし まっ? こ。そこで、私は今便宜J イ

この確乎? こる形式をもっ日本の村 l輸を基準として

巧へて見ること〉寸る。日 本の相輸は 、八つの要

素から成立ってゐる。周知 に属することながら 、

そのＭＱＢＮ ｦ￭ｾ を列製すれば 、 (  1  ) 土誌が「露盤」 、

( 2 ) 土銀頭が「組鉢」或は「伏鉢」 、 (  3 ) 卒

頭に村1常する所に装飾がついて「詰花」 、( 4) 心

中 ｴ が党ｾＧｦ［ K setr a の音を恥 して 「ネIJJ 、 ( 5HI J を貫

いて全塔婆を名賀J与に支 配する i ) L i愉」 、 ( 6) 先

も ｴ 火［Ａｴ ｬ の虫日き透 ｊ 協 の ｲ Ｗｫｾ Ｑ｜Ｇ ｕ 、 ＨＷ Ｉその 上 の章形

か、 それとも珠)1多か「龍車」と名づくるもの、 ( 8)

最尖端に ｦ 立する ｮｾｉｊｉ ｵ 、 である。之等の 要 素は

桁 数 系のものを除いては 、古 * 7百ど例外なし l二、

先も結託l 睦に於 v1 るがft n<、 整 然Tこる秩序を守り

過してゐ るのである。

この 日本の純一なる燥守 lこ芸I比すると、大陸の

ものは 、 まことに千芸高知!と 云ひ?こい多様さであ

る。思」、に 、凶域から塔婆なるものを皐んfご支 郊

の主II 築 家? こちは、これをギE来の世間建築主結介せ

しめることに思至つ にのであらうが、建築史的に

見れば 、こ の結令は一つ の 驚 くべき統ーであ り、

i! 判明的な創作 であっ七 、と 云はねばならぬ。わけ

でも翠術的な六制の 人々 が、 この新興基術 lこ到し

て多大の ｉ ｃｦ 奇 心 を以て臨ん ｲｾ e いふことは想像に

［ｲ ｾ Ｑ べ な い 。

問題は溺1 ) t
i持婆 i l l : 築のみのことではな L、。六朝時

代は 支那ｾ卜の一大過 波 ｪ 切であっ ＱＺ 。め らゆ るも

のが、古き形態より新しき形態へ鎚化せんとする

I"r代であつれ。な匠惨恨の時代で ゐり 、従ってま

?二、偉大なる創作の時代でめっ1: 。

例へば一例を、最 L 支那的な裂衡としての書道

に主 ってみて L よし、。来普の王桜之が! f t . に偉大で

める J訂以の L のは、彼が? こ v 古今無双の能筆家1:'

つ? こからと い」、のみではな L、、貨に彼はその子の

玉除之と共 lこ、様式の統一大成者でゐり 、新段式

の設定者Tごつれのであ る。 このい はゆ るこ王を時

代の先頭として、支那の閣粋ま芸術1: るfJ. t道は、初



めて. l f i にま主術的活[ i J) J tJ ]に入つれのでめ る。後 Il t の

いはゆる六朝乱の古のなi 1 きは、偶然に! ，! i 早占11の故

に長き保存に悲 よ れ ＱＺ と ころの 、 ， ｉｇ ＩｊｉￍＧ ｾ な ー 十 正 式 。

1: るにすぎ なし、。

踏家にl i 、同 じ米択に届Ti 出正こがゐ? 二。仰教徒 1::

(:J: 、主益々印度にl J J t つに燃↑ 占的な沙門? 主席lがゐ ?こG

I時代はやがて、百イE側 妓のj苫'i' Jj女イ七への、言! l ¥，-

荷ｾｾｾＡ切でめっ ＱＺＰ wr かる 11ヰ代の背J-t なしには、支

那のｊＺ＿ｊｩ波の主主匠の Ｇｬｾｾ Ｇ ｩ Ｇ［ ｾ さ ーー を して その影響 の永

〈後 Ilt に及ぶこk ーー を考へることは /!I IPいないと

芯ふ。

既に、その芯t [ .ザtこ於て多肢なるが如 〈、 'HI 輪 特

j";1¥の名桝 lこ於ても縫化色町抗・とがあっ? こ o _- - _:t 

も、こ の ことを私はIIW一二の例カ〉ら推測するにす

ぎぬものピカ; ー 塔婆の傘に到して 、文J ) ¥¥人は枇

初 「承E客様 J ;t i し 〈はi I 併して 「跨苦手」な る名Mを

ｾｩ ｾ へ＿こゃうである。史上不 ｲ ［ｦＧＮ ｾよ北税 の ノ ｲ ｫＯ ｾｉ 寸 Ｒ の塔

にはｻＧ治 ￟ｾ ，ｬ JJD iMZ ，i' e  I  { によれば 「承露金株三十l 1U

があっ? ことされてゐるが、それは命形1 ¥1 1介石? 指し

にものと W(ーされる。 「慌 泣」の; むである。元外( j i ) J ;'U

￨ｴｩ 浅 い ＱＱ Ｑｌｊ 膨の様である。古Ｍｳｪｾ道家の説 く ところ

によれば、株主ナ肱広: Ｑ Ｍ ＮＱ こ装むすれば天Ｍｳｪｾの Ｇ ＱＱ 露之

lこi主ぎ不君主不死の艶柴となる 、 主いふのである。

斯ういよ、、如何 ｴ こも 支那的な ＱＱＱＱ Ｑ Ｑ 秘 ｾｉ Ｚ見カヘ異境問 ＧＱＣ

の塔婆J ) i 露 税」視にも反映してゐな いと は云へ

1j. t 、D

日本当:: ;1己( 出峻紀 . 7(:1，1:' 三月) (こ i'i iFf からすご工

・ ;;!，'f工 ・五 時 一1，等主 共に「錨盤Tii :U なるものが

ｩ 度Ｍｳｪｾし ｔ ことあるが 、 恐らくそれは主主詑としての露

様 、 Ｉ Ｑ 主 ｴｩ 令 制 ｬ Ｇ ｬ Ｈ， ￬￬ を作る 金脇工仰を ｾＮｪ ｈ Ｎ示するもの

であらう。

ところが、こ の 「蝶 」は何時 )) ¥1¥"¥1こか 、文 字 通

りの輪郭にすぎぬ ｕ ｾ ｉ 怖と化レ去り 、 恐ら く このさｪｦＮ

と｛ｾｍｬ併して 、 ｅ 客様の名 ｬ 立 松下 のＺ ＱＭＮ 廷に ｊ 多って行つ

にのである。 cι も、 この1' ，Mの料化が艇に支芳1¥

にあっ fこか 、円 本に於て初めて行はれにのか 、私

は ＪｴＮＺ 存 ｴ こ するを得ない カｾＩ斯道の専門家は 、 この

特化は誤 謬 で あ る れ 、五、。ヵヘ 楳 l立ー而 に於て 、

物 ｾ ｪｦ ｜ ける ［ 立をも ［ ｩＵＺ Ｐ ￁ 去するから 、 この Ｑ 削ヒは甚 ｴＮＺ

1I 111，vi，jに行はれにと いふわけであらう。後には恭楳

ｾ［ｴ Ｇｩｬ主などし、」、 ｫｬｴ も ＱＱＧ ，ボ ｦ ニ ｦｬｬ である。

部 こ「幻: 様」 主い五、 iil l力: 引介ひ lこ111; ニTふその

唐げと Jf"C. JI) ，とを参門りして 、日 本では 「十時様」な

と〉も せi-かれてゐるが、併に，7L輸のことを亦「そ

ろばん J e いよ、 5 うである。恐ら〈江戸時代の |止

俗 であっ て、UI! hl こ算盤珠ST1I い? こ形j ; ; JL輪 iこ似 て

ゐるところから米Tこのであらう。或は 、ともする

と似11家 が 事(I"J ほ桁の立場から「承路盤」と設い? こ

のをー一現に 日本 のf伎の吉い fこ谷枠W e いよ、に

i: mノヤの村 i輸を承路盤と名づ くJ e 断ってゐるさ

うt.: b  ［ Ｍ ＱＡ｜ｾ Ｇｉ Ｓ Ｑ な民衆 Ｈｩ 苛ｾ，Ｇ，ｪの 似 てゐると ころか

ら 「十露骨芸」と ? の 叫i し仁 、 υ 、ふ や うなことも

汚 へ られる。

i :Hl輪 」 の 新にしても 、前 J品川廿紙同1: には「長

友il Ml 」 とある。福山を按する lこ、。11典解説者の

;党 として 「村l輪トハ 、自 品 矧1¥・ンテ 、以 テ 相 ヲ 長

ハスグメノ ￎｾ 文ナリ」をもあれば「輸相 ト 言 フハー

1-. ニMf ヲ施、ン、長 ク輸 ¥.11 ヲ衣ハス 、経 rlJ 多ク

付l輸ト 云 フ」ともある。相 l輸の名が間輸にまJ して

初めて ｾｯＡｩ ｾへられに のか 、 それとも既に盤ＱｩＺｴｾこを ｉ し

てt1i 1へられてゐ? このか不明である。ま? こ「相 l輸 」

といよ、よりも「輸相 J el 呼んt.: 方 が言?? 義としては

lI ai'l:fjでな いか 、 ともヨラーへられる 。 が 、いづれにし

てもこれ等 J ) 背架 の I¥J には 、輸ん羽田の美視が時

示 されてゐる。

相 輸 の美f I虫もさることながら 、]x，は既に「輪」

なる 37t が 、特に{ i ) !l 家に とって粘，ft ll
l的意義をもつも

のではな いにらうか。といよ、のは 、
1;)¥¥教 に於ては

極めてI 1111
1聖な意味をもっところのものが屡 々 「車

輪」じよって象徴せられてゐるからである。例へ

ば「特輪 Ｊ ｾ ビ ・ 輸笠 ・ 法論 ・ 輸輩 ・ 輪闘具 足」等

々。更に五輪WJ.! の如きは 、やがて桁教 に 於 け る

「五輪塔」の線引ともなるのである。ヵ; 、更 にさ

かのぼれば、古代以来支那に於て 、 「輪」は高大

なる様相を古味し? こo刊号己に云ふ ところの「美 哉 輸

官 、美哉央官」なるわj よ れ やがて「輸央」の美

が宏司 1:;! j' C i 躍なる建築ラきをXJ: 味する lこ至つ?このは問

〈人 の知る とこ ろである。支那11人 の 心理に於て

「輸」なる詰のｽｾｾ 日未す るところが如何じ深 〈 且つ

大いなるものがあるかを思は5 るを得ない。

然 ら ば、 日本人 lことって 、 「輪」は何を意味す

るか。何時の頃からか 、 日本人は草木の花を「一

輪 、二輪」と数へるや うに なっ fこ。輸 に高大なる

建築 ＨｉＢｊ 夫ｾＡ必じ ｔ こ文郎人との ｉ ｬ｜ ｬ に ｦ ｪ｟ )J l11りう:11 るべか

らざ る距 りがある。先天的な1 ' 1 : 将干のtll 迭である。

市してこ の Ｇ ｈｉｾ は 、 相 Ｑ 輪 ｩ の ｊ ｉ んに の ｟ ｉＭＮｉこも亦反映し

てゐる 、 と思ょ、のである。
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日本の九 輪

日本 lこ於ては、何故か阿輸 の数はダff と純、べ て九

っと定まってしまっ fこ一一 例 外 と し て現イ子するも

のは 、日' 脈 iミ干の三重塔の八輸し多武託生十三 重 塔

の七輪との二騒のみである。 一 ーかくて者々は 、

相輸のことを俗にまに「九輪」と H乎ぷ。が 、何 故

lこ九つ の輸に定まってしまっ? こか は不明である o

ｩｙｸ て憶測すれば 、 元来それは ￭Ｇ ｾ 輪 」と呼ばれて

ゐfこも のが 、 「空」とi ' ) L J  e のffrtHJ ) 一致 が 契

機となって 、九 輸の意 !圧が誠みられ 、然 か も そ れ

が美 的効巣を鼎げにとすれば、名宜共に ) L輪 で あ

ることこ そ天手1<: の妙縁ピ、 といふわけでもあっ 1こ

であら う。 現に 11吾 妻 鏡11 には 、文 ih五 年三 月十

三 日の僚に「此間塔婆ヲ建テ ラレ、今日会命ヲ上

グ」とある。 A; も疏荷i4: の 中には 、| 司じ箇所が

「九輪」となってゐるも の もあるが 、 物 北ｾ ｴ［ｾ て ＱＺ の

f'ld

l

( 文} I ! ! " には「倭訓架」として 「米ー躍〔是正:l1. 鏡〕

には空輸と見え? こり」と態々断って ゐ る。

EI  ;; ドの 十11輪 の特 殊 性 は 、 単 に そ の ) L輸 の敢に

あるのみではな い。 大 陸の ものがNl 々多拡なるに

封して 、 日本の ものは一 一既に前節に於て述べ ?こ

如〈 一 階 乎 と し て一定 のが を維持して ゐ る。

・. .  
子f ひ得べ 〈ん l工、ーやRの オー ダーである。そ れは

支那みものが信IJ 作 であっ 仁のに到して 、 11 本はそ

れ を形式 的 に 模倣 しTこから t:: ' 、 といふことも '-i1 え

ら れる 。ヵ ヘ問題 は ＱｪＧｉ Ｑ こそれのみで は ｦ ザ ｈＺｾ し ［ 訂 〈

されぬものがあ るの 泊 - -に、 11 本の ものは 、大 陪

の もの に比して、如何 lこもよ く洗鯨されてゐ る。

円本 人が美 の‘ I-_ lこぶ めにも の は、もさ!とではな くて

純 化であつに。泊二 に、こ の純 化は、兵 凶作Jのも

の を ｾｉ Ｉ［ 食し て 、 円 Ｏｉ ｾｉ ｾ Ｏ Ｇｊ なものを強調しに 。 このＡｪＩ ｽ ｪ

で光 づ ｩ ￬ＺＺむさる べき も の は Ｗ ｋ Ｚ￞ ｊ ｾ である。 Ｗｋ 悼の 女 ｉｊ

きも のは 、スツウ パ 本来 のがj 点 にはJn初、つ に もの

で ゐ る。そ れが 日本 に於て日械 化 3 れにと い よ、の

は 、あの天安に | 伺って燃え立つやう なI也が、!f:J i に

日本 人の 気 象に合 つ 1こか らでは あ るま いか。

k. 陸風の-j11輸 lこは . R ;小; の7 M唱に 村Jul -する 所 lこ

天2f 棋 の 大 盤託 、-;;-ti '> l' 質 改」 をもつも のが 多

い。 J うを. は、7 k 貯! と貧民と カ; fJi :IIJ されてゐ る。 従

って 、 Ｗｫｴｾｎ のイ Ｑ マ ｅ は ｊ ＱｕＺＺ Ｂｩ ｦ Ｇ ｪ 倒 的 であ る。 そ の 究 ｴ ｅ

ｾ排除して、 Ｗｫ ｍＡ Ｍ -ｾｹｪ Ｇ ｊ 長り と し Ｗ このは ＱＱ ［［ ド人 では

なかっ?こ ら うか。 法 隆てiごの塔 の!m寺、現イjょす る最

Ｍ ｾの もの に於てきへ 、 九 輸の直 ｟ｉ Ｍ ｊ こ 堂 々＿こる ＷＱ く 煙
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がれ臨して ゐ るの である。

ｔ 年 ぴ 下 ｵ 、 、 日 本の 村ｼ 輸は 批鈍され てゐ る 。 ｾ ￬ 下て足

立 Ａぷ氏 が Ｂｩ Ｂｾ ｈｩ ｉ ｾ Ｂ 誌 ｟ｉ Ｍ Ｍで 、 北乳塔婆様式 の 系 統を

論 ぜられ? こ一首' j ( こ「一般 にガンダ ラの 塔 婆 ド、 ょ

く 整 つ ｦ こ輪厚 ￮ｩｾ 持ち 、 明快な風趣 のあ るのは恐ら

く四方 〔ギリ シヤ〕 の影響に寅ふ所が多からう」

といふ Ｚｬ ､ｾ 味 み ことを述べられ ｔ こが 、 誠にに ｩ 主見で

あると思ふ。そして偶然 lこも 、 ガンダラ の塔 は 、

支 那のも のより もiEか じ 日 本の ものに似彊うてゐ

るのである。しかも 、 日本のも、の が、bt 鉢 と い i 、

知 に 於 てーー屑の進境を示してゐるこは云ふまでも

ない 。

然らば) L i l翁に於ける 日本 (1"1美 の線開は何虚にあ

るの であらう か。一 一私は提案しにい 、政 て 端 的

にー一 共庇 には 日本 人の草花に到する碗特な感先

先天 的な 愛 、が反映してはゐないピらうかと。観

鉢 は球 根の如〈 、;i TI とは花 で あ るよ りも 、むしろ

根業 であ れ ネIJ の 翠に九輸 の 葉、7K回! は疋に満開

の花 でその_I-.の龍平 と3宝珠と は惜 の如〈である o

ｻｉｉ｟ し、これ は何 か 賀 ギヒ の 草花 を ｾｲ Ｕ し＿こといふ の で

はない 。その全潰の形 式美 の うちに、私は何とな

く村1物的 な川 成を感じる と、い ふのであ る。

政てｾ Ｎ ｴｅｴ ｾＧ ｩ 三 し うすれ ば 、 め の ノ ｊ､砲 の遜彫 に 、 夜 、

[主必I 初歩 俗を聯旬、する 。 この花の名11世f J1いつMan

jusaka  /r  '，*  1:  1，ので、+11牢i な 「彼岸イヒJ とい

ふo ) [;1， 、このイ臼 :例;県川設の L のと 虫Jl I"j なる1$/. 1

係に《ちる/; .(よ :) .11 るを，" Ｑｾｾ ない がク大平 Ｑ Ｑ 本 立 ら と い ｊ 、

， ｩｾ に し ｴ r比化 合凶f谷弘球Y争fがと云ふ」 とあ る出Tご

から 、 ＮＡＭＧ ＹＺ ｴ よ ｵ 本 での Ａ 谷 院 で《ら る かし Ｑ Ｑ Ｑ ｾ Ｑ 砂 川 、 。 今

li では普迎1に75 Y;f として1:jl うれてゐ るカ:、川 I侍に

告は務fh. としT 51l ひら れ1: こと 1， ;_; lli.さ れねばな

らぬ。ー JUi¥の妖ki.. fe ，: '> へ 1: 地Ll6i 的なイヒでみる 。

11 本人の心に l決じれflk毛vの例年女裂術の安 1， 1) ;!IJ 日

の虫JI きものでは なi_，. つれら うか。

法 修維の序品に 、資i伶の!(t 路公形持し て「天ノ

樹玉 、 ｊ ｴ ノ Ｔ ｾｉ ｊ ｦ ｊ ｾ セ ノ レ刻 ｬ シ」 とめるカ: 、手品、で1!!1}

i告示世誌の 保に は 「天 ヨリ :笠j'. t; 務l吾・F霊前史陀続準

・! 兄妹沙華 .f!:t ;;"r ｾ史 殊 沙 ｾラ耐 Ｗ ラ シ ｊ とめる。わ

ヵ Ｚ凶 に 於 て い 卒治 物 ｉｬｴｾ の ｆＮＡｦ ｲ･ｲ ￞ 夜明 の Ｗ れとい ふ

Ｍ Ｎ Ｑｴ ｦｩ に は 「 先王 の ｩｬｬ て 給 ムｊＮｬＮＡ ｪ ￭ｾ ｪ の ｪ 久め ｢ 、 かの ｊｅ

の ｬ 、 に Ｈｪ 、 ｾｊ 川 ＺＱｩＺ ｲｬｾ Ｎ ｾｩ 反 響 、 Ｑ ｦ ｴ ［［ＮＮＩ Ｚ 見 主 主沙 ｊ 在 、 凶磁 の

天J削f. J り1: ｾ＠ J などとめ る。

五Eにいふ「天柴J 1:1: 、天より 地 lニlこH年りそ川、

ｔ ご 花のなでめって 、 ｦ 苔上を飾 る刻 ｉ ｾ ， 芯は事 ｪ ｧ 、 ので



めるが、 l:I:
i
j ¥月l し仁 川〈、法辛料で bU![: iこ、iJl

の斑ｾなる妥を ｉｅ 吹ける ｲ .fU 悦王J にr: とへて

ゐるのでゐる。それは rI然の心沌でめうう。 1ごか

ら九冶の形に li ，Ｑ，Ｚ Ｉ｜ の Ｍ ，Ｇ［ｯＺ ｉｅ に到するま ｾ ｢ Ｚ 反映しに

といふやうな似; t J ;H 訴されるかとぶふ。そこで、

* 煙の泌彫に「一輪 j の必珠沙奉公空: l l i 、し? 二次第

であるカ 」ーこれカ:本't1;・に似 しｾｾ＠ 1， ￎ ｪＮ ， 、 ＱＱＱ 主，ＯＩｾ苫と

いふのかも知れなし、。

L みてと出 ア ラ ラ 。γ

郡山の忌討なるものに 「犠、¥In} 良民l岐 ト抑ス」

とある。塔! 婆に到して 、純 粋の 日本，h/ f-{e;.Rめるな

らば、料i 々この忌引くらゐのものであらう。が 、

今日に於ては 、 この「あららぎ」が* して何を工C

ｍ とするかは不明で あ る。 ｈ 本 ， 広紀Ｈ允 ＮｽｊｾｽＮ ｌＮＡＩに ｉＱ 泌

-- Jl{J のihTが比 えてゐて 、 そのj-¥与i J を「あららぎ」

e  ，IJI ¥ませて ゐる。同文撃¥J ) 通，iJ[ によれは¥ それは

叫ん滋 のなで 、ｾＡￍＢ ，}tf; ￭｟ｾ指すと云Ｈまれてゐる。が 、

ま7こ- " I .止には山蒜 C1 j κ/{!.、辱) の'，' j 4' . - 1' ごとも云lま

れ、或は ｊ ｗｩｦ ｾ の 別 ＺＺＨ［Ｑ ごと も以は れる 。 ｦｉ 太平 ＱＱ 本 ｊ ｉｬｬ

に 「民州、不111 ' ，必修、x . めららざといふ。 11i ;訟に

らlことよめり」とあるさうで 、I:W，i:る /( dま、今 ¥¥

よりは ｨ｜Ｇｩｾ 、 ＷＱ 味に川ひられてゐ＿こらしい。現に ￎ｛

¥¥1三火氏の I 1泌諮 J (II {{手118"- ¥三j以) にも ，，'l;i H以外

のものにまで， Ａｾ ｩ の 名がつけられて ゐる ことが ｮ 立

されて ゐる。が、大詰に於て 、長 いイと 《iYの; じに花

を聞くものをr指してゐるらしい。そのことは LI 本

省紀の I1込l 吠」なる lffiーにもl I i; ，"J えされてゐる o :w 

lこ fI 人;了nUIJ のづIJJ J i - るところによれば、 1i!，IJlI ｾｾ＠

なる Ｗ ｬｩ に「あららぎ」の ＱＨｊｾＺ ， ｩｊｴ と して 、
n  ニヤ

「索直ノ忌Ｂ司］ 、 ｪＨｾ 7 去 7 ノ、、¥1司誌i 1， (I' i : ; !fにて

修道院〕ノ; な卜云へド 、佐、必ノ貌、九倫ノアタリ

ニ似'. ＿Ｏ［ｾ＠ 7 以デ 、俗ニ jfi のにつ ト云 7;なユテ 、凶

主主ョ リ11' ，デタル" 日lナル イシ」

とある ¥11である。 1去のにつ J といよ、俗Jがを「塔」

の上 lこ協法し? こところなどは イ'[1 /1 i，II 断がならな

し、 。

この忌; l ，iJ ￨ い ふものは 、 ｈＱＱ Ｗ ｊｾＱ 又 Ｑ Ｒ ｈｾ 忌むところ

から生れにも ので、要す るに -' :fi1i:の l段ltl fである。

11徒 然 札1 (万一節に 「的立;，;の肝 '8・にあーはします千l '

桟 こ そ 、 やさしく而 ｉ ｾ Ｍ ｉ きこと の ＱＱ ＮＱｾりとは先えし
・o 0  0 ・

か。経、仰など忌みて 、'1
'
子、染紙などヨミ

j 、なる

もをかし」と あるのがそ れで 、寸:! tどを I J.Lイu と

云ふのは ｉ ｾ ｪ［ Ｇｬｾｾ ・ ＱｾＧ が 、 イけ ｈ Ｇ Ｍ ｾ を「髪 ｒｊ と五つ＿こり 、

殴打 するとを 「抑でる」など〉 、 まるで 人を食つ

7こや うな云ーひ lワも ある!な? ごから 、 「あららぎ」が

処して如何なるものを立l床し?こかを ー義的に決め

ることは肉 J. 11であらう。然かも 、 ま?こ1日米大下{ 人

や11111

"

1¥の? こめの坊を作 る本の ，'，' lc に 1-. 1立」の得税専

を件＿こと い 」、 川Ａ の「 あららぎ」をも ｾ Ｍ ｛ＱＱＮ に入 れる

ならば、/[，II' I，J¥l;:¥1:呂も亦;i11¥"綜寸る。が、ートー描幾開力、

の Ｑｾ 前半に於て 、 ｾｾＩ列 ー に ｟Ｎｕ してイがす る もの ｬ ユ 質に

片々 の ｊ ｦ＼ ｌ ｌ 先が ｬｌ 愉の ｪ ｬ ｾ に平木の姿を感じてゐ ｔ こ 心

↑I: j'であるーーその命 名x. も、 まfこその僻 没者イこ ち

も一一 そして 、出f蒜 、111蒜の如 Z ものが「あら ち

ぎ」 と云は れるならば 、 さき の安:珠i少華が石蒜 と

Eli- かれることも 、克めて誌にri: 立してよ しゅ、と 思

ふ。

水聞を - .-1命の1ととJ，Uこてる 心。 この 心l立、拠 ，1/1

H-J )  Ｇ ［ ， Ｇｾイとに ｉ ｊｌ 輸 ， ｊ ， Ｇ ｩ ｊ や「 九 輪微Ａｊの名 ［［､ Ｎｊｩｾへ

1: 。 こ のil-l .i '> 、 f l本人の布{i 物 的 感I' ，¥io FI本(I" J夫

のJ.'，ii，¥、特ilょこんなと ころにある のではな からうか。

追 記

一一!l U胆は これで' / H< 1: のではな いカ :、 ひとま

づこの法で官ｾＮ 捌 〈 一一 Ｈｉｉ ｦＱ ＱＵＢ ｪＲ Ｖ ｪ ｬＩ

く1 )  ス利長谷寺ノコク法培; 南側!日z;;c〆に 、 「樹以表利

ｻＱ ｾＱ Ｑ＠ 大量 Ｑ ・ｪＭｾ｜日冷川Ｇト派員りなるイ ＡｽＯｊＺ める。これなど

( j 伺愉山形を州J勿に泌する li Ｏ［｣ＭＺ人の 心↑ｾｪＭ ＧＯコ一流と ｌ なら

う。が、戒はその乎，j ，: ( _i : .::!eに大隙に' { r : し? 二か L 知i れな

L、。

(  2  )  包括.f， 'J' 三1:l!l"f1の叩捻の「入愉」つることはさき

にi t 立しにカ: 、 「5梶原寺，え鉢銘J に「利剣入 "1二四 J J 敬以

ｩｬｩｩ 仁 於三 ￬ｦｉｾ Ｚ ｴ ｴｾｬ Ｚ 七科 鍬 怒炎 ｪ とある ｯ nl l 夜、は未にこの

銘文の正し い， ［Ｉ ｉ｜ Ｉｊｉ こ長Ａｩぜ ｾｬ ￯＿ :、 討し1. ， jjilfi 主力: 露設のなで

披談合耐 すとす れば 、 こ の三を ｪ 苔の 相 ｾｦｬＧ ｬ￭ r七始」でゐ，

つにと 解され る。

法 ｯｩｬｬ 苛ー三官 ｲｾ .  ＮｉＩ キ日 ｾｴ ｓｬ 士 、 今 ｬｩ で は文字 通り九愉 ｦ ごが 、

明治改修以 ilirli r六IH'UJ  1こ' つれきうでめる。( 囚に卒凡

骨ｴｊ｜Ａｘク大 育科 Ｇ Ｑ ｾＦＡＱｾ の ｲｦ￭ 婆の ｦｊＧＨＩ 則及ノコ法起寺 ｊ 告の図面は

吹修以前の' j 'OU'; 間営採用しにものらしく 、 「六諭」にな

ってゐ る) Ｉ ｾ＠ ＱＮ，それは 中 ＱＱＱ Ｚ に於げる 泌 ｾｉｴ 乃至修械の結果

でめらう c が 11 .4>: の相輪も 、少< e  1. ，三i l ! 上高にめつては

奈.l.:[¥lil 以西ir には: 必寸，しも 「九輪J では" よかっ J ーと品、はれ

ろ。そしてこの ｾｊｾ はやがてキ ｅｉｾ Ｈ，￬［ ｟ Ｎ般 の 「九 愉 ｊ H，IJ椛立の

II ，'f JVl とI.， hl;j 扮する¥i ¥J !抵でめらう。
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四天王寺復古の大業が目1 - 1' ，皮〈完成しTこことを

心から鹿祝しにい。その祝詞はもとより四天王寺

首局の方々へ rl] しあげると同時に、闘係せられに

建築家の皆様 lこ捧げなげればな らな い。これ七け

のE 大な五車塔が新? こlこ建設せられるといよ、やう

な事ーは 、近代に於て組めて締有としか忠[ まれない

にも :jfnJ ら争、 長からぬ一生の rl' ｾこ此の翠業に ｲｨｍ 係

せられにのは 、建築家として全< 11，(-'-.のさド繭であ

り栄籾であると 守ふべきであらう。しかも江戸時

代以前とは違って建築家のiJi t合的地伎がいちじる

しく向上し、技術家に相官の椛j威力 4認められ敬; な

が労 Ｑ｜ はれて ｾｫＱ こ現代 ｬ こ於て 、こ の崎千 ｦ な了 ＧＮ Ｇ ｬｩＺＨ ユｉＡ討

係ぜられ? こことは、昔の工! J :H主とは比較 lこならな

い大きな幸稲fごつ Tことパ l さなければなるまい。

四天王千J ' 塔婆再興にあ? こって局外者ーの私共にう 、

れしく思はれTこのは、1 { ト ‘ に倒壊し? こ塔刀あとが

十分皐術的に調脊せられて、そ の結果がある 程 度

まで公開され＿ことであり、ｾｾ 二 ｬ こ新 ｦ こに「四天王

ミ ｪ Ｇｊ といふ月刊将 ｉ ｾ 誌が護行されて 、内 容に千ＧｦＱ［，Ｇ￬Ｚな

読み物と同時に建築工事の最新記践が世られに貼

である。とくに後者1ま恐ら く必要が生んfft: 山県てー

はあら うが、古建築の工事 lこ於て主IJW: J( I"J な企て1 : :

つにと守へょう。

工事を進めてゐる途中に今回の日支:'J'¥' 鑓が起つ

にのであるから、塔婆建設 lこも色々と支町f が起つ

? こことで あらうが、しかしー平時よりも! i 1，Q時に於て

こそ、四天王寺 の Ｑ 主義ヵ Ｚ 一層， ｾ Ｚｪ 協せら Ｗ こ軌を見の

がしではならない。四天 王 lままに護 !It 王ともいよ、

ように国土守誕の/[.111で守あって、 e < に四天王寺の

金魚には初め四天王の像力: 凶向きに記つ であっ? こ

といふから 、凶方外f械をJjJi:明良して n本T.&I土を守護

する立l床が合められてゐ? こゃうであり、そ の四 疋

王苛・がここに完成1Ui 'i し? こことは、現;(Eの時局と

結びあはせてヨラーへると無II_ I { の意義がこもってゐる

のを究える。

* 1ま1:1" 1主京大工予郡H''( 授
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日本の付11教は有力な同家的宗教であるが、しか

しま? こその ilJ;li Jl tを考へでもわかるやうに附際的性

質を常に持ってゐる。その間際性ともいふべきー

ｩ ｉｉｩ ｾｍｬ 守控訴足の ｲ ｬｬ で最もよ〈示してゐるのが付 Ｑ Ｑ 塔

である。

正:j 府塔の )1予がどういよ、経過をにどって 11¥糸'J-. つ

にかといよ、問団は、記銘も遺物もほとんどない fこ

めに明瞭な WVi キが述べられないが、少くとも完成

されに Ｑ｛ｾ の ｊｾ ーから見れば、頂上の相輪部が印 ｊＱＮｴ 塔

婆の形態にＩ，ｾいにもので、そ の 下の両府建築の部

分がＮＪＺＧｊ ｽ｜￭ｬｾｩ 外ｉｩ ))1主閣とほとんど同じ形であるとは

f i " へる。故 lこ形態( I ' .J には印度系と支那系とに五基礎

石＿泣き、それに円本的解仰を Ｉｊｉｉ へ ｔ このが日本 Ｑｾ ｜ｬ塔

の姿である 3

ＵＳ くにｪｽｪ ｮｩ ｊＺＺｾ配置に於ける塔の位置が ｲｌ むを要す

る。四天王寺が (.i ｴｲｾｦ より ￭Ｂｩ 来し＿こま〉の ￯ ＡＮ￭式な配

出であることは守ょ、までもないが 、その il j ，l 流にさ

かのぼれば支那の南北側時代の1 < ) ¥¥ヲ' f に及んで居 り

北鵠の首再j¥治 防の永等寸' j ' の如きは 、E 大な塔を前

lこしj;J ¥¥bl <: を後 lこ配し、一郭の周回 lこは踏壁をめぐ

らし- * 阿南北にそれぞれ門がめつにといふから 、

四天ヨ叶2 のrl' 心部 lこよ〈 似て ゐ? こことが 9; 11 られ

る。 仰すごの I.! I心として塔を li
lうたに世〈配むは、文

j}¥i にMi まつにのでなくて凶域に起ル;lがあり ‘ 新1豆

地方の遺跡iのみでな し T フガン地方、r，: ¥) 度 全 域

tこ於いて見られる のであるから 、結局印度から 11¥

琵してHT教ととも l二次第 lこ- * 方へwへ られ? こ こと

が明かである。しかし¥ell 度系の配世では塔のみを

rl l
央にして同

Fi' iに併! 万などを泣 くのであって、そ

の傾向をよ くNi へ? こ例は大| 司主同の石加でも見ら

れるが、多〈の. : z 9}¥1の場'<' t¥1塔のほか に更に1' ) ¥¥肢

を小心に むかうとしにと ころl二、Jt芳¥I(I"J 要素が)JII

へられてゐるや う である。従って伽 ｩｩＺｊｾ 配位 ｬ こ 於て

も¥e¥l度、文1J¥¥i 'IQ系統のfnt れが同時に四天王寺で 汲

めるわりである。



その仙、 今度の塔婆装飾になをんに HJ ゐられてゐ

る蓮ｾｾとか忍冬文相［なども 、 ま＿こ支那のみでなく

印度の色彩も濃く、 それらは速く希Ui 1 t 、挨及にま

で起原がぶめ得られる。かうして数へあげて見る

し 四天王寺塔はまさに来型建築の粋ともいふべ

き諸要素の集合である。さらに工事に閥係指導せ

られに諸建築家が、西洋系の建築墜にも明るい乙

とを汚へに加| へるとすれば、来型のみでなく世界

建築の精華ーを集めて成つに塔とさへ言へるにら

う。さう いi 、意味で四天王苛- 塔はひろく知識を世

界に求めて綜合し? こ建築である ことに一票ti の疑ひ

もない。

11[ 

しかし 同時にまに四天王寸 ｲ が ｾｴｾｻ ぷ子によって

持 闘 天

問jt せられて以来の作統合 、再建され! こ塔が院 と

して守つ? こばかりでなく 、かつての江戸的要素を

拾てて飛鳥への役古的附向 i>i段! 尽に示しに駄を日i

みるべきＷＢＺＢらう。しかも ｉ 立なる保原 ｬ 二 ｩｴ ｻｦ［ ｾｦ￬ しない

で 、?止に f11j!3 :t' )JII へて/ 1 [ l 和の新土佐婆を匙立せられ

7こところに 一府立義深いものがある。かかる泉市に

立ち至って考へるとき は、四天王寸: 塔が単なる支

芳¥，系塔婆の再現ではなくて 、民 l二過去の日本歴史

を深〈省後して完成し七 日本的培法であることを

感ぜ5 るを得ない。

時あ? こかも紀元2600年。四天王子j ごとしてはもち

ろん、大阪! l i としても世界に誇り得るー建築が記

念すべき年に完成し? このを 、一同民としてまにー

{州政信徒として遥かに慶祝し? こいと思ふ。

増 長 天

四 天 王 寺 初 唐 扉 ( 内 部〉 彫 刻 u改 明 珍 恒 男 氏 遺 作 〕
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再 建 成 る 四 天 王 寺 五 重 塔

カットは F let cher氏の Hi st ory of  A ，己hit cCl Uf C

ＢＺＺＺｩＡｉＺ鋒せる四天主寺五ｩｅｾ

五重塔倒る

昭和知同月 21日14出回泊方公 邸つ に暴風間は、Hi

か数時間 の ｲｽＭ ｉ に 多数の 人命を ｊ ｩｾ ひ 、 樹木主ｾ築物な

ど多〈の地 1.の物を til J ( 渓し去って行つ? こ。それ等

の損害の中 に四天王寺中門五豆塔の 倒壊も千( ( じら

れTこのであっ fこが、疋直のところ我々 lこJj I ( つては

身近い ｪ 折 の Ｑ 釘 ｬμ こ心は Ｍｾｬ ま いで 、 建築そのものに

あまり重要性のな い四 天王宇佐の塔などには 、新聞

紙 ｾ ｉ Ｍ Ｎ のニユｻスｊＮ Ｚ， ｕ て の ＱＶｍ 心はなかっ＿こ のであっ

?こ。下力11茂'1)11
1  
III止、上 川l茂耐1

'

祉 の祉殴、京師寺、建

仁寺 、醍 醐寺 、i京i拙 寺、竹 生 島 等に於げる堂宇や

枇殴の甚 ｦ 三 し い ｊｉ た態を見て廻って 、 我が士ｾｷＮな古

建築の損害ｾ惜しみ 、 天然の ｻ波庭力の 強大に稿嘆

して ゐ? こ。醍醐守五重塔の布l輸が少しft (I い?こ。 奈

良 の興師寺五霊塔: のim翁も何うかなつに。 25阿 : ii :

京塔の相輸は Ｗｫ 煙 ＩＩ￰ＩＱ こりが少 し ｉ ｉｕ つ仁枝 Ｑｾ つ

? こ。八坂五重塔が全臨で何寸ーとか移動し? こといよ、

噂 も 飛ん Ｑｾ Ｇ がこれは唱にすぎなかっ ｦ こ様である。

併 し 近 江の級!I ¥F.普請'11iけの表門ほ確かに 2 寸ーばかり存

台 筆者ーは支部: Q仮託

V I 1 4 4  

JBき 原 義

ってゐ?こ。 除| 賢建築物でtRこそぎ倒壊 しに のでは・

建仁す・方丈 、三 宮|淀純; 伊1回寓忠苛-愛染22: が顕著な

もので 、 屋根が［ｻ Ｚｬ ｊ がれ＿こり 、 ｬ 彫刻が吹き飛ん Ｑｾ 1) 

しに程度のものは、無数であつに。

-fi干し何色云つでも大阪の四天王寺 tJ : 有名で 、 日

々の新聞 ｴｩｈｬｪｴ ｊＺｉしに五亜搭と ｾ ｉｉ 門 、 それから大 似

して It{[ い fこ金賞の物 'Mいお: 買を' 防げ、中 には飛行

機で 上 空から撮っ＿こ珍し い ｲｾ ＮＱ冥もあ り 、 ヂ Ｇｦ｟Ｎ｜ 、人か

らは四天王 ｾ ｾ Ｇ Ｚ の塔 に就て の筋力、ら十字の質問を受げ

て ー ノて い ｬ こ 商 Ｑ Ｑ 会ょ、有 ｕ､ｾ つ＿こ ω その rll 四天王ミ!Jーに行

っ て 現 :1止を 見 る機合も得られ 、 5 うしてゐる中に

年の暮れに近づいて塔の心性ltt 石下の殻 j礼調不1: が

ｾｦ ￬ められに。 こ の 乙と は 、 首司 令 官 ｉｊ 迎に ｉｾ 討する ｎｩ 々

毘 要P8ldi に倒れると ころ があるので 、事界に於て

も手 ｉ Ｚ Ｇ Ｚ［ｾＮ なｼ湘心 ｾｮ 乎ぴ 、 ｾｊｴＩＱ れまｼ慎 ｭ に行はれ 、 自分

も何日 の 践に押しかけて 、 師走の ［［ｬｾ 風にふるへ乍

ら根気よく殻畑作北を凡てゐ fこ。

現 在 の 四 天 王 寺i加藍 の問題及び心礎 下の設掘

さて凹天:=C寺 は 問1; 11]) 虫fI < 、聖 i:t¥J.，- 子 の待1I強 制

にJ ix1) ¥崇l唆天Jf. 元年揃洋汚| 玉J t ) ，Uてlこ詰!tff され

椛71i天主元年に事11i J i : 荒|疫 にJ多さ れに。 これが現有

の四天王寺で 、 ｪｪｪｮｩｩＺｾ ［ の消恕物は創建後幾回かの Ｇ￬ｗ

災 j1} 匙を絞て 、今回国]れ? 二五昆搭[ ま文化 10年 の 建

力 、 rl:1門は文化 9 年四トーが!i 、大似し? こが危〈修lH哀を

免れ ＿こ 金ゴ Ｇｩｾ Ｚ も Ｚ 文 化 Ｙ ｻｪ 三 ー ト ｊｬｬｩ 、 その他 講堂 、廻廊 、

西毘門は文化 9 年と云はれるが 、但し西軍門は文

化より は少 し古い様で ある。回大r"j 、北大門、京

大門等は元手11又は寛永年1mに成つにもの、 市て京

大 門のみは阿賀に指定されてゐる。要する に古 い

もので江戸時代の初来、大部分は江戸末期に也ら

れにものである。 Hl ' し訪日EE全躍としてはよく芭態

を干 ｆ し、 Ｗｾｾ に 諸建物の配置は 創建前初 の ま〉で 、

我 ｩ＾ｾＱ Ｈ こ於ける Ｉ ｩｾ ，鳥時 代 初 ｊＩ 明の ｕｪ｛｝Ｉ ｉｩ ｾｲＡｩｾ 世を示す ｩｒＭ も

典型的な宜ー例とされてゐる。 ]:!Il も南而附阪で、中

F'J ｢ ｩｉＡ る南北一直和 ， ｪｾ 上 に ｾ ｉ Ｎ ｉ 門 、 五 ｬｬｩ ＺＺｬ答 、 金堂、静

止が立 ￉ ぴ 、 ｲｬ Ｎ Ｑ 門 カ Ａｲ ＺＱ ，・からＱＫＧ ， Ｑ こ廻庇 ｩｩｴ 立金 ｾ｟ｦｲと塔婆を

ｾ ｉ Ｎ ｉ にして東西南北 の 四万 を 制して秘 主 主の左右に終



り 、 前金の後方には鏡ｻ襲と鼓位がＡＮｊＺ｛ ｉｊ Ａｪに ｾￌ￉ ぴＨ主主

位は最初は粧磁であっ? こ筈〉、そ の後ろに石舞誌

があ b 、 ｉｊｴ ｉ に繋屋ｾ自 ｩｩ へ後方 ｬ こ六時 Ｚ也 、 食知ＮＺ［ｉ Ｉ［ ｪｾ ぇ

更に京北方には揚屋がある。建物，;1新し〈従って

ゐても往昔の規肢は ｭｾ のあ＿こ ＱＩ に浅され 、 叫に湯

屋 に 就 て は 悲 問 、 施 架、拭械t梢、敬 川 の 41院淀に附j聯儲

して聖i徳1t七tど:太-了

l つ l つの抱組; 物にl就北てもL 、f例9刈1へ ば金 1吹京吹伐五毘i塔答翫lは立攻文;  

化主年手判開nn刊1n日]し、 司訂訓'1i仰lゆφ るi江L 戸-米ぷlω肌U別jのi最託 も是思:いL、H時寺，主討節色どι凶:!i に!川|ハ:刊司京4汀7仁こ

もので、建築としては云は Y 組{ くな 1" 11¥い建築の古，1¥

類に入れらるべきものであるが、j < j ij Ｚｾ＠ 共有のＩ ，ｾｊｩ史

上 に慰ち 、金: I: t( 立法i佳子F 金魚をむl起させる j l な韮

l奇1，)¥，殿で、市もその屋11: f. ':ま綴 j'-(: 7 J 形式をイf し、五

霊塔に於ては、極主? 使J - i J ゼ子、 Wf 謀-- :.1Y-，主主 l}( 支;

をl彫り 11' ，し ? こ彫刻で裂はれ、 これを交げる位けたも

遁汗; の校正にと大いに具 b、校 一1:大中千 l二重 *)1手の341

iま1) e  ¥龍 や1正規の足柄引i 7 J ものを以てし、異.J:l

な中にも何返となく ＱＱｕｾ 時代 の雲間快と云つにお 司

もかげを juj へてゐ? こ。普泡に見れば1111:1_: :市兵なも

のとしか感じない叫山手法も 、 11m慌のl医火と 01: せ

て考へればそれぞれi25い 立i床が磁されてゐる搬に

思 八七のであっ 1=。

従来境内で川土しに i_'i J・Lにも 、 11(; 山処立首初と

推定されるものが阻んあ ｢ 、 現在の四天 ニ ヒ ミ ｬｴ が計ｾＮ

初刀場所に、 前初の配位のま '::>1こwへられて司d こ

ものであることは‘ 如何なるj IJ皮からも J住総して

疑」、検地はなかっ 1この故長 谷 )11蹄#.11氏 :T) IJq尺王て子

建築諭には、) ( 度の 1- からもそのことが1R説明され

てゐる。

今行はれんとするく、l淀干の護 lJii11ま、これ等 1':1'の

論説に質物の説明 ｾＹｾ へゃうとするものである。

ここに我 々 の 側心 が集中されてゐ? こ。元日しこの塔

の位置が創立のま〉なら 、下に何かめるにi主ひな

い。多分何尺かの土也底に大きな心慌がある f ごら

う。常初の令利か向かも蔀滅されてゐ? ことも限ち

子 、 な ど と間々 7象恕され1=。必して何う 1:.' か、 或

は 全 〈意 外 の 結 果 が 飛 ぴ1+¥すかも ?;II れぬといふ f;.J

奇 心、 も多少はあっ? こ。

か くて殻闘は除々に進められて行つに。そのnn

の詳車 ＱＱＱ は四天王ミ判明 ｾｾｦ［ 蜘際情に探鉱されてゐる。

その結果は、間j 壊し? こま答の心柱の下に見えてゐ

? こ四角な礎石は文化再建時のもので、 これにはそ

の時のWI¥合利が戴 されてゐ? こ。この心砲の下方に

'1と悶 i;1j 2 つ合せに石筒がめって、 Fいから索j;s J ) 千

腿1，)¥，像力 ;11'，てこれも文化のものと認定されに。 こ

れから下の方に行くと 、問! 唱が悶筒形の木決jちで

Jljz 1) 1:i' 1まれ、 その 中に 1-方から 12) び手のr : n隔 を む

いて |つ、3 つ 、5つ 、など組合せになっ 1=組 石 が

いく組か現れ、訟に最中)J の心I誌上端から約 12) えの

ところで付監の大盤石に突き杭つに。直使約 7 )(  

粍 も あ り 、 表 町 l立大平; ; 一平らになってゐて 、 rl :1 ｊ［ｾ ＺＱ ｾ ［ Ｇ ｉｾ＠

に直僻3) ( 6 引まかりの問形に仰lい借り; 芸IJつであり

'l H7J の心引を示すものと汚へられ? こ。そして大盤

れ のj てにも 1 ＩＨから ｉ ｊＨＵ ナ伎の不 ￎ ｽｊｾ ワロＧｩｪ， ｬＨ［ べられて

あっ 1=。

二IhD令手IJ の煩( まなかっ fこが、金設が- l防護見さ

れ?この F月f 与してゐ fこ. c，'li Jfl :H.>I れ、木 炭I奇で閉まれ

によ1111の五回二i もそれぞれ専門家の祈先によって窓

口Aミカ刈j 力、にされに。 そしてこの? 即日は IDl 夫正す・の

J j 花火に千釣のmｾｾｾ力 ＱＱ へ る中山県となづＱＺ。同時 に

¥i川忠 ii! ｦｦｾ＠ ｴ 止 措々紺に就き 、 ［じっ ｲ 金ＧＭ［ｾの修理が成り 、

火で il '門力'qq，怨され、最後に五百:01答が、 佃IJI J : l して

から 6年同に訟に T，)t l) 、 この5月溶盛イーM主力>，卦まれ

再 建 成 る 五 重 塔

方 ｲｾ ｦｉＺに ｾｾｴ て匹ｰ ミ τ ＱＺＧ ｾＧｩＺ＠ 0)  nti: fl r J によると E欠の虫nくあ

る。

制主l l : より出 61口l 同の辿立でめる。

l f 而 究) 大きは初1下方24J (5で 、倒れに塔と同じ o

，ｾ＠ Ｚｪ さは地上 ＱＰＴＯｾＴ 。その ＧＱ Ｇ Ｉ ， ＱＩＱＱ ，Ｚ・ ＺｪＶＩＨ￯ 。塔 ＭＡＭＧｊＧ ＹＷ J (  

Ｗ ｯ ｈＡＧ Ａｩｊ危 ＴＰｊｾｏｦ Ｚｬ ［ｉｈｌ 1こ塔よりを間で約211n  ilI:い。

れ ｭ 甚械の ｾｦ Ｎ ＺＱｊ it i'  :'f.- ＼し、屋 Ｑｒ 勾 ｾｩｾ をｾに絞に

して安定感をがえきしめ、相1¥iii i ' 長人: ¥こして塔身

とのｬＧ ｾｻｴｾ Ru{ な ら し め fこ。

迎築様式は奈良時代をＳＮＺとし 、 ｪｬｾｮｩ より飾全国

迄の控築のk : nm.r， l'  ｾ＠ 'lt，に取入れに。

初 車 内 部 の 府1容は奈良より 2子安に到る装飾文;棋

を ｾｮｩＧｾ し 、 これに前ｩｊ Ｚむを 加八＿こものである。

臨めて淡々と記されてゐる。1 J I : し本塔の意匠やおlJ

ｾｾの内容はこの設 ｉｉｊｊ に於げる棋な以純な性質のも

のではないであらう。第 3 背のJ z 拐からその内存

に少々立ち入って見? こい。

倒壊しに塔の {JJill 平而の大きを? そのま〉踏襲し

て新塔の形を作れば、何 分 文 化 年11'，] などに1. 1' ，来仁

搭は屋浪の勾 ｾｩｾ が急Ｚてー且ーつ各 ｬｬｩｪ 涯 ｩ 成の庄が少 い カ

ら、 自 然 新 絡 の 尚 さ は そ れ よ り 減らさ' るを得な
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い 。而もｾＭｮ輸は長大をカ ｮＢＭ 、 それ Ｍｲ ｾｶｴｊ 苓 ｾは ｩ 成 じ

そ こに 著しい ｾｩ 成による安定を求めて 、 これによ

って長大な相愉を婦げて堂々にる均整を似 ち、TII

重華麗な外11予が得られにのである。今塔下に立っ

て全景ｾ仰ぐとき 、 先づこの ｮ Ｇ｢に我が古代塔 ｦ 美の

生命の呼吸が感じられる。下 l立法挫のA :f E紋カ〉ら

ｊ 二は ｈ ｬ ｱｾ 宮の前 Ａｪ 花賓珠 ｬ こ 至るまで 、 制 ＱＱ 官官の ｬ つ ｬ つに

巧みな意匠と 深 い匙誌とはうかがはれる。

三手先料快、nn糾束、 ijq: 天 J Hj Ll 文 輸を以てする

軒廻りの11; IJ 式、支 掛1ji lJ に従はぬ極の布置等は、説

明にあるところの奈良時代に則つにものであら

β 。各 韮の遮 ｩ 成と緩 い 屋棋 ｪｾｾ い ｩｪｩＮ了 、 ＧＱＧｬｩｩ みなさ民反

りの車 ｈ ［ｾ のかも し出す悠々＿ こる姿態Ａ立或は ＱＱｾ Ｎｬ 与と

云はれ るも のから来てゐるのかも夕日れな い。二軍

基 壇、相輪 、扉 、連子窓、(L; J欄 、風 錦、軒 1[ 紋、

鬼 瓦、! 峰棟の部分部分に就てその源を求めれば、

或ものは飛鳥 に、 或ものは奈良 に、 或ものは平安

に鎌 倉 に師し得るものもあらう。 {) 干し自分は、こ

の建築の制部手法がかくのがI < 単純に 、、各時代の

要 素に分伺= し得るものとは汚へない。: 逆に云ひ換

れば、かく早純に時代時代の要素を 、寄せ集めて

此 塔は出来? ことヨラーへないのである。全躍をfb¥¥I iX:す

る*"陪sの1つ l つが全躍に封して深い開J併をもって

意匠されてゐる こと、 その伯々の細部が或る 1つの

時代の形態を以て現はされてゐても 、 この形態に

師 着する 迄に 、 他の全躍に釣して 、あらゆる時代

の宜ー例が械式が検討し ｾＱ されてゐるものであるこ

とを自分は知ってゐるからである。 Ｑ つの格 Ｓｾｾｉｖ ､ 、

lつの唐革、 l つの運花紋が決定される迄には 、各

時代の組、ての柿類の格狭11¥J、 唐 革、運花紋が探求

せられ、配列せられ 、置き挺へられ 、鑓形せられ、

使化せられ、吏』こ箇々［ｦｦ ｬ 互の ｪｾ ｾｊｻ［ 系や全聞に到する

調和、統 一、鑓化 の脆ノ叶干!が比較研究せられてゐ

る。その純図は日本内地にととま らや、判鮮、支;

那 、印 度の 、 凡そ我が ｩｾ ｬｬ 敦美術 ｻｾｉｬ 私文 化 の ｩ ｬｊ ［ ｬ 泉 で

あり摘がり であるカ ぎり、 普〈渉猟せられてゐる

のである。

二重恭壇の洞目にあるE f 花紋の浮何人相輸の前

V I 1 4 6  

花の部分、初韮 内部狽問壇格狭rm等の形式 l立、倉IJ

73; に成ると云へば創立であるが、 その中 には、朝

鮮の、支那の、 正11度の迷い時代に遡る或る刊の要

素が吸収せられてゐる。初I J A 四ブ1j 8 枚の扉カ明1し

間 ｩ かれ＿こときに見＿こ 、 あの森服沼 ｾｭ 極まる二王諸

天? 郊の生気躍動する蔭には、こ れを彫刻し? こ人の

精霊が捧げられてゐるのであるが、 その彫刻手法

には速く エヂプ トの技法が掬まれてゐ る。 J1l に此

の塔ｾ遮 〈 望み 、 叉近〈 仰 ぐとき 、 自分は何庇と

なくネパ 戸J レのか lまりを微か にJ惑す必。 何故fごか

これは判らな い。

がｾｾ光の装百 ｬｩ Ｎ 7K煙の出・革、勾側、制 快、須摘壇

畿百fi 文様何れにしても 、創 意 と云へば皆創意であ

り、何時代と云へば皆向時代と云 A るであらう。

Ｑ ｬＱＧし それ等の悶々の ｾｉ 久世 ｩ 々の立匠の何であるか

を川はす、 この5霊塔全日豊が I r.占iの創作であること

を強制しにい。綜合的 ＩｾＮｾｉ 日 ｬ を持＿こすべこ 、 Ｇ 符せ集め

ｔ こ ｈｩ 式市 ＱＱＱ 昔日子法や 、 創設のＩ Ｍ ｾ Ｍ k  ｾＱ｛ｴｦ 干して築 いに

建築は、如何にそれが立 i庶に凡えても 、我々はこ

れに i仰1- 1こ建築I ' I " J似値を認めることは川被ぬ。本

搭に於て、榔浩として桜怖として織り 11' ，され? こ建

築要紫は ，Wii C::f数千の版mをもって衣現されつ〉 、

和五に深い開 ｉ 併とｩ｜Ｉ ｾｾＺｮｾ￭ｾ とも 、 全 ｾ￯ として貫 く ﾭ

lI¥lhの下に、 整然? こる ill 築史を展開してゐる。

今の日本の時代 ＨＱ 、 ［ￏ｜ ｕｾ ｊＱ寺代 、 奈良時 代、 平安

時 lーに と は 呉 れ も は や法隆司や鋭 仰43や京大寺や

平［，ｲ ｽｗ ， ｾＱ こｩＱｴ倍せられ＿こ ｮ ｩＱｾ 、 ｩ 架いれ Ｑ Ｑｾ e熱f，:j とを

以てする| 刻家il'j 美術正! ) ; 築 lま川米主(1 いH寺代である。

如何に i必秀な主主築家でも 、 その人の1E7t; の自 巾に

行はれ得る純悶: . 1 . i些-r J IHられ、最高官任 .-:x.・が、建

築判 ＱＱ れれや装自 ｬ ｩ の隅んまで 、 自ら ｦｐＺ を＿とり 、ｗｲｾ ｻ･と

って賀地に指導するといふことは 、 ￯ ｬＱ［ＺＭｲｾ困難 といｾ

ょ、よりはむしろ不可能に近いであらう。これを成

し滋げることに依って木塔は /.1'，来fこ。この意味で

四天 王寺五軍塔は 、 今の日 Ｔ 丈夫 化 のさｾｾ ｾ、＿こところ

の |止紀の記念建築として永久に11.( 八られるもので

あらう。



四 天 王 寺 再 建 五 重 塔 に つ い て

ま へ が き

w" 年本誌 5 月枕に f-四天王ヲf 五m塔に }j沈いて」

といよ、衣! 屈の下に 、オーとして過去の塔婆を rl'心に

ＱＱＱ Ｑ 飛を ｊｆ し＿こ事があり 、 今問問メミ 二 ， Ｎ Ｚ寸ＺｾＧ ， ＧｦＮ ｉＡｕｦ 放を登

刊 されるに 75・h 首の天r{{ 先生が御 f手¥'(r にな るrlJ

{!:':i[.，¥(まり 、: wにそのJ -.5fJ¥如主 力; r- 叉{ ' i J をか去はん

や」であるが、trr jIJ*日明の M氏より了mな御依加

を? 受け Tご'Hでもあり 、 lえる べく 前日U二文と mi主し

ない純 ｉ ，Ｇ ｩ｝ 内に於いて 、 竣 Ｚ 口 Ｚ Ｕ ｟Ｂ 宵の説明石ｾ ＺＺ ｬＺに ｊ Ｎｦｽｩｊｽ

1i 主主答] ) 概要を述べて前交の中山本をつけて泣き? こ

い e} tl! 、よ、。

設 計の大要

今阿 の復興 Ｎ ＢＱ てＧ｝ｩがつ Ｑ ー の直尚 、 ｪｩ Ｚｪｾ として 、 メミ ｩｻ ｻ I' J} 二1:

設 計・此作の干に 、 i，jrP佐保持エフJi ' j( 務 所がその笠Jj(jj

に Ｇｩ ［［ ［・ つ ＱＺＧｊ ｩ ＺｕＺ｟ 既に ＱＢＺ ｩＱ ｜ｊ ｊ，Ｇｾ＿ＺＱｉの ＮＧｊｩＮ であり 、 ｼ 泊って ｊ 立

［｜Ｑ のブ ｉ ［ｩｬ も 、 ［し ｾｉ ｣ＺＺ ［η 持 ＱＱ 江 戸 ｪ を ￯ｅ ｔｬＱｦ ＺＨこ Ｑ ｩｩ ｝ つに ｟｛ ＧＮで ｦｪｾ

寸べ主であるが、 円 F そのnj : . ，( がない J. :'&f足立 îi:X' の

ＱＱ りょによる Ｚ ｳｪ［ にしに。高 一 先生の ｲｾｩ げこ心 ι に添はぬ

! 日出ありとすれば、一ーに 'IY Xのィ、以乃致す同色玲め

持11. 1'1:ぴ :[ 1. トー げて泣き Tこいの

ｬＡＩ｟ｾＩＺ＠ ，¥1" の }.;_i a[ i として、 そ; J }j.} ｉｾ Ｂ ｦＮ ｪｾｺ といっ ｦ こ版

な ｾＧｬｐｽＧ￭ を州 ［ ［ｾして比政う。

1.  的 ＧｐＺＺｾ ， ＧＨＢ ｊ ill rJJ の調和統ー、を計り 、文政ー法 llili 弓ー

もちf めて十11/，附瞬統一あるも Gちを 川ょ、る :'Ji ー

2.  ｦ｛ｌ Ｑ ベ ミ ｉＭＺ ｾ Ｇ￯Ｚ (;t塔ql心の刷版阻むを千j し、塔は

克も ￭ｦｩＺｾ なえ ｬｬ Ｊ なれば 、 そ ｊ ヲ外相装計 ｬｩ !  I，:;i E  ifiJ t'i，f1E  

夫官なるもの にらしめるさiL。

3.  ｾ Ｇ Ａｩ にその外相 Ｚよ安心ＡＺ￟￭＾ もつに， ｬｩａ 乃ｊ＼ ｊ 見

lこ努める守ji :。

4  文化 JI J.控*j) qt:風 1:¥:] で佐l民主し Tこのに佑み、

制 苫(I" Jにも充分堅f，'il なものにらしめる: OJi: o

5.  塔1 ) 生命 fこる・J:!l q¥古: まゴ' Li，庇なものとし、 その

長さと塔身との釣令に ｭｾ をお ＼ :OJi: 。

6. ｊ ，ｶＡ 自 ・ ｾｮＱＧ 爾壇 ・ ｻｩ ｉ Ｇ Ｑ 翁 ・ 法 ￭ｴｨｩ 冬 ＺＺｊ l:!也陥 単に間

特 J ) 立[ i "Ue川ひ、徒らに 他の山塔を技さぬ?j io-

7. 令利は丁mに安位し、埼;下 登w: の:: I:要 1，d/I

遣柿はイメ保に努める事。

*  ｾ在者時 ｦ 品洲 ｬｾｩ ｲＮ大 Ｑ 手数段Ｈ五 ｩｬｬｴ ｬｬＧ ￭ｅＦ 笛 ｾｗｬｫ 主、｜ＧＮｩｬｬｾ技師〉

士

口
村 孝義

大韓以上の椋な' If で、 その 第 1項 に闘しで は、

今度復興工事の目 的 が ｩｊｪ ｛｝ ｩ ｈｾ 内 の金 ＺＩ ｻｴ ( 大修理) 中

ｉＢ ｊ ・ 五 ｬ ｬｩ ［ 塔Ｈ 再 建〉 に ｦ￭ｬｾ られてｊｩ￯ ｈ こ 伺 Ｈτ ｬＧ 門 に緩

し＿こ南側 Ａ日 Ｐｲｲｾｬ ｩ の修理 再建も合 ￹Ｉ 、 附近に 現 イ ｬ ょ す

る; 昨年: 、四ml"J， ｾＡ廊Ｈ大部分〉と い つに江 Ｔ 戸時

代のlfH建築ぞ全 < Ｑｮｾｩｦ｛ 見 して復興計 Ｇ［ｾＡ［ Ｇ ｩｻＡＺＧ 1こてるわけ

にはゆかなかっ? こ。 イi!・しこれ等$111建物と しっ くり

調不11するおに は、タと張り zJ: 戸時代の版式を以 て再

現せねばなら す . そんなつまらない員似 づっ川被な

し<' Ji: はf'1 1貯のE111であ るとして、 きれば一部の人 々

の主張し? こ如き ( 主 として建築家でな い素人〉飛

。ょに は、幾 多1!¥f ) ] ¥と同期があって貰現不可能な

マJiであ るし、 この鮎設計7 )-1こる 天間博 1: はHtw熟

Ａ征され＿こ ＱＺ 、 結局Ｂ＿ｬ［ｦ［ ｬ ｬ の ｦｕ 古起 きｾと して奈良式を

主に 、制古向郁↑官i(はま7飛|除を芯引.1山1

べ < ｊ取 ｫ 入れる＿耶 ｬιｃ に方針をを ｾＨ｟決』犬とめられ＿仁こ のであつ＿仁こ。

o仰併{: し/乍戸ら、 /1 '1司4る.，:" (T ｖｪｮｩｾｾｾ 内 の［ｩｦＮ ｉ ｊ ｦ［ ＱＱ 統一Ｚ立ｾ 1る+主

に '1'円五TI!塔は!日J- ー形式千法により 、叉修理の金

';;f:や廻廊にそれ33・力二千法ぞ1ft じて i J: 0 技. r ¥: eのJ隣

闘を保七せる ｙｊ 下にし＿このである。これ宅ｾＺＧ｝Ｉ主な貼

をわかり易 〈州;氾 してみれば、

1. 制 Ｑ ￮ＮＮ ・ 鬼収 ・ 風 Ｎｮ ｾ 金 快・五! F. 塔・r1111 fJ 共通

金.;;そ・五:市塔・中r"J ・廻 廊

のー部( 甫廻廊〉共通

3  . 的 j 益 金前 ・II'] "J ::J UIfi 

4. / 、桜形式 金常 ・'1' 1"J ・五: rn塔共通

5. 直ｴＺ ｊｾ ＮｲＧ￬Ｚ Ｑｊ ￭ Ｇ 卜 ＧＮ Ｉミ ｊｪＺ 金ＧＺｾｾ ・ ＧｬｴｪＢｊ ・ 五ｬｊ￬塔附同形

2. 軒 lC文相;

まに

6.  ｾＮｊ 側 ・ 料快 ｦ Ｑ［Ｚ 'I' I" J ・J i !F;! 創 l任問形式

7.  廻 1，11¥ 新T; Ｑ 司 規悦なれども ｾ｜｛梁

ＨＢ Ｎ 榊架 ・ 辿了・窓会寺ｦＮ ｬｬｭＱ￭ｾ

15ょに 直し rltj"J ・塔等と

の判手 ＱＱｾｾ Ｍ Ｑ れり

8， 共他金J l 矧 rltj"J ・五 lT[塔J i j 持!司 形 式

の如〈であって 、 ｩＯｊ ｮ 桂 内 の調 不 ＱＱ を ｾｊ ＭｉＢ ると ｪ 与に 一 方

五辺Ｚ塔 口 開と しても 、 その ｑ 匠脱様ｊＩ ｾｍｊ ｻ ，節 統一 に

深甚のn也、を初1¥つであ る事{ 立、夫f({ li，1J. 二1: も強調し
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て居 られる 躍である。その一端を示せば、

イ。fii 釧蓮花女;

鎧瓦の瓦訟 に川 ひ ｔ こものを二ｉＱ ｖ ， ｾｪＺＱＱ の洞日石

彫刻 ・ 初 ｾ ｭ 扉 の 引 千及海老事Ｈの座金 ・ 三共 ｊ 己

の! 内部 等に もJ!{S 汀1し?こ。

叉別相 の も の を 風 鍔 吊 金J1の 座 金 ・三具足の

_1-3¥iI ・狽 捕 壇下 蓮19' rl 彫刻 ・賀珠や詑車のA 耕

• J L輸 の 透 し ( 輪廊のみ〉等に、 史 lこ提鉢の

表而にも J'l i 鮒A 花女; を川ひfこ。

口。忍冬文

海老錠の表而主芥焼; の12t の透し iこ)I Jひ? このが

同 賄額のもの 、他 に出老抗の戸 ｪ ・ ｾｭ 繭 ｴ ｬＧＮ，［Ｋれ狭

Ｑ Ｑｮ ￭Ｉ￭ Ｑｩり・ 三 ｊｾ 足の ｊ｛ ｩｉＮ千 ・ ［ＱＱｪ 花や水対 Ａ の透肢様

等にも沼、各{ t > JfJ ひ、叉'これの促化し? こと忠は

れるものを持、 足時、隅木等の討lJ 街II りの文様

に使ってみ? こ。

ハ。初府内叩桂信li

制 Ｔ 条文［ ・ ［主務ｼミ文 ・ 迎イヒ Ｓ 首相 ヨ ｬ 宅唐」字 毛 ｾｩＧ｝Ｉ 文 践を

何 れ も 路 網 彩 色 lこよって向い? こ( 辿.珠 文 lまI l

- 色)

の様な事が取げられるが、 これ等は十守主II 築ゴ11務 Jifr

ｉ ｾ 副係のもので、 他 に初府内部付 Ｑｾ ｰＡＮ Ｇ ｩ ・ 四天王ｬａ ｊ ｾ 五 ｉｊ ・

凶町器 ・ヨlモ髭 ・l陥等は夫 ノヤ斯W.. の 大2誌の作になる

もので別Ｑｐ， Ｑ に ふ ｾ慮され ｔ こ事は云』、迄もない。

ＺＺｪ，くに 第 Ｒ 項に就いては 、 先つ ｩＩ， ｾｬ 自をｲＮＧ Ｚｪ < し て ( 二

車Ｉ ， ｾ壇Ｉ塔 Ｇ ｉＢｌ 、 、塔 ｩ 出巨 の［ 念を強調し 、 他而徒ら

ｬ こ ｬ 彫刻 ・ 彩色を 川 ひて主 ｉ ｉ ｾ 美に ｉｾ ＧｪＺす Ｚ｣ ｪ［Ｚ ＱＡ｜ｾ き様 、 Ｎ Ｋ ＭＺＧｨｉ ｊ

の) . ( ｾ、材とＺｐ Ｓ ・ 紘青 ・ 予定土 ・ ￭ ｬ の ＹＱＱｾ '，'i 米 trtfl Jせ

る単純な色彩を以て荘重な外視のぷ現に切め 、数

何 ｦｩ としては 、 金色の相 ｬ 愉 ・ 風鍔 ・ Ｑ 疑ｾｅＫＺ ・ ｊｪｪｾ共他

に川ひし金 ｾｉ Ｇ ｾ 金 ｊ｝ ， ・ 初府内部版彩色 ・ 即納ｬａ ｊ ［ 剃 ・

矧禰壇等を以てし全日豊の3 i E般に努め? こ。

第 Ｕ 項 ｬ こ左右し 、 ては 、 倒記長せるｾ，［塔の ＹＱＱ ｾ＠ / j 、託先

極まる外観は一蹴し 、i' iボ我凶に殻述せる塔婆形

式によって安広な形となし 、奈良時代金 小心 に 前

越 の 如 < ＧＱ Ｑｈｾ より鎌 ｮ に烹る ｈ 剖にの泉川市 ｬ を泊宜保

川し て、徒らに; 予Ti : J

純平和n版 のf3:主建Eな風将栴宅の」火え現にラ勿f め?仁こ。

第 Ｔｾ 頁 に就いては 、 シ ト ｩ［Ａｩ 府塔として耐民、 ｩＨｵｊ 風

耐 久 といっ? こ; l )Ji に就き充・分の安全J惑を保fこせるべ

く、 14塔の臥鮎は出来る Tごけよを干i I l i E して、i- Wo

(1句にも 昭和!の建築らしき新{ 仰はくを 力11へ1=。 そ の 主

VI I  4 8  

な黙を述べれば、総! て} 日材 ( 野物 ・化 粧材 を問 は

す 〉は内地 漆の約( 大部分 皆林署より 作 ti 'i" 交付 、

初 用 村 ・扉 板 ・J l.:.1也化粧良材は守行中 林 野jむより品

川 材の州下を受 (:11こ) ｾ こ 一一定して 他 材は 川 ひ す、

( 勾欄組寸ーを 一枚板でかl抜 き そ の 堅I"i !を閉すf . t と

各j奇大ご|ーのみは搾料としに〉且 f，Viili 材 は 成 る べ く

太 〈 大きなものを 川 ひ 、材 自問ｻｴ＾ Ｑ 為めぬ拡ｾ ｾこ 心 掛

けに。例へばlf iI 方 へ 11¥る11-，J木 を二方 CW: 凶とか南

北の如主) 1本で通し? こり 、頭 目・を峨推しに して

杭の ｗｾ 取りを少〈し＿こり 、 特等も コ 人材を 川 ひて Ｚ 奥

迄ｩｬｩＡし 、 或ひ ｬ ま ｾＡ￭Ｇ 物も桔木を除きすべて ｪｦ ｊ 材ーを 川

ふる等 、 従ｾ＼Ｚの塔に 比し 村 Ｑｩｩ［Ａｩ 材の材も Ｑ Ｑ は非常 ｬ こ大

ｦ ｩｬ をｊＮｴ ｴ しに。又金中 ｾ ｊ もポ ー ル ト・ 主 ｊ ｊｌ 仙 治世に 川

ひfこけれども 、 これ等は iI ¥且立の便宜上と :flnU)J( I句な

有 ｮ 強 ｄ 己 ， ＺｉＡ ノ長で 、 ＮＺｴ ｎＱｩｩｬｩ 物ｻま全部本口組 ｊＩ ｩｾ 且介せに

より堅 ｉ ， Ｇｩ Ａ を Ｑ 測しである。 ｣ 数 ＨＱ 千五 ｼ 主の ｾＺ， ｩｾ 命を似 ｔ こ

せる号3・介、 -t;'U1ffi 築に於いては餓金物に1切り する

ｾ Ｇｪ［Ｚが川＿Ｏ＼Ｚなし、。このＺＧ｝ｩＺは正 Ｚｊ ｪ 温多 ￬ｮ の 我Ａ或 ｼ に於いて

殊にも紙片ーな本質である。Ｉ叉村 ｬｾ［ｩｬｩＨ がＮ｝Ｑ二本 ｩ［ＡＱ 伴Ｚｾ j-: の

ｾｊｾＩＮ｜Ｇｊｩ の Ｍ ＮＱ こる 二 ＱＺ ｊＮ￮Ｎ に代って訓 ｬ ｩＮ ｪｬ ｻｴ＾Ｎｪ ｾｊｉ ｊ し＿こり 、

ポ ー リングによって恨[ ，'i !な 地 盤 を 時 め 、地 下 約 8

ＩＭＡＮの彪より織防コンクー リト の頑 丈な Ｉ［ｾ＿ｩｊｴＡ エ Ｇｊ ｩ Ｚｾ

施 すさ卒、. !.&ひ lま村，);ilii' I"J に無理のな い ( +.il!ょうi居 住

築のＮｔ ｮ ＭＺｉｾＺ による 「締り」と木 材の牧 ＪＧ￭ｩｩ と云ふ悶 ｩｾ Ｇ

より) ｪ 祭懸ｩ｛ｲ［式を Ｑｾ 川し ＱＺｾｲ 比、竹川 ｩ ｬｩ の強 問主 ｔ

ｦｩｬ つにあ υ ｉ ｾ ｾこ他ならない。

第 5 1，頁に就いては、 'HI怖が塔J ) JrbJ -¥: トーのさt 命て♂

あり 、 1 i l 市要部分である版から、その13: 匠 に は15

Ｉｊｉ ｊ ｊＩ ｩ ｩＺ立を初 ｉｬひ 、 その ｪ にきさに於いても 、従ｾＨＡ厄

jrJ n引にの下るにつれて、 111愉の i七さが如 くなる傾

向( 塔 J 'j- jえに到して〉がめつにのに舵み、.，' i ょに

!依って HI'';::;l<: 大なものと し、椛 U e の釣イ? を j必岱

ならしめ、や: 陀乃 JI予佐美の服] ，xにラf め1=。 閃 み に

付 ｉ Ｇｉ｜ｾ 1 塔 身=-.: 1/2. 45であり 、相 愉 の ぷ l i 40)-!. であ

る。

第 ＶＱ 頁に就いては 、 昭和のド ｪ Ｎ ｾ 主主い」、比 ｊ 也から

ｊ，ｮＭ，［ＺＺ ， ・新 機， Ｑ｛Ｑ ＱＱ を川す服、， ｲｗｩｬｩ 外 ｾｭＩＧ ，Ｚ そ のＪ ＯＱ ＱＱ｜ ， Ｑ 刀 千 法

返現に [1深 甚ηi ｪＧＮ 立を刊 Ｑ ｜ ひ 、 合平 ｉｊｾｾＪＩ 佐官 ｦｩ め 、 ｊ ， ｴ

ｾｴｬ 初ｲｊ :{ ｩ Ｉｬ， ｊｾ 長 ｉ ｊ ・ 糾矧杭伶狭ｉｩ ｜ｬ・ Ｓ ｊｕ ｦＧＺＮ ・ キ ｩｬｮｔ ＨＯ ￃ ｊｩ ｾｩｬ

純 彩 色fAι 長・村1'1倫の立匠等、夫 il {1' ，Ii .  1:10;，特の. uIJ 氾:

に川? こ底力: 少くないのである。共他?: 1n1¥i I の比例 lこ

於し、ても従オ＼Ｚ Ｇ ｊＩ ￭ Ｇｩ ｾ 替を脱するおな し 股よの ｴｬｩ 川

ｾ認めにのも 、 要は ｉｉ Ｈｾ 手 ＱＱＡ Ｑ ｪＺ挫の工 ｩ ｾｾｴ あらしめ ｦ こ い



} 臨旨に他ならぬのである。

第 Ｗ ｉＮ 頁に就い ては 、 塔婆本ｾ＼ＺＺｊＩ Ｈ ，ｩＢＨ ｱ ｊ ｉｉ Ｇ 心が合利

にある -' H は今夏多言 を 侠 fこす、市して四天ニl ミテの

場 合、塔 を - - .f， /C泊平IJ 救: 塔と 隅 し、 聖 i:t¥ｊＮＨ 寸 Ｍ 御ｾｊ，ｉ，

ら六ｬＧなの合利を ｾｍ Ｎ｜ｪめられ＿こと俳へられ、 ｾＨ ｩ 塔 下よ

りも了Xfi; に奉安 され に令利が鷲見さ れ? このであ

る。そこで今!可 も新らしく金銅の合利谷部を設計

し、7k昌 ・銀 ・破防( l ii'j 子〉の森器と {H二川して、

恭しく隙礎ｉｪ ｬ ， 火 Ｑ Ｇｾｲｾｩ Ｎ に納入 しに のである。ＧＨ ，｜｝Ｚ Ｑ 答 下

殻加によって和々強はきれ? こ遺構'1
'
、おも A 要な

1fi 擦 礎 下1'" 現の数々は、 弓トーひfilJ 建岱初と思はれる

擦礎力: [ i ' { t ; 認され fこので、 これを 中 心 にその日i J 6パ

刈( 内法) のコンクーリト地下 t宗の Jmきものをそ

のj てlこ作り . この j怠にび砂を以て兄泊り納め 、 (こ

れき.ttJ 'l椛D他新らしく ! こよ: Ｑ 行お経行 、 円高霊 ｍ ， ｮｬ ，ｾ

塔安 全 ｦ ｊ も納め ｦ こＩ丁 ｊｔＨ にｻ米イがをｾ }i)jしfこのである。

こ の 地卜こ誌はｾ物のＩ ， ｾ礎工 Ｚ［Ｚ ｝ｊｾ と桁接な ｉ｢ｍＧ 係にあり

これが' f f ! 泡には HI 岱脊 労 し? このであっ? こ。

大 器 以 上7 J.1l nに介 けて辿ベTこ桜 な立がj のず!ニに

h: 旦堵: L' ] ;:j): 進められ? このである。

五 重 塔 の 規 模

倒 i米せる戸トJ { ¥: T ｾＱ＠ )]:，: Ｍｲ ｦｩｊｬｬ ｪ の［ ＨＺ，町民、ｾはこれ主主徴

l' 可のιHHXを粧てんi る ものの 、廻反1¥内に於ける首初J

のＡな世は少しも砂勤して五Ａ＿ない ｾＧｪｬｾｾ＿ｾＱ り ｑＧｈ こりれ

ども、その脱肢に机いてはあ!iJi' {li1J_ ￆ 到取 を件る ｾ ｝ｬＮ が

ＱＱＧ ，ＧＩｪ七なかっ ｔ こ。そこで ー ー許 ＱＡＧ ｾ ｾＡ ｦｉ ｾよ方法として初 ＧＩ ｽ育

千両のんきさはifi 塔泊り 、 その 1迭 を-+tj 買んで24

)-!_. 5  .j. と決め( 判塔日IIJt iJ lI j.i 立ぴ lこ江戸 11引にの iiD%!<

によるｾ Ｈ ｉＱ ｜ｪＳ ， ｩ ｜ｬ ＵＩＨ］ＲＴＮ 5)-!_. をJ宋川し に) よ1:11¥1の書Ij

付 や. 卜' .1¥1午前j .i( i . ぴにJ/J'" 日1・lalai- は泊世に "J{tll し? この

である。ノ)"'1汝千によってその刷要を示せばJ くの虫11

〈である。

穂 高 144・8 (i!lt官1針突引を除< )  

ｾｏ Ｎｏ＠ ( 路盤ドより 1F，e珠唄迄〕

I作身 97. 7  〈石口より 252主1、迄〉

『t? 7企庁l 7.1 ( 地盤国より地犯行 U 迄〉

6. 7  叩 よ り 師 1二悩 )

I.J'N 2.5 ・・・ 地検何より必矛[卜

卒 函

l二号1. ill 46.0 ( 必石 t 端外法〕

基1立

1，1史没 56.0  〈 〉?  

初

-
J

川

一則

一利

一利

一則

'1' の 間 | 脇 の 問

四

一

五

この ｲ ｬ Ｎ Ｑ 線的 ｩ に於 いて日塔Ｈ約 Ｑ Ｕ ＸＩｾＩ より Ｑ Ｓ κ 許

り低〈なって照る事賓が、まるで塔の値打を低下

さし? こかの如く思はれ勝であるが( 主として素人

n¥l lこ於L、て〉、これは rt' す 迄 も な 〈 前 の 塔 が 必 要

以 上.に高過ぎ に1，' $で、あっ て、初 j百. Ll王国 に 比 し塔身

1) ［矢拡に［ｦ Ｚｪ い ゴ ド は 、構造 ｉ Ｇｉｾｊ に不安 定な許りでな く

見＿こ 形も皮 ＱＱ る感心 ＱＱＧ ，来ない ｾ ｊｲ は自明の迎であら

う。ルkに今度はJμ 自 を 二 軍 に し て そ の 正:j を主主 し

(}'1塔 は- :mで正:j 約3 ｽＮ￧｟ Ｉ 、叉ＧｈＱ愉も ＲＩｾ 許 り ｃｻｴｦ ｈ ｉ

愉 は 長 約38)¥.) :u: < しであるから 、 これ さ辛をIIJ j). e

に入れると、制塔はその塔身に於いて約20)¥. 近〈

1'1
'
び過ぎて日i1こ' f ; ーがわかるであらう。叉、三二霊J

ををｾＮｪ保宋 川し ｦ仁こ の ｬはま 、 j l11に山j < し て 立i灰に見せる 潟 の

みではな し 塔 婆 待 崇 カ 立l米を もち 、古 式 等}T( に

もなり( 現イ(.1J: Ｇｔ Ｈ 塔では法 ｉｾ 条苛］のみ二重ｾ ， 主的 制を ＿

とるＩ 、 ＱｬＡに本 ｬｬｩｾ 楽として耐久性をも ｔ こす不明治

Ｈ地盤より泌さＧかるおに ｬ 仏紙が少〈なる ｉ ｾ ｍ 係で ￭ｬ

峨ｾｾ 他 による悩似を 防ぐに役 立つ〉も者 ［ Ｎ ｉｂ し ｔ こ ［ＨＺｩ Ｇ ，

県である。

ＧＨ， ｜ｊ 培婆に於いては 、 初 ｪ 斥 ＱＩＩ み ＧｾＺｾｊｾ とし て 川 ひ る

1.1、 その内1¥1¥を:守派に装飾するのが常であるが、

二府 以 ｊＮＮ は ｊ￯ｬ に外視を 整 へる ｲｾＧ けで 、 内部 は 州地

部分と考へられ る から 、初府と は全 〈 巡っ ＿ こ ｾ ｾｾｉ 床

をもつものと去はれよ う。 陥 っ て そ の 設 計 lこ岱つ

で も 初 層 と 二 府 以上と で は そ の 取 倣 ひ に 大 分 の 和

ｪ 主力ｾ ｴ 十Ｎじるわけであっ て 、例へば平 而の逓減 ｾ Ｇ ｮ こ

しても、 1)) 府と 二回 とのIi 'ilで特に大きくしに如き

叉 柱 ・大 'l ・叫 快の類を 凡そ 三 種 煩 tこ日 IJ け初府は

特に大規悦なものをH j ひ、 2・3 }昔、 4・5 局主 規 模

の ｉ ｊ 、 なる Ｒ 組を ｾ ｉ 日 Ａ［しに如 ｬ き、この ｊｾｉｾｉ 床に他なら

ぬのである。刊し 1- に 行 〈 に つ れ て の 極 端 な 減 少

感 を 起 5 せぬ1 . 1 と金踏のあtー を 考 慮 し て 梓 ( 地 時

Ｚ Ｏｉｾ怨椛 ｪ りは朴庖同部同 一 規模 とし 、 仏 ｪ 欄は ＱＱ Ｉｊ 首

と 2 } 育以上と 2 つに日 1J t 1て剥nか いE訪 1]は し な か っ

4 9  VI I  



?こ のである。

か〈て今回再建 の 塔は 、 そ の ｲ ｾＺｊ さが多少制塔よ

り減じ?こけれども 、我凶に於ける現イr五:rTi 塔r: lrで

は第 3位 l二位する規悦を有し、!泊1る大きな塔婆に

属するｾｽには鑓りな い のであって 、 本ｊｊＱＡ ｊ 荷塔 ｲ ｬｾ の

大建築と郁してよかしも 道支へな いのである。

工 事 経 過

四天王復興工事のIIR日として、 金魚ノc修理、 rlr

門再建に引制寺 、最 後iこ塔婆の l年越に掛り 、今イH

竣工の運びに立王つ fこのでーあるが、 その川の主な

IJ¥長1<: =-1;ーを場げれば次の如1< で ある。

昭和 11 - 10- 13 j 色侭 k. 法令官長n

4  12- Ｔ ｾ ＲＲ＠ ;iifj ・州':i¥:j以n

J〆'  13-. 5ー22 す/ ー柱式内 11 ( 例会，f' II¥内入〉

4  13- 9- 6  :u工 二}奇ーな柱

?  ＱＳ Ｍ ＱＱ Ｍ Ｒｾ＠ 第 三 崎 ，'r. 柱

?  14- 4- 28  第ｻｬ ｬｬ ｝ 奇 ｜Ｏｾ 柱

?  14- 7- 26  第: J LR子; r_柱

?  14ー 12- 22 ｾ ｾ＠ !t:t:抑{，j

4与 15ー 2- 22
相 .'1命全; ，m%rl "ι 了

多

15- 4- 15  足場以外了

?  

15- 5- ¥26 ず'(.p;;_ ＩＢ，￬｟ｴ 千 Ｗ 民主 Ｇｉｾ

この粧過をよ4るlこ、 l!¥l'iる III(i; PMI こコ ::' J; が、江主妙し

?こ如1< 思はれるのであるが、 2J;: 宜ーはなかなか 3 う

簡単 にはqiかす・、 +11  Ｇ ， ＺＺ［ ［ ｗ Ｚｩｨ ｦ［ ｊ に辿ｾ干しにのであっ

? こ。例へば l年ill p¥r越がJ Ui¥l 化す ると I，ij n，'i"，こ「 本

浩か3攻防か」とし、ふ恨み;的な刻Wl J が持ー1"って、約

I1モ歳に渡って 11I :11r ! の観聴を集め、 これがどう lこか

寺ＭＨｦＡ ｩｊ の希望通り木造内主 主 に次〉として 、 愈 ー ｉ フ Ｉ［ＺＱ こ ｉｲ￬ ｾ

千すると 、川 もなく文ｊｽ｛ ｓＺ Ｇｊ［一 地 Ｚ ［Ｇ ｪＩｾ し 、 ＺＺＩＨんに白川杭

:I ;IJ の強化に つれ、塔工、J;:にも影押してよHJ. C • +1ド|命

令: :i) 1:lt Ii J がII U:週になって ;10 こ。 {l{' しこれもえ町f な

く使へる :' J; :になってとんどんーに'1; がillil 少して J，r:'1こ

属、最後に itbLi" i  Ｑ ・ 乃 ｾＩｴ［ ｩ ｉ の， ｮ ＺｬｬｬＩｪ 法に ［［ ｾｴ ｾ 、 議 ｊ 命

力;i11: 脱して終易に決定に宅ら今 、XAr uj に現( まれ

なかった i11愉J ) 金?i i' ｉ 史川川Ｚｭｾもあって 、 ｬ λ Ｑ ＧＱ 治は

なかなか大鑓であっTこ。f){' し j主に寸: ( l ! l J J) ，I[C ｱｾ なか 、

工j: 力日必められて 、大説希止とi品川f J ' (，')!:し て、挫心主|ー

も取イ、｝Ｂｾ 、 金色の ｩＱ Ｑ 怖も鼎り 、 ここに Ｇｴｬ ｩ 谷本 ｾ ＼Ｚ乃 ￭ｾｾ 、

ￌｊ 訟を ｩｾｾ ち ｦ ｊＱこ のであっ ＿こ。＼＼ＭＦし ＯＱ : らタJJi十lλ' J ;".'11のi五

彩色に於いては 切金ぞ快川せ子、又時 ・}[;j 震・

隅本等1 ) ｙｩＧｬｲ ｾ＠ ｊＧ￭ ｬｩ りとして、 金よ Ｑ ，ｾｊＩ ｪ 基金 ｊｾ を ｊｉＩ｟Ｇ ｈ Ｈｴｪ 、

Y .I 5 0  

る7象定は . 代川ri l"1こる陶器製にきiき克 する 等 、時局

の影響は少から す、 Y'* lこ針川の思lil こ於いては、ct

強的似J事のrjr 止 や物伯尚工貨のil{し". り今によって

容附 金力 議定額減少や珠算 超 過 を ＿ｪ ＼Ｚし 、 ミ ＧｊＺｬ ｴｾＢ 立局

の苦 心 はｾ ￬Ｈ，Ｚ んならぬものがあっ ｦ こ様でーある。か く

、 て非常時 ｬｴ 地 位 ［ 立の苦労は 各方而に及ん ｲｾ のであ

っ?こ。

結 尾

今同の四天王子'; :15i 興工事は 、 その徐立( 100 高

岡〉規快ーよりみれば決して大主は云 lまれな いし木

造コ Ｑｌ として も ｉ ， ｾ 程 大 き なものではな い 。 ＱｊｻＧ し 乍

ら 四 天 二 Ｑ Ｚ て ｩ ｪＭ の ｬＧ ｉｾＺｋ Ｚ ， ￬ￍＧＺ ひず にその 立 塔の ｘＡＺ 北をＺＮＰへて

よLれば、 'ill 主に千!I 主一ー辿 T，人ゴ] i 主でゐ つ1: 。外、に前IJ

日 ｾＧｵ［ 初 ｪ 攻1.
1

主ぶマーが J I' 市灘J ' f;:;J の待IJ f I 守勢にあって 、

設同の究 ｊ るとして御述、 Ｗ になっ Ｑ こ布石ｾｽ， ι ひ 、 今 ｮ

{I.q 木々竹イi ) ) 大 j ドJ;?時局に古り 、! 存ぴ l泌氏|の1官接

Ｈ擦乃か｝に 円 支ＮＧ｝ｩＧＮ挺 ＡｾｾＱ 主将 ＱＺ Ｈ，Ｇ英霊ＱＧ，を ［ｩｬｾ し、 Ｗ 手

提 を? ｉｉ ｾ ふと ｊｉ｟Ｚｴ 二 、 文字通り ｬ 准 ＺＡＭＧＺｬ ｬｬ 主塔のｊＮ ｨ たを＿もに

せfこ) とし て、i止符(II'J i万fr jJ を父ーめ 、 これをJ l Pill す

るに情つに?討を:- 1<)・へる f時、- .) 0の 'F人:'I{ I・{t- )JII へ?こ

のでゐつ1 : 。やひ幾多刻1・J;) 討にぶつかり /1三らも 、 よ

く Ｑ Ｑｉｾ｜Ｑ｜Ｑ 1'1 前 の 介 ) J により 、 行l 己j' I<i ) j r( l i の五位ノ〈な

る御後民全性て、よl ' - n¥1広〈決院のili; ぴに弘常つ fこ

ＮＧｊ［ＺＨ 立 、 キ ｉｾ ， ｴｬｾＺｻ［ '1.1)は1，' ，1より、大人:1仮lことり 、 ひいて

はよi¥米としても 1減に監!?1に絶えないん邑であらう。

除に叫に続多倍 ｉｊ ｊＨ ｻｑｾ 賜つ仁科 Ｉｪ げＧｪｪ乃 ｕ 々に寓世［ょ

の刈立を d<すると JI_: ｴ 二 、 笈場起策に ＧｓｾＮ ＺｲＮ Ｚ［ｾｩ ゑへ

る人Ｚｦｩ｜ ＢＢｊｾ 刈 ＵＷ ンＧじｽ，ｬｩＺされ 乍ら Ａｬ ｎ ｊＩ 耕民ょを ｦｾｾ 仁子、

平然として他外

され?仁こ!明り別jJ珍参ゑ刻a判|

先 ｾｉ生 Ｑ］Ｎ＼Ｏ の ＩｾＱ 日 ｬ こ主釘 ｊ し

;災必災〈心心、よ り氏t十小判仲'1:巾:リ市;ド1の

:l!:、E含プ』ぷ乙し 、ノ-k;主

の待jl 文相I'j そIIVrっ

てJ I: まない43く日ー

である。

プ式:に 問メパく! 上古1e

|附t針品制h討山'ilf係系主五応:〉b川ff買買t. ををｾ - 1刊円

して i問1官由1司d'，'1山i

1す- る: Ojれこ寸る o

，［Ｚｲｾ＠ 1  j;，:，IHI 愉令Zt

* 市間よりでん

( 第 l 園)



t: 底。 中心の擦のみは色付で背思い夕刊闘をして照

る が 、 露盤 ・ 極鉢 ・ 前花 ・ 九輪 ・ Ｗｬ｜ｾＧｉｬ ・ ￬ｩｴ 車 ・ Ｑ ＿ｩ

珠 等綿、て金箔 抑 しである。 ｾＫｊ 布告は塔のメ［も ｮＱ 要な

部 分であるから 、 ぞれを鍛金す る事は3 ft:: 践の12日米

に他なら す、住背は何れもさ うす るのが原f l I lであ

っ Tこし、今 日でもネパ ールi或| の塔l立ie械であると

伺 って居んされば金 色 の ｾｻｬ 輸は ￯ ＧＭ￮式に ｈｩ し ｦ こ迄

で 、 賢禅でもなければ 、 今 回 ｊＩ 自 ｉｊ ｾ 長 でも ない ので

ある。但し各部乃古: 匠には相首苦心 j); 捌iばれて居

る本は本文で支] l ; べ?こjffi りである。 この可・11輸の: 長さ

ＴＰ Ｉ ミ 、 九輪 ｦ ごりの長さ げ Ｉｾ、九輸の ｴｮ ＭＢ Ｑ 翁 の直経

5.8) ミ、23九輔の直k，'日目0)く、係盤のーー法7. ＷＶＩ ｾ で

ある 。

第 21品| 机 倫 見 上げ

九輪 ] ) 阿 ｾＧｩ，＠

には 8 作付 :f三

つの! 孔鈴- 5: '

下げ谷輸の

j てi白I ( 主Y 字

引 l ) 緊ぎに

よってl : ilj 州

連花交を透

しで現 ti し

て居る。

節 31泊l

羽1I翁ー卜品仏

1!{目玉来 ・i¥-li

車 に は八誕

の早朝 ｾｦￆ 花

カ;1すき、71¥

煙の意匠 ti

忍、冬文であ

る。 71¥也!の

高 7 }く その

rlJ  2 枚組立

て て 6 )えで

あ る。

節 4 1@1

相愉干 ｬｾ ￟

引 ｲ ｾ Ｕ Ｑ ＼ｩＡ ｩｬｦ ｾ＠

鉢 ・平頭

51i 花

ｾｾ Ｔ ・ Ｕ jiH  

【第 2 圏〉

( 第 5 園〉

( 第 4 園 j

ｬ ｾｾｩ ｬ で誼鉢表

l師 連 花 女 ;

や、平踊之)

'11手、 ｊ￬ｾｲＨ との

型、冬虫よ守・ プ〕

1Nl ヵZわか

る。

部 61; 品|

4答民主Jj;l i，'，J

作J ) 那知| 母

て1; -- 行

3  Jl f7J旬

塔 の 主 要'; W

分が完成し

? 二回、京大

〔第 5 調〉

( 第 6 [宙〉

地 医研究 所 より事 Ｑ｜ ｾ ｊ￭ ｉｗ 二 ＱＺ 、 荻 ｊＩ ｊＨ ｊ 旦製ゴＭ等 一 行 Ｔ 人

塔 の 民動調布に来場され、j主k:J"1五1' :innlこi度って詳

ＪＱＱ Ｑ 塔の民動 ［ｗ ｉ 之を笠施され＿こ。その紡，ＡＮＡｾ従来その

比を見ない程担問なJ:15浩で、普証l ! の風位で tJ . i 答は

微動もせ子 、 出ＱＧ Ｑ ＭＱ心 牲は塔の主 ｦｾＢｊｾｪ￟ｬ こ は ＱＡ｜ｾＱ ｩ｝Ｉ［ｊ係な

司王が質持さ れ、-"p. 紫我々の巧へて居1 : 事力 ;1リ1か に

5  t  V JI 



なり 、 ｼ品 ｈ 系 ・Ｎ Ｚｴｦ 一 同合喜ばしにのであつに。 ｾｲＦ 震は

荷造 ｢ の Ｑ ｾＱ 否 ｦ ｕＺ 機械頑と共に引｟ｉＭＮ直前の記念 ｩ 設影

で、 '1.'央 がYJ[;釘 I:l;I;Uで、 そ の 右 後 ろ が 粉、Dfl氏であ

る。Ｑｩ ｬｲ Ｎ￭ ｩ Ｚｲ ｾ￮ 向 ｬ 一寸すのＮｰｴｊＱ Ｑ 字買 に 釣し紛 ｌ ｕ Ｎ Ｇｾｌ ＼御 ｩｾ を

111上 げて泣 きにし、。

銘 n品l 第二眉iliUI音[¥

祇扉には金制の八双 ・四来金具がつき、J ' E . の; 主

子 lま荒し

その隙間よ

りは' 5' f Ｓｩｾ｜ヵ ［

iJfclli! 川来る

般にしてあ

る。

引 81品|

塔 婆j主自宅

南方説内

タ卜よりよも7二

日j買で南北

一‘ 直純 トーに

主要点[ :こj: ヨ〉

並」、四ヲミヨi

V II 5 2  

( 第 7 嗣〉

( 第 9 岡〕

.-.-

ＭＭ〆ｾＭ

ミ ｾＢ ｊＺ ｜Ｚ ｩｩｩｬｬＡｦｦｅｾｩｾ 世の一端をお ｵ 、事が ＯｊＧ， 来る。

部 9 1♂1 iijll).U;全 景

在より金堂 ・ 塔婆 ・ ｲ ｬ Ｎ ｑ Ｂ｝ と ｾｗ ぴ 、 塔婆 中心 の Ａｉ Ｉ｛Ｑ

按配世を示 して居る。

知101白l 五 irc! 益法部

主 ， として二主抜 ｾￜ の模様を示すｾ［で 、 5 月22 日

の撮影なので維産式の前ｩＱ ［ ｊ ーが見られる。 ［ｊ，ｾｾＧ 自四方

に( 二万しか見えないが) IIJ). if(の昨年段がつき 、±世

上には j疑費珠勾闘が廻って居 。。

第 川 目1 Ｉｐ ｉＱ及びキ ＧＩ ｊ ｊ 百 ｩＡｩＮＢ Ｑ ＱｾＱ｜

Ｉｾｪ Ｚ ＱＱ と初府との Ｏｩｪｍ ｦ 系がよくわかる。

却 121沿1 )，PYt 附詳細

二 ｈｩ Ｚ［ｊ，ｾ岨 Ｚ Ｇￆぴ勾Ａｗ ｊ の ｩｲ ｬＧ点 ｈ［Ｐ［ ｊ ｾ す ｦ ［ｩ［で 、 i!iJ 千七支:MJ ;

刻 の直怨は 2 ｽｾで ｴ ， 長命保 Ｚｪ ( 地 !ーより 二m日耳石_I -.

端迄) Ｖ ・ ＷＩｾ である。

却 131i 日| 初 j替附見上. げ

三千J l i宍171で千安j切以ji lj J )  f bt  i' もち 、時 . }.芯

檀咋乃叫には Ｑ 占 Ｇ 色 ｬ ｾ ｴｦｲＱ ｾ Ｎ器製の Ｎ Ｇｽ ￬
ｬ
ｬ ，ＱｇＱ ｬｪ bがついてA:' る。

勾闘力阪支珠 やk ｩ｛ｐ ｾ ｔ｜ 六楽は何れも金 ｾｉ ，ｾ製である

部 14li ，iil 初 j碍扉



初 居 扉 板 8

枚 は fi l J れも 4合

句 1枚板でそ

の大きさは長

8.  1  7尺

(1制l廻し の 突

起を除く) 111  

2.75尺厚O. 35  

尺 et， 9帝京林

野 局 皆 林岩よ

りの特資材で

i新〈 ・とれ? こも

のでめる。装

l印に 7列4行 づ

つ 金 制 の 6某

( 努 12週〉

写L金物と ート1 、

に 8双 をねつ

7こ。 1M!j，lj!! i  ｉＧｉｾ＠

!fliJ の扉には i E

エL と同様形式

の座をもっ Tこ

ｊｦ ｾ 、手伝 Ｑ 1f' ，1づ

つ J1Jl H v-) (子旬、

［ｬｴｩｾＧ ｈＡＡｬ ｊ＠ lこはこ

の代り 1f :j: 老院

が 川 ひ て あ

る) ＭＧＭＮＱ
Ｑ
ＰＱ［ 誌 Ｉｩｾ

ｬｩｦＡｩ 刊 ￟ｗＩｾｬｩ ［ￎ［Ｉｾ

( 第 14圏〕

部へ迂t 1) ｈ ｜ しの Ｔ 業形式ｾ ｾ本川し＿こ。

節 目|置[ 仁 王 扉JAj;刻

現 場 へJI元付前撮影しにも ので、T¥'I正|白iへ j氏まる

二l古1である。 初 府 扉 8 枚 は奈良美ー術院長 7こ1) しj¥文

明珍恒男氏に依似し向合 ｉｬ ｊｾ とｬ￭Ｇｽする方法で ￸ ＡｬＡＧ象七

彫刻し極彩色ｾｪｪＨＱｩし＿こ のであって 、力、かる式 の原

則［刻は我 ｾｾＱ には米 ｜ Ｚｾ ｮｔ でゐ ｢ 、今回 の塔 に 一 見年 Ｕ

i " 添へ? こものである。

第 16悶. J Rff !l J

扉ーl I 'ri

取付後の初j荷

扉ｾ聞い＿こ彪で

これは来( f ! IJ のー

ｾ締めて Ｑ Ｑ Ｑ から

見るとこ像力 ［ＩＷｾ

る。( 聞いてタ卜

から見るべきに

.  長 J担判抑'1中lドl • l昨|月恰1作和削F相判il州l

4制古卦i午彩5色の i悦莞対+牒1未i も

内 部の i 〈第 16閲)

市 (!!I Jの四端の川を内部よ b些んr:: 潟 民で、11&と

下Ｎ の 地主三仰をｼ徐吉、他 のＺ ＺＫＺＺＱＢＨＱ，には全部極彩色ｾ施

こし、四天 位 ( 1本に 3越づっ合計 12天像〉の 11¥1¥ 

と四方。川市j壁11泊上下にHl市ll: i" iWi いにのである。こ

の闘で 上 の制後入りの分は南方 ｦ［ｾ［ｴＩＩ ｛Ｑ 河 ｦ 土訪 のご ド￯ｉｔ ｩ

であれ下には八 ￭ｾＱＩ ＳＺｬｾ rいの詑を、 叉牲には7]¥天 が

国 ｭｾ 愉邸内に 話 古かれである。

都 191首| 初府内部の 2

5 3  VI I  



南方正岡

内 ｾｍ＿ 見＿こ

53j買. で、憾

の四方を ;f!x

( 拾の 1 ;枚

板で大 Z さ

約 11 )¥. x  3  

尺 x O， 13)く)

で凶み、 こ

れ lこ四方凶

似 ｉｪｾ 識し、＿こ

r. I'lの南方都

Vm三命像が

見られる。

前記外陣η

壁苗 ・四天

往十二天{ 象

と共に付1¥詰

は純‘ て笠本

印象氏の作

になるもの

である。又

須摘壇上に

四天王像の

r. ll の二胞が

世かれてあ.

るが、 これ

等は新納忠

之介氏の作

である。 f昔J

下方の三兵

足並びに付I}

Wi 仰像以外

の極彩色は

憾で建築事

務所の! 出雲

ｾｸ 計 になる

事は云ふ迄

もない。

創 Ｇｾ ＲＰＱ 時

須摘壇

須禰壇は

四天柱のI 1I J に

V I 1 5 4  

( 第 18置〕

( 第 19圏〉

取付け、黒漆、 I函朱仕上げで、持狭間の底商は漆

泊、疋、各支:の表 juit 主総青、 (f! IJ Il jj は米漆になって居

る。特例HJ の股拍・; は今回の創案であり 、調1雨明の

下古111こは車部I¥' j

点

。

て

(

け

つ

刻

"
恥

向

山

竺

汀

ゆ

が

』

繍

向車

問

方

。

謹

一

線

山

る

、
，

w

e
刊

刊

・

3

日

〕1

4

U

J

H

ム

μ

百

四

日

蛇下11↑i

*北EjAの | ヌt.，:

ｅ了 ｾｩｴｬ し＿こもので

凶天性下部の悩

彩色悦棋や 須 ｾＨＺｪｾ

んで居る 71)¥態等

がみられる。

お ￭ｾＲＲ 岡四天

柱』ト.令官

西北明のも の

で、闘形内のHI¥

{ 設は地天 で あ

る。村: e  共 lこJ 三

官11畑 、l ( 抑等の

極彩色文様の大

躍を知る 41': がトL¥

列ミる。

負'm: 品l タトlirli

5尺:;14ニ見上げ

組入天井で、

その辻に落肉ｲＮ ｾ Ｑ



高の囚誕百II 1) {e 

付り装飾と質t I J

( 組子の隙¥1¥1を

防ぐ〉を %!:ね し

めに。持11¥1は四

@'I.: - - 花式の蓮花

寅141霊長唐草脱様

の脱彩 色を古Ｈｾし

である。

省1¥241命l 務隆

法 要，7) 1  

5  ｬＧ ＱＲＲ 日 ｕｾ ｟ ａ

日の欣況で、1z'1

塔入仰開f 1R大1Jt:

長併か! 政( 与され

?こ。

( 第 23圏)

ＲＺＨ ￇＲＵ ｉ ， ｾ［ｩ ｬ＠ i浜鹿法裂の2

第二日ｦｉ担進両家太 ｬ 祈願［刊 ［Ｈｉｾ Ｚｮさ ｦｴＱＺ 紋日で

数百 v') UI 伏が参 列 し て 間 る 。 か く て 第三 FI v ) ，:ll  F1 

ｾＪＧｾｾてｾｪＧｾ五 日 ・， ＩＩ［Ｚｎｌ￭ｬｦｩ にう ｴ る Ｎ ｾ Ｓ 正 、 ｪ ｾ ｬＡ ｅｉ 柴ＩＮ，Ｚ｟ＱＮよ［裕 ＿ をＩ ｾ

法 ?r / ) 教 々がほ 修 さ れ 、数千申立 ( j l .)") 参 内 パーをして

法院 の 初 ＡｾＡｬ 岐に随寄せし め ｦ こＺｲ｝ｾ Ｇ Ｎｩ、日小 ￭Ｇｊ ｜ｪ .' )  Jm; 迭も

さる事乍ら、 ー ぺ二 二 ｅ ， ｬ 之 ｬ ＧｽＩ 千 ｩ ｴＮＱｬ δ と Ａｲｦ￢Ｎ ￬ Ｚ ぜさＧるｾ件

ない。

昭 和 十 ‘ 五 年 者 版

( 築24濁〕

( 第25:習〕

昭和 l十五年七 )-j 1) 1旬殻行

本 綴 ・ 菊 被 牛IJ

建 築 関 係 法 規 抄 纂

日 本 建 築 協 曾 版

合定 慣 未 定

J

出

庖

支

替

水

堂

五

凶

々

丸

柳
抑

制

川賢

階

行

ぱ

間

以

朝

火

山

山

座

叫

口

船

技

官

火

振

行後曾協築建本
門
口

5 5  VI I  



り曾員諸君、/訪敵の曾長よ

6月17 日協奮受付短信3つ: 一一

5月26 rI 
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一一一一 ｾｊｔ ｾーコ ｴｦｨ ，

新 大 限 韓

寝 耳E 寄 せ

出キl康問及中央 「コンコース j ｾｾむ

設 計 銭 遭 省

施工大林車1 1 . 1  Vt l  



大 阪 寝 姿 圏

出 t U賓罰吹抜郎天井廻リ

出 札 鹿 間

床 磁器タイル及アスフアノL ト・プロツグ

巾 木 花 筒 石

阪 花岡石及犬理石

ｾ＠ ペイント・ステ ップノL仕上

天 井 繊 維 依ペイント塗及繊維依琴冷紗日占 りペイント仕と

VI I  2  
新 大 阪 韓

出札康問 H 思壁画

出 札 康 問

設 計 織 遁 省

施 工 大 林 組



入 口 慶 問

出札康問中央階段

段 石 祐 樹 石

Jid[控 テ ヲ ゾー

手間 ステインレス ・パ イプ

床 磁器タ イル及アスフアノL ト・ プロツ

巾木 花 崩 石

I臣 花関石及大理石

殴 ペ イント ・ステップル仕上

天 井 繊 維 板 寒冷紗貼りペイン ト仕.ヒ

中央コンコース北出入口附近

ｾｉｊ 出入口ス千 ー ノ ｌ ・ド ア ー 及銀製 品制間

続桜 アノl マイト板

I ? A稲子煉瓦m友銀製附首

新 大 P.a 韓

改集キ ｌｉ 責問よリ中央コンコースをｾむ

日反渠fL柵

天端金物

扉

1ilU 1'a 

f人道石研出し

ボーター 1化 問i 石1 ' 11 木

羽 目 板

ステ ＺＯｾ ス ・ スチ ー ｊ Ｇ 金

f チツ ソライ ト板

被ラ ッカ ー仕上

人道百研出し

チツ ソライト板( 上部隊綴打抜3

具銀製クロ - L，援金

l カパー ステンレス ・スチ ーノL

設 計 繊 遵 省

施 工 大 休 組
3  VII  



VII  4  
新 大 阪 揖

賓 室

床 鱈フロ ー リング ・ブロッ ク

巾木 杉ペイント塗

壁 壁紙貼 り

墜上部及天井 プヲスタ ー

飾 り柵 ウオ ーノL サ ツ ト製

感議室乗貴賓室

床 宿フロ ー リング ・プロッ ク

巾木 E署 地

主空 壁紙陥 り

天 井 プ ラ ス タ ー

際 廊 下

床 中央 リノリ ユーム 般 側 テ 7 ゾー

巾木 テラ ゾー

脱 者色セメント艶出 L

ｾ＠ プフスタ ー

天 井 プ フ ス タ ー

段 計 繊 遁 省

施 工 大 体 . .  



11 長 室

床 借 7 ロー リング ・プロック

巾木 極 地

自警 壁紙泊り

天 井 プ ヲ ス タ ー

外部1側窓上ゲ下ゲ スチ ーノL ・サッシユ

廊下側入口窓木製建具

助 役 室

床 橋フロ ー リング ・プロツグ

巾木 杉 ペイン ト塗

腰 音色セ メン ト艶出L

- トプヲスタ ー

天井 f

西 出 札 室

床 宿縁甲板貼り

巾木 テフゾ-

!f 看色セ メン ト艶出 し

墜 プヲスタ ー

天 井 繊 維 板ペイント塗

新 大 阪 鐸

段 計 繊 遁 省

施 工 大 林 組
5  VI I  



1. 2 等待合室内部

床 悩探タイノL

巾木 祐 樹 石

ｾｾ＠ ｾ型 地

vl l  6  

ｾ＠ ペイ ント・ λ テツプノL 仕上

天井苦闘 ｴ 張ｾ 冷紗貼り ペ イント仕仁

新 大 阪 韓

1.  2 害事待合室入口廻リ

巾 木 祐 樹 石

柱及納 ｾ大場石Ｈ 筑間 】

ペイン ト・ステップノL 仕上

建 具 銅 製 ホ ワイト・ ブロンズ鍍金

噴 水 小 僧

排水詩草花岡石 ( 鬼赤〕

1外侭11 花岡石 く印赤)

総 石 i内慣|1 1E聞石 t 粟谷〉 トヲパーチン

内部床タイノL く] 笥11百子タイノ" )

丸位( 綿j 奇君臨述目鏡)

墜 トヲパーチン

墜 付 貝 殻 大 雪 石 ( 本山〉

総 石 付 貝 設 トヲパーチン

ｦｬｾＮｾ 型噴水 Ｇ ｊ 、 Ｑ 曾 Cr ! i 大阪燥にて使用せるものなり〉

問石台 ｾｴ 闘石

百E燈除 銭型ホワイト・プロンヂング

出 札 庭 問 よ リ

手荷物室を望む

段 計 繊 遭 省

施 工 大 休 組



水 容 所

床 ｾｦＮ闘石

g雪 テヲゾー・ フロッ ク

水- g. 大! 1I l 石

袋1日金物ステンレ ス ・1 チーん

5 等 待 合 室

床 タ イ ル

巾木 テ ヲ ゾー・ ブロック

科 タ イ ノL

I控 タ イ ノL

ｾ＠ プヲスタ ー

1産主Ps水位ペ ンキ集

天 井 i ペユ ヤ板ペ ンキ蓋

墨 付 腰 掛

巾木 テ ヲ ゾー ・プロック

パンチングメタノL J  

鐙f4型ホワイト ・ブロンチング

SW¥羽ラッカ ー仕上

阪繍 i ヲツソラ イト板

肘木 倒1オラッカ ーi土上

公 衆 電 話 室

床 タ イ ル

ｲｲｾｪ￮＠ タ イ ノl

墜 プヲス} I -

天 井 illiP食ペ ンキ盗

ボックス

床 タ イ ノL

m木 人道石研出し

H必 ずツ ソヲイト板I ! 山り

ｾｾ＠ プラス} I -

天 井 漆 Ps 塗

ドア ー

崎製ペンキ.iiJ

1Ii X 板 干 ツ ソライト板

新 大 阪 鐸

男 子 便 所

床 タ イ ノl

I臣 タ イ ル

墜 プラスタ ー

天 井 言 葉 喰 i i J

絵 石 1ι 鼠 石

荷 物 台 テ ヲ ゾー・ プロツ P

大 {夏 F斤

砕 幡製ペンキ塗

床 タ イ ノL

墜 タ イ ル

原 { フラッシュ ドア ー チ ツ ソ ヲ イ ト 蜘

り 級金初級板" 7 ツカ ー主主

設 計 織 選 省

施 工 大 林 組
7  V_l 1  
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VI I  8  
新

雄 同 里 平 面 図

大 阪 韓

設計

施工

繊 遵 省

大 体 組
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美素 ifji;; 需品;;:j

VI I  1 0  

【 カ タ ロ グ 趨 呈 】

一

新 築 家 屋 量 産 繁 加 工

新築落成と同時に本所お蹄のピソ液にて洗

顔し木初箆色の原因 となる樹液を取り . 其

のよをピ ソにて仕上の加工をすると完全な

る鐙色防止加工となり. 優美な世色を有L ア

キコミの事者を省き頗る経情的です。

古 家 屋 新 装 養 素 加 工

古家もピ ソ液でdt 需要すると新築同線となり

其の上を新築美索加工と同僚の加工をする

と前者間際¢粕果となる。

f将軍1技術をEれますから型車所l

i のがli:l加工と主主して居 りますj

美素工業所大阪EZZE7 〉四 番

6  HOURS CONCRETE 

， :  2  :  4  71ctt 65 6併問 217'1Icffi. 28日 410.1:ノ係

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



第 3 回全園都市美協議含に出席して

去る Ｕ 月 Ｓ Ｑ 日、 Ｖ 月 ｬ 日 の Ｒ 日 ｮ 日京 都 ￯ｬ ｩ ｝ Ｈｺに 有 ｩｬ｜￯ ｬｩ 央協 令主Ｑｉ ｈ の ｆｉ こＧｉＱ ｩ｜ ､ｩ Ｉ ミ ｬ こ ｾｊ｜ｩｊ する協議併が

問 ｦｬ ｦＡされ＿こ。既に以前 よ り常 ｉ ｾ ｾ 千＿に割・し 主 ｲｭ Ｚｸ ー より ｉ ｾｾ 義合への ｉｉ｜ ｍｩ を ｒｕｎ して米て ｪ 沿っ ｦ こ

ので 、 都市計一霊委 ｌ Ｍｩ令の仕事として 、 前協千＿の窓 見 の Ｑ 収縛めその 他 ｊ 般の 準備を 整へ 、Ｇｩ ｾ Ｎ

日は組-) 1・、 錦川i ' l 1幹 事、科! 司、森 口の 二 委HIIII 川; し、主として組 J I幹事より立見の共陣、

論 文の 説明等を行ひ、大 いに本協併の真似を護押してオ(1このである。

以下簡単に協議合の模様を皆践に、出告 して常| 窃令代表と して川 j庁; させて YiY. ｾ 、 ＿こ ［ 討委 ｩＭＡ の

立を果す事と させて戴 き度い。

j fJ l  回 r
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第 5 回全園都市美協議曾要領

第 ! 日 う月 31 日

1. 協議合

(  1  ) 合 場京都市岡崎公舎主主

( 2 ) 院i 合 午 前 9 時

( 3 ) 合議次第

1. 開合

1. 宮城主主奔、歎綜

ト 挨 拶 京 都市長 市 村 度 三

1  j税 詐 内 務 大 臣、厚 生 大 限、 京都品f知 事

l  講 演 r  J;i 都 市の照史的苦音速にまEて j f.'在澄惣五郎

1. 研究討2高

第 1W主主E 都 11; にj冷りる新都文化を調布l ぜしむる j J 策

第 2 議題美税者. l ! t 委良令殺泣1岨述i総統jli l1に附する 7j

策

1. 都 市 環 民 の 笠frWi に関する報告主主建議

(  1コ 街路! 照明統制に防lする 1qニ

(  2 )  11'存伎の取締に腕J する 1' j: Ｈ郡山美協合常務 ｊｾｬ 寸 ￭ 4! 

};irn技 師 石 原;芯治〉

( 3 )  m: 柱主主E里に除i す る 件 ( 名 古 屋 市 土 木 局 長 花 井 叉

大 ￯ｻｾＩ

(  4 )  i' iJ川 i下化に除j する1 ' 1ユ ( k阪 市 保 健 縦 長l熊原九千

郎〉

( 5 ) 煤煙火1 1 - . に闘する件〈同上〉

(  6 ) 都市宇品化に除Iする f牛( 描' " 奈川県芸者srl i;ij- ;:!i 課 長 野

坂柑如〕

( 7 ) 市11
1
m: 抗 内 地 附近 の:美観的 取締f に附する イサー( ぷ都

Tli 産 業部 長小糸魚〕

( 8 ) 共 同 建 築 法 制 定 に mll する1 ' 1ニ( 翌日品似保安剤、住築

課長小林隆徳〉

( 9 ) )投版産業労働者住宅絵師iIに附 す る 件 〈 都TIi :5た協

合 常 務 理 事 都 市計; t t 東 京 地j J 委 員 合 技11iji 右 )"i j 祭賞主〉

Ｈ ＱＰ Ｉ 官公 ｾｉｬ￭ｦ ｲ＿ ｪｩ 美化に院 ｬ する件Ｈ 同右〉

1. 協議事境

(  1  ) 女同開催地に 附 する件

Ｈ Ｒ Ｉ 地 Ｇ ｽｪ 芦 ￟､￮ ＺＳ た淫 ＰＸ［｛ 明組キ ｦ ｬｈ のｾ絡に闘 する ｦ 牛

1. 問舎の詰宇 都市美協令 ｬｬｾＱＱ 合長 l l i . 新三百11

l  市長招待問遊合

以上 1¥IJfftJ! 令 只 約300名

第 2 日 6月11:1

各地蹴察

狛京都大丸に於て都市美に ｾｬ する展覧合が閃かれ Ｗ 二。

以 l' 第 l 日に於げる協議令の模I芝公妬〈筒! f l . に御報告

申し上け' て泣く。

先づ「苫I¥di lこ於ける新tfj 文化 を別手円せしむる方

策」に就て の研 究討議は琵 ｬ 立す千 は Ｑ Ｑ ｾ 記の Ｗ 氏 であ

っ fこが、問題が大きくて漠然としてゐ ?こ箆であら

よ、。 ｾｻＮｮ 豊 ｾ ｉＧｾ Ｚｕ見 はｻ余り無く主 として抽象論であっ

て無難なものであつに。新民文化が? こと へ真 正 面

に向ひあって ゐてもそ こに紛がめれば耐者を 中平11

して融合せしめるから樹本を ｉ ｉＧ ｉ ｾＨ る丈柏へろ 、 と

云よ 、 都市緑化の ｉ Ｚ ＧＺｪｬｬ ｬｾ があり 、 新 ｴｱ ［ 文化 の 融合を企

li;，il して建築される 似 刊ゴl' 日本的建築は前文化 の胃

凶であり返って ;V，¥j 平11を似るものであるとする論ガ:

復習せられ、新町文化の; l J l J {j'を i波壊する主なるも

のは工場ーであると試ふ税制から KI¥i li 計主の地域指

定に都市夫ニr"'j 1  j: Ｊ＿ Ｍ ｬ｜ｾＡ Ｚ の Ｎｎｉ ｬＡ まるべきＺ［ｴ ｝ｦ Ｏｊ［強調さ れに

その 他 何れも世 ｐ ￄ［な ［ｩｴ として芥 ｪ｣ｾｻ して司 Ｈ Ｑ こ。 設司 自

おは三7(の 11 日氏であっ? こ 0

ＧＯｩｉ｜ ￯ ｬｩ 訂主Ｊ京地方ｾｌＱ令Ａ支仰木 川 議 Ｗ Ｑ 了

米京 ､ｩ ｬｬ 文ア ｾｽｬ ｪｦｴ 千 ￬Ｈ ｊｉ 先 ｛ｊ 全市 ー ｊ ｊ 家七良 ｜ ｜

ｬ ニ ｼ 本建 築協千 ｾ ｌｊ 抱 ヲ|二 本 次 郎
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Ijil! 1奈川! 際都市計豊課長 野 坂 相 如

;li l!I.pT!i1¥'ili !i 計一主課長 奥 r!.1 喜 代 一

央 i!i 土木部長 長 1
1前 線 音

都市美協件常務理事 板 同 時 秘

次に「央制1i 手持委n併設世並連絡統: l ; lj に|品! する方

策 J Iこ就ては次の諸氏より立見の開陳があつに。

苦手組版保安j¥:!1建築言県長 小 林 |控 徳

日本建築l高千: す員 組ヲ| ニ幸次郎

京都市産業部長 小 泉 恭

次の「都i!i 環境の整備に閥する報告並建議」に於

ては前摘各項目 別に婚前者ーより研究報千lf あり 、!hM

係官公脳宛の建築案が提案され? こが何れも満場一

致可決されに。! ( ，- 項目の説明1 ) . は前掲協議併要領

の彪 l二括弧内に書いて置い? こ。これら の建議案の

内我々建築家に闘係の深いと思はれるも のを掛枕

して諸兄の御参考に供し度ぃ。

( 6)  都市総化ニ閥スＩｾＺ￯ｩｬｬＺ議案

税 近 我 闘 郡mをま展 ノ状勢. = . t ! . ' ミル= 、都市ノ整備上級

} 血ノ維持、保存ト造成トハ最モ重要ナル問題ナリ

のテ法カニ之. = . f ! J l 際見イキヰ寺別法規ヲ制定ヒ ラ v 、 都

d1ノ 線 化 = 最 普 サ ル } ] i 会ヲ議 セ ラ ν ムコトヲ望ム 、

布 第 3 回5 t 1到 都 市 美 協 議 合 ノ決 議 二 依 リ Wl，: 詫f咳也

nf..ff ll  ｓ ｾｉ 二月日

第 3 同 全 国 都 市 美 協 議 合 主 催 者

京 都 市 長 di 村 俊 一

都 di 美 11h令 々 長 男 ttJ 阪 谷 芳 郎

附係官公民己宛

(  7)  紳社境内附近地ノ Ｚ 美観的取締］附 λ［ｾ 建議案

社寺ノ、凶民尊崇 ノ; 鞠象 トナ )1- 壬ノナ ル ガ 民 / 涜 域 ノ が

舷ト美観ノ保持精進ヲ悶ルノ、主役I . ( ! ; ヲシテ愈t k 敬 皮 ノ 念 7

J袋カラシムル所以ナリ トス

妹 三 市 街 地 = 於 ケ ル 社 寺 境 内 地 ノ 厳 粛 清 浄 ナ J I - l J { 1ゐノ、

日佐ェ敬訪中崇，i;fi ノ念ヲ篤ク λ ノレノミナラズ都路= 疲 ν J) J I-

r¥i 民= 爽決 ノ ぷ ヲ 奥へ情操ヲ主主ノ、シメ貝久都市美 .=.)JII フ

ルJ i J i頗 ル 大 ナ ル モ ノ ア リ トナ λ ! 日ν テ 近 来 闘 惚 明 i投 Ij 本

絹 紳 ノ 品 揚 = 伴 ヒ 此 等 紳1成城ノ、局内ノ機張、位 倫 七ラル

、モノ多キヲ) J 11へッ 、ア ルノ、欣 i λ=場へザノL トコロナヰ

モ境内地卜ー惚ヲナシｾｾ ノ ［森量生性ヲ構成 λ ペキ局内附近

地 ノ: 美観的 取締ニ付テノ、従T!dり等ノ 1Xl: ノ施 サ ル 、ナ ク 都

i I i ノ白然的膨J! R 俊民ノマ、= 委セラ V 漫 然 炊f位ι セラ ν ア

ｊルレ ｆ メ ｅ或 ｅルノ、最枇士 三苛方 ､ 弘克内地 Ｏ 需糾 ｬ唱 ｆ 翠ヲ ｦ筈 ｅ シ或ノ 、づ Ｚｊ ｾｆ 美美在制 ｱ ヲｻ傷努努 ･ ツ

夕 Fルι モノア

勿ツテ、速 Ｎ］Ｎｾ耐枇 ｩ上 ａ奇奇寺 Ｒ 与涜主 内附近 ｦ地也ヲモ包合 λ ル一園Ｏ土 池 ］

重劃当シテノρ 、都 市2計「霊査王法並= 市i街苛f地也t往: I t 築物法= ヨ p 風至致k地品防版?五i  

VI I  5 8  

ｽｪｘ［ノ、美在 ｈ 也 ｜ｦｨ ニ指定シｽｪｘ［ノ、普察取締等 ノカ法］依ｾ ｾｾ ノ

地L垣内ユアノレ土地m4均二重ヨシ者j ¥市美= 調相スイキぼキ日常

/市1][浪ヲ知1 7 ｽレ 卜 共］之 ν ヵ・維持管理 ｾ Ｎ = . 捌シ閤家叉ハ公

共岡惚ヲシテ必要ナノレ補償ヲナ λ ト共 ニ境 内 維 持 ノ 助 成

ｾｾｾ ｾ ｬｓ ヲ錦サ弱メ以テ枇寺 ＵＲ 内 ｪ 也ノＺ辱般保持 卜 部 ｦｦ￯Ｏ 美観

増近!i ュ努メラ v J) シ( 以ド間前〉

( 8 ) 共同をs : 築法制定= 開スル建議案

電要都市= 於ケノ1 - ｲＡ ，心部 、 商業街 ｾｴ ノｻ也ノ福要以域

ＨＱ Ｑ カ火地川 、 美現 ｍ 地｜ＧＮｾｸＮノ、［ｴＺ 要道路 ｹｲ ， Ｎ￸Ｎ室等〉ニ於テ建物ノ

規 模、構 造 等 = 一 定 / 制限 ヲ 設 ケ袋 小 旦 限白地ナノレ建物 ノ

建 築 ヲ 抑 制 シ 共 同 建 築 = 依 リ 建 築 物 ノ努 整 並 二 綬 務 的利

用ヲ計ルノ、都 i!1美 観 ノ保持冷進 上ノ、勿論 防 空、 l坊 火 等 都

市m築物ノ保安卜ーヨ P 観 J レモ窪ニ喫緊ノ事ニ戚 λ 而 シ テ

本制限ノ結果トシテ必然的= 狭陥ヲノレ若ノ、基グシク不鐙

形ナノレ敷地= 於ケル個々ノ建築ヵ・l町l J]-_セ ラルノレ ト共 = 一

面 共 同 建 築 ノ! 夜現= 隙仮 1・ナ ノレ イ キ 諸因 ノ 生起 モ 1象想、セ

ラノレルヲ 以 テ 之 ガ 劉 策 ト シ テ 新 二 共 同 建 築 = 附 λ ル 法 令

ヲ制定シ大要左ノ !III キ建築制限並共同建築助成= 日目 λ ル

必 要 事 項 7 規 定 シ 依 テ 以 テ 共 同 建 築 ノ 震 硯 ヲ 助 成 シ 併 セ

テｾ十 Ｑ 係＿吉本者 Ｏ利 害調整ニ資スル ノ要アリト 認メｊｴ 入賞

現 ヲ 望 ム

l. 建 築il ，IJ 限. =. [泳iス ル 事 噴

(  1  )  内T芸大臣ノ、共 同!cll: 築法 ヲ適用スイキ lぷ 域 ヲ 指 定

シｾ Ｍ ｾｾル コ ト

( 2 )  内 務 大 臣又ノ、共ノ: 委任ヲ受 ケタ ル 地75長官ノ、建

築 物 最 小 限 ノ 容 積jlll J i 浪( 建築関口及' 1 t 築面績ノ最小限、

高ノ :最 低 限 ノ 指 定 等 ) 7 ) 幸シ得 L コト

( 3 )  内務大臣叉ノ、 ［Ｎ ｕｾ ノ ［ 委任ヲ受ケタ ;1 - 地方長官ノ、途

築 物 ノ 構 造 = 除1;<. 叫制限( 木、造建物ノ禁示等) 7 ) 毒シ得

ル コト

(  4)  地方長官ノ、建築物/ 意匠、設 J !'.=. 劃 シ 捌 輿 I旨導

け浮 J I- 規 定 7 設 ク ノレコト

2  共 同ｾ築助成］捌 λ ル事項

(  1  )  キ目隣按スノレ土地ヲー闘ノ建築数地トシテ盟主人共

同シテ ill 築 セ シ トスル場合凶ろえノ、公共 闘 惚 = 於 テ j直営ナ

ル補助金交付ヲ; 局シ件ル治ヲ閲ク コト

( 2)  法 令 二 基 キ共 同 建 築 ヲ;お0 / J) J ι 場合? お主述物=

劉シ一定期間5 ' [，良リ言者税軽減 / 治 ヲ 閃 ク コト

( 3 )  第 l 瓜/ 土地建物倒係者ヵ・共同建築ノ ;ぬ 結 成 シ

タ J I- ill 築組合= 劉シ; 直前ナノ，. 耽替ヲ局パ咋ル規定ヲ寄生ク

ルコト

(  4 )  古 ￭ｊ ｾ 頁 ノ組合結成 Ｇ］Ｇｈ Ｚｲノ、常該土地ｾＪ羽田 ｮ 係者ニ

割シｩｊＱｬｩ、ｾ， ｉｊＩｊｮ 入ヲＩｾサシメ Ｑｾｦ }L.法的』食事長ヲ設タルコト

( 5 )  土 地、建物附係者間/ 利害調主主 t 必 要 ナ ル 調 停

機部1/ 設 位 又 ハ 通 常 ナ ル 調 停 方 法 ヲ 確 立 λ ルコ ト

(  6)  ー 園地 / 共 同 建 築 五 時 7 都市計I D : 事業ェ準シ執



Ｑｦ νＱｾ Ｚ Ｚ＠ J t，. i全7 日f. l クコト ( 以 T 間前〉

(  9 )  )1史! 坂産業労務釘 i 七宅型在日目=- ＱＱＱ Ｎ Ｑ スルＮｬＮ Ｑｾ 議案

故近 ｈ り品 ノ ［包、 ｩ 政 ナ ｊ ｌＮｾ， ｦ 要二 依 リ各地二ＩＨｉｪ 、工 ａｌ ［ ーＯ 新設

l竹'd吃七 ラv ッ 、アル = 際シ必 f，¥l セ ラノL 、ノ、之ニ1' 1:ヒ多数

従 、 ｾ只Ｏ結集セラ ノ レ 、 結果 、 工場ユ採近 ν テ苦手務おＨＱＺ宅

/ 1Hl唱l的立B:築 ノu ノ、 '; 、コトナリ。 K ノtl!C状ヲ凡ルエ縦、

Ｍ［Ｍ￻［ ノ ＮＮ ￭ スｻＺ ｾ 凶］テ Ｍｩ ｬｫ 低限ＱＡＮｲ｟ Ｏ建 築ヲナシッ 、 アル状態

ニf / )4保 蝕 術 '1' . 1二/ 施 殺{)L ＺＯヤ保安風王女児 ｻ也 墳 ＱＴ トノ ｾＱＱ

Ｑ 系ｾＮ ｾ ｾｾニ ￭ｩｴ テノ 、 殆 ド 、も［ )..)1 ヲ捌i ハ V サル状態ナ リ。

ｾ Ｆｩｴｩ ノ産業 、 ねユ闘力 ＷＮｪｩＨｾｩｬｬ￳ シッ 、 ア ル中市 街 Ｑ 幾滅 工業

ノ立11 午ノ、 Jt ノ成果ノ、ー ツニ勢務官ーノ保健ト前!j 紳状態ノ虫11

f i o J = - 依ルコト大ナリト橋セラル 、然ルユ賀状斯 ノ]1. 11 キノ、

従業員ノ f下決能率ヨリ λ ノレモ保健 1-，ョリ λ ルモ11エ反政

二 i持へ ズ

1白シク '.:::; F. ]ノ、努務官 (I 二宅施設ヱ防1Iスノレ? 左腕ヲ殺ケ Jt 指

導 ｩｪ ｊｴｾ ト Ｑ ＷＧ言 空 挺ス，川、共］休長Ａび安 卜 悦り ｊｴｬ 似 ノ ｾＺｉ､ 也ヲ ｬＩ ｩ Ａ

へーノ、 K iIt ギヲ榊illo::..- ーノ、向日 di 美ヲ構成7 - ，，，キ fl: 宅 地 γ

昭 和 1 5年 4 月 袋 行

ill: 殺 z 可 P 心、:ilii i歯，;;r;' ナn 庖泣ヲナサ V ンコト ヲ望ム。

( J以 1:間前〕

(  3 )  官公I tl日if降ったイ七二附ス J レill 議 案

我 I!!&I / 各部 i li ガ公sli 引" 心トスノレ瓜一場ヲ設ケ之ヲ i安心、

トシテ街路Xf 也/ 'a!' ;n: ;; 凡ル ユ3' : ラザル ノ、近代式都市 ト

シテョリ飲照多キ ノミ ナラ ズ郡山 / 品位 トJt 美観 t ョリ

エルモ淘ェ ili 憾 トλ ル トコロナ y 0  J1j) チl l < : 凶ユ於テモ 愛

子号 、 朝鮮ｾｦＺ / 都 i ↑'j，l、 Q![ ニ近代的郷心、ヲ建設シテソ ノ同的

ヲ注シッ 、アルヱ}1! i ミル モ明時uナノレ事t主ナ リトλ 。

時局ノ、徐々 ｬ 遡民的前市 ｉｉｾ 日扱ト ￯ｬ 】民 ノ 協 力ヲ要求ン組、 ｬ￼ｽＩ

只 li 悦:1. il;ll '7時j; ｾ｛ セント λ ル ｉｬ＿ｦ吾人 ノ 、 悲］都 ￯ ｬｩ 公的政］家

安公共住築ガ) t / 都ili / 美的情m/ 要素 トナノ川、共 二氏

=- r，x [ilJ =- ｉｊｉｬλ ，ｾ＠ (ij" 税 ':1 1- 1'; ノjl ; ノ自i( fl !ヲ ナス J!f1場 線地ノ、 Tlj

ｊＧｾ＠ /  A'，!;Jj tll l
主[}}) "1 i f 7  = - 適切ナ ι 地域 F ラシメイ汗 セテ防空

防災 、 保健 、 交主 ｬｬｾＨＺＩＧ ｩＡＮｾ仁ノ ＱＱ ￺Ｇ ｾ＠ =-1.¥11ハシメ y コトヲ切望

シ［歯切ゴル企刻 ト ｊｉｾＧ ｬＧ ｴ 地］就テ ｴ 告別 Ｏ議 Ｇ 先アランコ ト ヲ

望ム 。 ( 以 l' fiillli() 
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撫養製臨工場見事概記

供 嘆 すfS 需主:: 11'1¥ 

恒例の111禁里郡宗主催森季大令は幹事側にて 間 々 熟 議のあ1i 県本年は

多少j陸きを具にし? こる 1Wし と し 見 皐 を か ね て 作 品 相h の1見[ 1' 住を計る

ｉｊＺ［Ｚ にニ Ｍ Ｍ￬Ｎ夫 、 川崎 ｩｴ 各淡路経 ｆＱｊ ＡｩＮ Ｂｉ ｾ 阪の ｾ ｬ ・置を樹て左記プログラムにより

搬を ｊ ｜ ｾ ばし＿こるＩ起話 白 参 一 Ｉ ｭ せ し は ＲＹ 名｜ｻ品川をＩ ｊＱＱ へて 一 行 ＳＲ ＱＧ ， Ｖ ｊｬ Ｘ｜ ｜

ニL ll j' tr 円の夜天保 山を川護 翌9 日夜 9時無事 |司技師 l二郎港近来的なる亦

珍ら し き 見 Ｎｉｽ ｾ ｾ 了 へて意義深 さ 肢を柊り＿こり。下に概要を記す。

次 第

時 ＶＩ ｾ＠ 8土9f l 2 日間 H青雨不論

集 合 所 6J J  8日午後 10時天保山桟橋

及時 間

出 雲 同 li 午後 10時粂船小松 ，(-:i に

同Ul、

見率先 j煎 茶 本 弁 間 合 同 製 盟 工113

( 竹. ¥，工務広施工〉

行 事呈 9  Ii 'r- WiJ ＵＱＱ 寺小 佳品者徳ｾ Ｇう を

経てJ損益者籾食後製隠工場

凡 ｾＪ ｜｜ ｩｩ 午後鳴門公 園に同 ｬ ひ

0¥' 会午後 411;)'30分耐支綴出

洲本より天女丸にて蹄| 仮

舎 費 10¥l1l!l!， Ci ' ¥船汽車 2等 食 事

1't.一切〕

申込及 ノ、ガキにて折返し申込と同

締 ・切

l時に合1' ，' . 1: 弗込みのこと

tI( U  / 1 { 糸訟はれに天気も持ち収へ

て ￭ￋ 刻迄に ＱＱ 三々五々集合漁定のｾｾ

ｾ骨を 待つ 内俄に 放約の船 に故 障が ｉｈ

TIとてW! 1J ! . ! ; なり /1
1

1帆間際の徳 ，();j. しに

乗り込み小i' 1品にJ i i J ふ こと〉なる。

速しい代品ｻｾｾＨり込みのこととて漁

約の手筈でゐつに 2 等はおろかー船

の鉄品iGがに〉り u¥'i r . t 立錐の自余地なき

状況に -J!.l: 1よ兵庫 1・船設し H'.で?こ る

し伴・ ｊ､Ａ ｜ｬ Ｑ と ｾｊ ｪＺ務長主交渉の結果と ｌ

かくも号事 1111各f立にお詑してーiiii 2 等

主主的込み J 二¥. 甲仮 JU ' 也に分散し苦

しき・¥，に haJl古を言空け干名 ちH< こと

を件 ＿ こので持 ｪｦｾ の飲料茶菓などを饗

V I 1 6 0  

し12時 tr( までには大穏に於て眠りに

付くことヵ :H'l 来 に、海! こは1 ' ( に涙m

ＱＩＢ で朽の上自 ｾｩ f  <刻1<  -'f- TI設でゐつに

のはやj より幸ひであっ'i こ。各 rl 防J li 

のプログラムを徽臨む内に早くも ほ

のぼの t 明りそめる。 411手すぎ小 l公

品r.Jl! に者上除後パスを?r;¥" つnnに太陽

の昇天を奔し一同珍らしきl f . 起きに

i' k; 1泳を位へ必身! 日 ｩＩ ，ととなる。 ｦＮ Ｇ ｴ ｾ 仏迄

約 20分徐のパス 11. J &にイ{ 雌か らぬ光

ｊｊｴ でめっ ｩＺ カ ｜ ｴｾ ，Ｈ Ｚｩｬｰ ｉ ｾ ｊ＠ L:t I朱V包含代へ

て汽 ￯ｬｩｾ 告で ｊ 匁長 に向ふこ と》し ＲｾＢ［

IIi. lモ切りの状態で一 同主主J与をよくし

ＶＱＱ り ｏ 分宣告途 中吉 野川ｾ ［ 皮る ｴ ＡｩＺｩｬｩ ｩｪ 、

かなに に十郎兵衛占跡企 "'oみつ、刃E

り将へ問しなく H的地約五一騨に安行

直ちに騒がI通りのf吾陪l豆hRs自に返り

なつかし い砲に座し官し寛ぐ。

後てお ＮＭ ｾＮￃひせし工場設計監 ｩｈＱＱ Ｑ の

側係よりして泉純事務所の怯illi )，ζ 二

氏街々斡旋されにる ｬ 士イィＧＡￍｾＧ、ことで

めっ ￬Ｚ 。朝食後 Ｘ ＱＱ 与 ＳＰ 分宿合 ｉｉＡｉｾ をｬ＼ ｩｊ

1ミの点、退役により工場に 向ふ治' ，1' (1: 

1>1<: の製腕状況や故新式の傾斜} ，iJ 封X

11佑倣法の' I ' E況などを' 凡与しつ" 9  

1I :'f すぎ愈¥" " ト! 的の工 場に若〈。

保育 ＺＮＡＮ ｉ ｬ｟任本列 ｬｬｬｍｾ 長 ￸ｭｮｆｚ Ｇｩ λＧＨｬｴ ｬ｜ＧＩＮＧＨ

キIJ月u丑f ，- と云 J 、主て L 先の淑J (1 J，:) ¥ 

の長い1 ¥f再の門を iむり事務所 1主¥.ーに

泌され:I H市長の説明を聴き i": る1去1，1!

関工場 内の丸皐に移 る。

!被水 取り入れより汽緩室制定 、製

照 、荷造工場に至るまで凡る L のす

べて最新設備にで一 同;情味久しく大

し、に製部に s1:1す る知識を作 参考 とな

る烈: 多くなかなかに去 り革ft き光 ;; tな

りしが先の行似をだ、ぐにめ 101時30，)-

ｾｨ 民主念館し用意のポンポ ｙ 船に移采

鳴門公固に 向ふ。

天 然)¥1に晴朗にして風なく背海原

合一直線 lント I山吋に同l ひ左. fi の風光

，! J 、{ 主にして名物のワカメ楽取の小川J'

数多情緒惣かにしてー阿の給4i ず谷の

f.>&ib 9、小鳴門金過ち' て内海に/ 1 ' ，で

るtI(1主主;t の刻l きお? ごやかな i ¥J { eポ Y

ポンの首は眠りを誘ひ従1 > 1 < : の疲れと

言者共 にf ; M，el : の?l s {f 1主る者漸〈多〈又

一 面 雑 談 と励賞の内 11ｮ 寺す ｾＨｩｬｭ 吋公

悶ド {f 仁|使i走小1安全校J l 1f 吾等の7二

めiこ待ち言空り られ1: る7 M'f'支j占めり

一 同階上に通れば名にし: B . ふ 天 ドの

対 勝l司主主の鳴門 l土H艮 F に展じ )11:翻轡

ふるに物なき光; 誌に一同訟、はす'i :犬Jぺ

を叫ぴH宇口東の波書? を一度に還しに

心j 也ぜり 、公悶な i技能する人、椛に

なる入国終的棋を禦む人等 々しばし

ｲ Ｎ￯つ ｮ｜｝Ｑ こ西日 ｦ 警護ひ者 ｦｾｾ するや三 ｩｩ ｬ￬ ＱｴＧￎＧ

Ｑ｡ 巴 す Ｎ幹事長合代 ｊｾ｜ して ー 坊の挟 ｉｐ

'，>ユ ーモア交りに1 ' ，文句で拍手r'l !iこ

終り ＡＧ［Ｕ 坂幹 事 ｬｈｌｦｩ ｾ し及 ｊｬ ｜［ ｊ 市 ｬ 二の一

切についてi i ' .¥，工桜Jぶより何日目立め り

しことを報告ヨ Ｗｾｦ 立を表し併せて Ａ芭

-'< ￭ｾｐ 案内役を関ひし同 ｩ 占只各位引に

お:iili! もにまj し感謝して去ーに入る。

1組主よりl J J f 船せる夫人前1mを・斡旋

安門¥tの tT I i 也間町民長老の放を 以て参

ｊ ｊｬ ｉ Ｇ ｾ を ＿代表して ｩ 抑 ｪ 全段めり犬れよ り

ＨＱ 己紹介に入り ｟ ，ｊｦＩ のＡｬＧｾｻ･添ヘ レつ

呆つべしと ｌ 党へさＧりしヵ Ｚ￹ｳｲ 船の ｉｾ 年

間 となりおしく1 ， ｉｾ ｊ じて ＳＱ 時 Ｓ Ｐ 分一

同市' 洋に 11'. で呆向nj 明治は激/ 頁渦老さく

Ｉ［ｬｩ Ｇ ｾ ｉＧ ｊｬ ｬＨｬ 門 の泌 ［ ＱＧ i ' 采切り一同アレ ヨ

アレヨと感嘆しつ' > ｊｉ ｉ ｾ 絶 ｩ λＺ 絶 絡ま り

なさ )¥1記見合22i にして由nu: ，，;; ¥J;ミに 同lひ

一時Ｉｾ返 す午後 Ｔ ｩＱ与す ｾＺＨ ｉ Ｑｩ ｬｾｽ ミヒ陸

ｪￍ ￮ Ｎ ちに 州本Ｑｊ 汽動 ￯ ｬｬ に ｪｦｾ びボ り ｩ 析〈

減努 ｩＮＮｬｾ ゆ る午後う時 Ｓ Ｐ 分 州本法者



既に ￌｉ ｾｪ ｬｊｩ ｴ の天 女 丸の Ｒ 等ｾに陣取り

61侍10分:H帆 す 比 庖 に て 踊111
戸カ而参

加 者 5 : s は兵庫に直航の 1: め一 同 と

}JI Iれ一 行27名は夕陽 IJ[jに 1頃< ｾ｛｛船 Ｇ ， Ｑ Ｑ

の徐 ｬｊｉｾ後 ｵｾｾ にで交評食事Ｐｴ ｬｩｩ 1) Hj' 

11 * の皆疑念物F吾る 11
1にし、つしか限

Jj]i・六甲の時 L キ ラ 肘 シ と foj( <  "Ii 三 illi

幹事行法 t 同時に餅恨の 旨を侠拶し

Ｇ ｰｾ もな 〈天保 ＱＱＱ に入港 Ｙ 時金＼ＮＱＺ慨

し芯ひ芯ひの家路に就き 品 b ｾ￙Ｚ ｾ ｾＧ宋

き凡* 千? を終了し1: 1) 。

小 休 謙三 、佐々木俊湖 、志保井正夫

Jh問義太郎 、鈴 木 眠 、伊主主ー 正 信

ｊ［ 汁〈 大ｻ午 、 天 ￺ ｜ｾ 男 、ι1
1X:i 勝 詳

Ｈ ｂｾ＠ /，比例1

原l I 1 -r-歳 、刑，¥:}I 与 然 、保問 源 三

/¥1，席者民名 l、芯の湿り l ｩ ｩＮ ｾ ｉ Ｇｾｦ￭［ｲｮｾＩ＠
'liiHJ l  i"?lI.彦 、宮川 1!1!! 点 、官 後 光三

細川 吉正一・、池円 筒 、 井ｼ ー Ｍｪ ｾ Ｑｩ 111下 夜 、米 rn A一 、山坂信次i i [ {

伊 JU宗 太 郎、砂 ｦ ， Ｇ ，ｾ 一 、 沢井 JA 術 開 平11111 、三il!J 花 、 大 知 ｾｦｾ ｾ｛Ａ長

足的 ￬￯ｩ ｩ ｬ 川 ｴｩｬＡ 、 奥村 丈 一 人 ｊ ｩｉ ｻ Ｎ ￬ ，Ｇ ｦＱ ｬｴｾＺ 之助 戸川 Ｇｾｉｊｴｾｩ｝ 、 近政助 手 、

大阪都市計量劫火地匡圏を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地鼠が康範閣に捗

って追加指示されまし たに就いて、同防火地原闘を突の通

り資費にて頒布しますから御入用の方は至急お 111 込下きし 、

大阪都市計霊防火地匡園( ニ麗分ノー) 1 部

内 務 省 告 示

- 寅 費

・ 送 金 方 法

I  5 銭 〈外に法料 3 銭)

振 替 ( 媛替口座大阪39975)

_.  -ι 

- -・

大限都市計聾防火地区追加l鑓更 ノ{牛

昭和十年十月 二十 八 日 附 議 議 事 第一一九 鋭 第 六O 四

内 務 省 告 示 第 百 八 十 八 掠

大正十二年七月十三日内務省告示第ご百二十七説大阪都市計予言防火地直迫力H鍵更 ノ件

昭和十 一年 四月四日内閣ノ認可ヲ受ケ昭和十 一年 四月三十九日ヨリ之ヲｨｬｉ￭行ス ｊｾ ノ係

閥岡両ハ大阪府胤及k . 阪市役所ニ備へ置キ従究ニ供ス

昭 和 十 ー 年 同 月 九 日

申 込 所

量t 閣

法 人

内 務 大 臣

日 本

潮 忠 之 輔

建 築 協 曾

ｾ＠ 1  Y "  



地下銭内に於げる防毒賓験のー感想、

哨 井 fi文

一.
1.". 1  

J LI 

本 春 Ｓ 月 ｬ ニ旬に 地 ド餓 ｾ 間停ｦＮ Ｇｬｭ lIII 室内に入る場合の影響 ie翻i]i，I) しれ

に於て防主主' にJ M- ! する歎磁の賛同主力 :1 i  のであっ 1: 0 fi荷この際停留場附月誌の

はれ1: 。乙等の' e C 験の国的 lま抗存の 換紙袋位 ie用ひて停留場内に主主風し

ｾ Ａｬ き機ｾ及設備を有する 地 Ｑ Ｚ 交議後 でtiii. 1穏を外部より幾分高めれ場合と

酬の防怒と L 、」、問題に謝しての安全 j i l ; * 正を中止して葬式歴を減じ? 劫ー合の

性 ie丸1: l ，ので 、l! !J ち路面IB人口等 二状態について比絞して見1: 。

の関口部に侵入ぜんとする芯瓦斯の 今 一つは前記 に準じ 1: 防毒仕 切り

防 止量産量Iの効果試験、及びとを炎破 ieー電のみ殺げれ場合につき内部の

して場内に侵入しれ瓦斯 、若しくは 陀力の有無の三状態の F に伎入状況

場 内に後生しれ有毒瓦j l J fの排除等の の比較試験を行つ 1: のであっ 1: 0
乙

強:際的慮訟の研究試験を行って、以
ヰ事の主 ｃ ｾ 主に用 ひ Ｑ Ｚ 防毒 仕切 りは各 ｩＱＧｯ

て必ーの降、 にjたてのこの磁の機関の 人口誼路の既設の格治 ｃｩｾＩ ￭Ｙｩ i コ ン

分指すべき任務に法憾無か二しめる タ リ ー卜 」構築の ｴ に天井及び ｦｬｬｬ Ｉ ｾ ， ｴ

ベ〈計輩され1: のでめっ7唱 上官11は塗仕 上、観1)墜 l、郎及び床面( . 1

1 t 験結巣の詳細に就いては犬キの i?' イ ル J 張仕 上〉の内" $- 杯につ1-:

附係者に於て書記資研討されて舟る 'jc 迭の枠組みをi扶め込んで同定し之に

でめ乙うか C 、 こ、では間れないで 防毒募金押へ縁にて i以付げ周幽に綬

舟〈カ :、 その 内侍に路I百I i l 入口に jた と同張りを見! ! I して主主'lfi ::t' ;汁つ 1: 。

て行はれれ仮設のヲKi:世間! 仕 切りに依 この設 備 に ｾｄ ｾＧ つては官者 ｌ 多少の

る 瓦 斯能人防 止ー の Ｑｴ 験状況は一般ｾ 刷係がめつれのであるが、1坊主主苓と

築物の防議室 内至は仮設的の防毒他 民綴り材料の遁蛍な L のが分 らなか

設に取って相ｾ ［ 閥 ｦ 系の深い司王と忠ｻょ っ Ｗ 旬。之ＨＮＱ ＢＱ ＱＺ者等の不勉 ｲ［ｨｬ の［ｾの認

れるか ら、情者の見1: 主、、忠、ひf- j - 識不足の結果かl ， ｾｾｉ れないがり ｦｻｦ で

いれ土、の二三{ e JC して いj かの室長-0' (1 ｲｨ 拐で一寸子に入らないヨ ｪｾ が ｊ￬ っ

として 凡 ＱＺ ｾ 、 。 Ｑ 句。 ｬ 坊 ＱＱＱ 平年の ＩｊＨ 土場 ｊｩｊＱＺ ヵＺｲＢｊＺ号外Ｉｪ ￟ よ

このtt 験の一つ l士山へu 附近の議 1) ) 孔の l'火込みの崎、い 1fi:/J :f象想される

路に防 ｾ［Ｑ 裳抵の仕切りな二 ｩｦｩＺ に設け ので充分強度のあ るし のでな げれば'

てその中間合防護ｾのド ｊｉＭｾｲｬ 自 ￭ｲ 去とし な，' ，ない力、 i，I  ; ) ) ンパ λ J に[ ゴム J

外部仕切り の外1111) で霊堂煙筒佐燃して 合号 1ｾ、 ＱＺ のを張る Ｚ［［ｪｾ にしてｲ， ｬＩ に合 ｬ よ

ＧｬＧＨ際の場合に右手瓦 ｊ 析が 路面よ り む ｦｴｾ 1  せにが、 - ) j の目張材料には少々 H<)

込みれるも結合に近い状態 't: 泣り 、絞 っ7勺ノドi丹な i " ，イル Jllii Iこl， i 七メ」

; 寝間の自爆の仕切りよりする id人状 ン トJ 塗のほ な仕仁ilii に L 、犬木材

況、及び内外の悶仕切りに附しれif: '、 の｟ＩＡｾＮ遁の ｗｉ Ｉ り面にし 瓦く核合力ＺぷＺ ｽ ｾ

扉 ie経て煙の充i摘しれ外部より人が しかし外包ｾｻｴｉ受り乍ら夏く気待合保
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つ L のが刻々 J L住むな L、。勿論仕 七

百にかなりの小( l 'I o がめ b、木材 L

仮設工事でめっ 1: 免官Ij りが充分で な

かつれから 年骨抜がilii 佐1) でめっ7こので

はあ るが、 この政な状態は一般 建築

物 に於げる場合にし普誕有りふれれ

ヲ ｪｾ である じ 卒常より完全な防護宣言

合列なし? 二建物! 日11として、一般の

正tt 築物に於ては非常の際に」えんでか

じ臨時に防毒装備を施すIjj:l， 多トら

うと Jaはれ、 その官官木骨の仮設的仕

切りを防! 日ffs にi決め込む事 L考へら

れるか ら、簡易防毒設備の工夫と同

時に防毒幕左目張り材料 の研究に今

後一段と注意カ :挑 lまれ、簡単に工作

し得てしか L 効果主の叉い材 料の lH吸

を也、ぐ必要があ る事が痛感さ れ1: "

何回孫材 料 及び Ｕ 則、 ｈ ｴ ｾ 方 法に 就 し、 て

は震動に而n，て弘同でめる司王 し重要

な燦1'1ニでめらう。 今度の1 ! l 験の場合

にで L 近くでのまま煙筒の駄火の際の

小燥授の然に目張りの一部分力 :外れ

れ泌があつれのであるが'Cl: : 係の場合

にし ｴ 辰動或は爆風の 虫 ｉｉ ｾ 衝撃を 受 げ

る ｾ ｬｩ Ｚ がる・へ ｃ れるから 、 問仕切り 臼

惚のヨ世間な取 ｈＨ 士勿論 、 μ 張ｾ l，近

〈に法 Ｑ ・ ｌ Ｍ ＱＺ 爆鑓の Ｚ￸ｾｾ で一溜りし

なく破机 すると いふヲjcの無い伎 にめ

り?二し、。! . [ に' { ' ( の研究主強んで市場

製品となっ 1 Ｚｾおー合の入手の容易 、 債

総の低限化に力企比ぎ、本i 1， l， ー小

l"j ;t sに( l (正り乍: 、一般 には入手/J:

悶革佐といふ状態に u; 泣き 1: くない L

の e ..iJ へる。

この質除に於て lよ滋; 照時' . ! : 以 て議

瓦 析に代JHせ しめれのでその 白煙は

'1' (1筏の瓦均fより L 比電力: 幾 ;}-I陸〈且

その Ｑ 消火ｾｾＫｊｩが非常に間仕切りに接

近して居つれので路面よりの自然流



入の場合 に比 1ノて多 少{ 床件が 兵 つ れ は然 ' j す，でゐるが. 医者ーに は不明的jj で

のでみるが鮎火の限の ｉ 墳ｉ｜Ｇ，ｾｬ，ｾに民憎 めるがししJ l i I哲でめるとぜばこの結

が )111っ て仕 切りのj 1 i j に可 j戊の慢が必 巣より 凡 れば何 Ｇｩ ［ ｾ［ ｉｦＡ 大な Ｇ ｊ ｾ では Ｇ ｊｾｾ ｴ 、

つ 1: 。そのp ; 点、思の{売入力> J 制旬以 1二 fごら? か。 DI1Dliに依 る瓦J/J iの 侵 入U:

に多 ｩ［ 、 つ ＱＺ Ｐ 侵入例 Ｉｩｊｪ ＧＱ 士ｽｾ， ｉｈＱ Ｉ ｩＩ ｪ Ｇ に 扉カＺ目印 刷 Ｏ ｾ の 仕切 りに 附 されれ弘［ー合

めつ ｩＺｴＺＺｈｬｩｬＱｾ 除 Ａ 百 ｬ ヵ Ｚ 多く 、 例へ Ａｦ でみ二うがI坊波主 にj冷りるはな，: ・:jIJt

r  9 イ PレJ J!，I jの 11 j 世に依っ て '1 す， る の1; ぶ IM" i:( iE : のめる ])11でめ
"， うがもl! ｉｾ＠

TH長りの制限、 同 じく 「タイル J l! ，'j ご い と凡なされるから 、 外 日目に 瓦 ｪｾｉｏ

の ' I1R11のU，lj (.J 可l T 「モル タル」の空 がみると吉 敏 同 L 砕 を 1)11I 別せば|内部

隊を i丹、って、或はお1' * r，Y，を7料 る しの ＣＮＺｩ ， ｉｉ｜ｾｉＩ＠ Ｚ 十 ＱＱＧ ［Ｚ ｾ ［ ｛ｾｾくな い ｼ決り自 ￭ ｊ 室内 ｬ 土 ｬ 均

等がめり 、殊に資輸の:nに 臨 時 に 投 ［Ｚｱｦｾ の Ｍ ， Ｇ ｉｭ としては元自 ら く使用に耐

従し1: TI t H舌紋 カ=i 坊主5臼 切りを1 ' t 逼lす えなくな るのでは% からうか。 この

る子しの部分などは年半'，' 1:'1 に念を入れれ ヨ Ｑ ｾＱ 士 一つの ｩｩ Ｉｪ ［ｩ 笠主力Ｚ救泌 荷 台淑人し

に闘はらす' 1 }J 0 奏せ 十;原の位。入1; ｾ＠ ｾ ｴｦｪＺ＠ りる仰に' ，; ｉＧ ［ ＡｾＺ される Ｑｌｪ 作に ｬ よれ令に ＧｦＨ

lノかつに。之等の微細な E炉、11¥1 1: 1: 一般 ー に ｉｴ ｬｊ ｦｂｬ で冷 ｊｊＺ の主 ＱＱ さ ｉ ｊｦｬＡ冗 ｉｉｈ ｉＺｉ ｉ ｾＧｾ <  

建築物の統合でも多歎 にめ り叉人の

波な の FA皮 に L 限度がゐる故J ' 1J1鼠絶

無 念j切し作な い事 ではあ り、 )l_ lihiii

と の泌総丹 ｬ のｉＧｩｾ紋等｜ｴＧ偲百 世 する ｾ ｬ ｱ ，

ゐら うか C、 この種の 11万7iG仕 切りの

建 築 て 」、

葬 式干 ｴ［ ｮ を Ｎ ｾ ｾｾめる事｛士 十 日 Ｇｽ Ｚ ｾ ［ ｽｅ 介 と忠は そのオ 能5f 惜 し ま れ つ 3 矢 折 し れ

れ る。殊にこの賀験に於て 1:1:符:fjlt j，} 11  ＭＱ ｮ Ｚ 、 Ｚｲｾ ｴｊ ｩＧｩ ｕＭ ｬ の ｩｬｬ 築ｾｩＮＡお阪弁 ｗ ｪｽＨ ＧＨｬ

内の 阪 が お い 従 っ て 前 室内 L 幾 ＯｊＺ件って匂主Ｊｾと批令 Ｔ の建築従 Ｑ ｭ

分 外 ［ｭ より主主慢が高くなって ｎｾ つ＿二 {制に 、文 J{[ 人や女流( ドゴ〈のill 築 制 や

12J- 合の結果と いふ IJ[. に 鑑 み れ ば、 0'( 往来¥，11誠 に つ い て ilul 'J < ) n 、てゐに

鈍外気にえE約する場) i J rに設ける仮設 τ ｊ ｾ がめる 。めちこちの 本 企 子 Ｇｬ Ｚ Ｚ ［ ち ａ 、

|均百J 仕 切りは係 FM入念に施工しなけ ? ? ，にーー と云つでも fI !'l と金の都合で

れ ば 綴fi 色合果し仰ないのではな L 、か その蚊 L知 れ て ゐ る が一 一読んでゐ

と忠ばれ る 。 ￑￭ ｊ 室をｾ過して反には［ ると ＱＱＧ には随 分 ｦ ｬ｜ ｉ［ ＡｬＧ［つれ ＧｊＡ［ｾ 在が ＱＱ Ｇ， て

内に もJE入する煙l土政;怨. I T ! ! り比終的少 〈る L のでめ るo 'I，')ll l 合的の世話トiM; 誌

かつ 1: 。 之 等 か ら 綜 令 山 王/1¥1仕 切り 今千il'q'(t! j 術ィ 5 )1獄に美川きょ女} l ! .

Il fil jJ置 に も屯ーねる位効果1; :多い '1.): と カＺクわがＺ［ｻの島｝［ｾ ｴＮ 云，ｻ、脳、 ｐＺＰ ＢＺ Ｇｾｴ 、

な る。 て1，1:' .1 れるが、十¥， -'< 川秀 作 家Tごけゐ

|幼 ;;J 仕 切 りよりの瓦 Jl] i(.} 入11ぶ九引 ってそのえ引の制iI や か さ に は 感心 3

￬ｗｉ に引縦いて ｩ ｩＢｾ 9扉合 I)/jt 、て入力: 外 せ' . J  1るヵ: その 11' にl鋒京の日置がとれ

百日より入り込む i貯の状況を7凡 れ が 之 1，のなよ乙阪で包よれて去々と云J 、

の ｅｌｊＭｦ トに ｾｲ 民主 ｐ、注 ｩ り可ＩＦ， Ｑ 立の ［ 胞が ｉｊｉｊ のが :Hてくる。クとれん多と云ひ少な

扉の) . ! f . 4l]: ，二 i制止をなして役人し敗 人 土こ j1む と 云 ひ 11 ぷりきクと天ふ。

の通過の後 ｬ こ｛主前室内の伐人 ｲ ｲＺ均 ｩｩｬｾｾ 夫/..().!主」、 L ので少とに1，の な 土 こ

皮はｦＮＱｪ［ｾ、数米で物の Ｍｴ＿ｾ ｾ ｦＮ 命日 ｉ ｊ しりな 符< 1よちとどうかと Jよしt、。

レ迄にな っ7二。 勿 論ili! 室 内 の 観 測 に ;{'，Wl l: 土女 lえがその Jdf o脳、医¥' 1' 4

1'i; つれ人々は11抗手 r " ， ; <ク J ' .I!!¥しに の '1' の"ドと云ふ匙で、苅 る ぢ 宗 院 が

は ｦｬ ｬ れなかっ Ｑｾ ｩｬｬｾ 誌の凶 ｉ｜ｭ￯ Ｇｪ｟、引くのに Ｎ｜ ｾｾ 11と云ふし

ｾｬｩＺがｼ剖に於て ｦＩｉ ，担保 られつ ｜める のな一旬｝伎はＧＴＧＢ 、 全日 ｬ ￭ ｔ ，で ［ｉｾ かれる

ｉ 坊 ［［ｦ＿ｾｬｬｩＱ 占ーに両 ￭ｊ 宝の ［ｮ［Ａｬ ， ｽｪ，創ヵＺ刈， Ｉｬｾ に のTごそうに云 々と '，1日、て) ，1ｾＧられるが

瓦 均f のYF(f する主さに L 照合/ J f ll'J J し ＮｲＮ ｾＱＱＱ よＡ瓜 ｈｉｊ として .• ＧＮｾ々 ｅＭ 人， ｉｴ て ｉｉ ｾ ( の

てさd<.: へな い! まになってか: るのか戎 1:' ，)‘ 己 、 この7; ，) ' J わしは - J ':L'iト

要ーする ものが通過する ときは瓦斯 侵

入ftt ｻ，説ｾｾ、 以 上に多くなる Ｂｊｾ がイ Ｇ ｦ ，)  

作 る と 忠 は れ る 欲、前 五 に)冷げ る作

業! よ銭円11削IJ ・j され この鮎を' 仮重 に 考

hii されなければ不iWI の災を多数 の牧

容 ;者に L 反 すすれになりは す よいかと

恐れ る 。 百 ｾ ｾ ￺ｗ に俗俗がみるときは住

地の ｾｘ 空手 前 と救泌者のＯＱ ＱＱ 人 ｉ ｊ Ｚ 系統ｾ，ＮＮ

>)I Jにして! l i! Ｏￇ Ｇの Ｉ ｩｬ 土 ｪι 険 ｉｉｾ ｉ ｉ｜ ｊ '1' の: 1¥

人台然歩べきでは ｾｲ･ｌ 、 むらうか。

以 ト鴎i)γ (I"Jで/. t: 1ご要をれほし 、文と

なつれがi山本 U¥J J也カ: 騒 ，々論議さ れ る

lJi 柄 :'!l.'，}1 0  ＩｉＡｾ ベて ｊ ｴ 1 : 1:  iit1 ぎなL 、。

CII!H11 1う11ミ4JJ 1: 旬〉

も の

尾 f血 清 ドLI 良15

しいのではないだらう 1J ' o l̂t1ごつれ

ら官らし< ( ，う少しや，) ｴＮ か Ｎｾ ｉ＿ け そ う

でめる。ついでにこれは述築と[ 主主主

ふがそのク殴l ¥it t.Jrll の '1'で占! 1' f ' す' し

の、 ｊ ｾ 合 ［ ｉ ｾ し 、 て 、 ちめ ｬＺｴ 、 土｜で ｌ お

いしい云 k ): ) ，tいてR} られるが、初、

[ μ 合1Ｚｴ 、 ｾ ｊ ｾ ｜ｴＧち ［ＩＧ Ｑ 功 、 主云 ｊ 、大阪幣

(， ｾｾｉ つてゐる。ちめ ｦ 二 ｌ 、 とＡ工作 地 ぅ 、

:'.Wっ て 大 阪 の 人 t なつに人注カ :つ

めれい とちみ l : t 、の ItH' r とって作つ

に ＩｩＩ ｩ Ｇｾ ｲｬ 傑準化さ ｊｴ Ｑ : 大|仮r .J ではない

Tごらうかとし応つれりしてゐるが大

ｼ 蜘￬Ｎ ｾｴ (， 1'1'  k むづかし L 、0

7f 髭 信子 女 史がその小説の '1' に採

んに往築の ，h引をされる。いっしそ

のよ、 lこ，，'('(/， でし主ふの打点 : めの女:

併を ｾｩｬ 際の ｩｩＡ，ｪｦｦｩ￯ にヨ ｊ L 、てJ L1: ら表人

の ーー と 去 っ て lょうた ml!ltごつにら女 iJt C

i4戸支のー- ill 築制と云[ まうかHみと

去 は う か、 il! I 1''' 、しのが: ¥1. 米る 11 ぢ

ゃな いかと応つれりしてゐる。勿 J命

:ー笑: 宇・のはな 1栄作 U: /1 I. 米な い1: らう

カ:"，

ii?;"l ..t i'i くなるが昨年 L わーしせ上つ

にめる 11 、 ｬｾｪｎｾ のｩｊｪＧＨ ｊｌｉＢＺ Ｇ ｪ｟Ｇ .i 1ぜ て L

九"- ) 1 ＺＢＱ［ Ｚ 、 その， Ｑ ，にＮｦ￬Ｚ ￹ｾｾ ry. j  Iじ原作の

シ本側主Ｎ ｾ ｾ 女 ｪｪＱ ，Ｚ Ｎ カ Ｚ ，()つ I:
u

ut11: ，.i 江・
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や るE患が あって舞重宝に能舞E査をしつ L の ':>1二め に、 とんTご失態今 i¥il: じね 問先生が、 件意の都ili 武装 の見 地か

らへ下手の j ; から橋勝りがついてゐ ばならないフ ｨ ｦｴＧ旬 ｾ ＧｬｬＨに感じさせられ らセメント増産について質問 を試み

る の Ｑ ＺＧ が 、 ｭ｝ ｾ￟ はその橋泌りの乎 ｭ 1二。待望の孤塗日在を凡せて紋いて: 1 : Ｈ，れ商十日よりｊＭＨￌＢｾに努力するとの言

りでゐ る。御承知の池りイ可制 11 上か 催 者rwrに感謝してゐる次第1:1) :、彼 't' fを? とられ? 二本11 先刻御承知の議 り

ら架木、不 附、地犯と三つの悩材が のイf名な忘先日計へ入って行〈と允力、 でめる c これで火防空'ill 築資施 に拍

泊 るわ りに・が、元来能舞主主の同一郎り ら入ってゐる人達/ ; :、 f"J c Nぃi : ' IS  j J [ をかげる :<J W らうか、 めの ヒピ の

はil i l : 者の細かな足の動きを凡せる -1: にはあの (f 名な限のな L 、附子全日f J U 人つにI重大なるヨZ- 照合凡るとき 、 i!fJ

め に その 地 磁をつげない ｉ ｬ ｾ になって 放して立つにま ':>JJ，記念眺めてゐるで ＷＡｾ の浸入による木材のム ｶ ｻ･ 心 到し

ゐ る 。 民 主が南座のｾ舞袋置には 、 は はないか。これが建築を専門にやっ 1: ｾ＠ . さでは |間近かに迫つれ 1:1 * の

っ きり と地寵がつ い てゐ るではな い てゐる人達の凡象台なのだから恐れ 支を j aつてはク米 (7) っくりや うな玄

か。おーかし い とは忠つれが創に/ 11. て 人つに; ，$ でめる。幸ひ 心 ゐる人達に を Ｗ むねとすべし Ｔ と去ってくれれ ｾｬｴ

くるのが織間信長の吻信} j となって よって ｒｾｈ な〈附子が閉められそう H 法師をしのんでみれりしてゐる。

ゐ る か ら 能 の 府 川 、らいって或はこ して投の 1:1こ坐って心行くよで庇と 依り人の羽ま'かり云ってゐると 辛

れ でよいのかなとも思つ 1: りして凡 建築を鑑賞し述州公の伶大なる箆術 L Lこ火力ついて氷そうでめる。 也

てゐ 1: 0 9帝って早速剣務員: 伝説] べて Jti にひ i: る: t]J/; ＺＺＱ ｾ 来れのは感激その 111内での喫煙/ 1 : 祭じられれので、 こ

凡 7こが手元にある資料fごりではどう ものでめっ 1: 。 の紫悩室を一寸奔1昔し 1: 誼で消えて

も卵j 然しな いがやはりつ い てないの 際原I商工大臣が西ドしての公IJ fJ di '1 < なる紫畑の立JI き11かな い話では

がほんとうらし L 、。 民質問台の席 i二、都立| 委. n として池 める。( 昭和 15.5. 1. )  

若し こ の ｾ ￣ｦ 袋授が 問 主主ってゐる

とすれ ば、建 築に相官接近してゐる

筈の鋒3包装置家がこれであるから 、

文 湿人の建築に封する 問主主ひなど古t

然なのかも内lれぬ。勿論これ位の !}I I

主主ひにてその作品な b芝府の償 (!l(が

どうのと云」、 i揮ではないが、mE主ひ

と云ふもの 11糸持のよい L ので はな

L、。

問 主主ひと云へ ＱＡ 昨年移りｩＺＮ｛ｪの ｾｦｦｩ

築と枇合4 の荻村111少 々 ひ ど か つ

に。 今 頃こんな司 ￎｾ 云ふと新 Ｑｭ の訂

正か取消瓜2告の I.Ji 1こ、府告を JLて始

めてそんな Jl;が取ってゐにかなと云

ふ阪な Lのだが、 11 )] 械など - J-SL  

7こTごげでL 30ケ位はめつれ政Tご。そ

れに災害強度委只令の正訣えを1mへ

るとまるで校正oやってないほな lie

に素晴 らし き問主主ひ娠でめっ 1:。 協

f: i の慨戚にかげでは勿論の 'll 、訳 者

の不快、 L 少しは考へて校正 iこ励む

べきでゐる。

n' ，土問主主ってめi逝 へ一一始めから

本筋なんてないりれど一一 それにが

とにかく衣食 I!: とは一口に云ふ L の

の11' - " 以てill 築とけむづかし いもの

である。先 日行はれれ協令の京都凡

接合のとき 、木織の建築家でも勉強

を怠ると 、 このむづかしい建築てふ

V I 1 6 4  

過 j度 期

阪急; 百貨 j占ヵ :滋子な nf l . 裟の祭止を'

J占只に LjJ 波し 1:
0
ｾ主反する ｌ の ＱＱ [1 

にするといふのでゐる 。 l昨日間 一凡

結構な 企 てのほに凡える。

1:1): 、 J.¥i j)J'i 1こ11 " ，ネキ Y 人百三に1i . ¥=

ｊ を華麗な洋袋 、 利是主主 ＧさせてぜＩＱＧｾヂの

討を ｅ 事 ｩｾ 、 陳列ヨ互に ＱＱＱＱ L  ｾぬなる布

地を繰 � ｊＨけＧて 、 ｭＺｵｾ 産業平 ｉｊ￭ＡＱ 自 ー のＥＧ

'CU次を燃が上にし l変っ てゐ る。 'C(つ

7二人々 l 1i 好jij{ 1こ/1' ，でて 11を・! I' : ( : るほな

日弘吉JJ な百1 m色力、 そこ にWI J :I'. さ れ

る。

ｉｾ 之江主百貨広にして 、 ｭＮに閥 ｾｘ ，Ｚ に ＩＱ ｩｊＧ ｩ

隠 す る 心 構へがあ るな( ば、先づ以

て版以品 I:J 11' より e.l:.i ，r . 必要1日1以外の

' 1' l ; 事品を除外し、11，'f}i>l利 1!1背の涙伐

とその 孟 ｬ 合的 恋彰Ｊｾとを Ｇｉ［ ｽｪ Jt: すべき

である。

貧しい氏子治の車夫一一こ aLl 1; ，l.i 

が祭止する i与しなく夫# の牧人によ

っ て、 問題叫す べ〈係りに L ｦｪ ｊＺ［ｾ、 ｦＧＺｾ

JJf.に 、1可憐に L ＱＧ Ｑ ら ｩｩｦｬｬｦ 決せらｾｌｬゐ

るーー の禁止な以て rI ｊＱＺ ｊ 占のＺ￯ｖＭＺＺｊドＧｾＺｾ

の 感
本日

H!o、

新 名 種夫

11与}司 (1句'I"H品五' 力モアラ ージユしやう

いよ、依りにし !.11/; : よ 過 ぎ る ;:11で

ある。

どが、 仰と多放のこの椅の欺的1行

ｦｾ ヵＺ公然主 ｲｭ れてゐることよ ｯ *，1; 

ITi}J の11&良ぜき。る l京 闘 の ー が 該 に ゐ

る。

2  

! 裳W' . シユ トラウ λ の乎によって、

我! 日組260011ム; 日念のf ¥て 1111が最近完成

し、6)1 11 11-' ル リ :.--1こjたて止よ4内7¥./;:

地主i f ぜられることになつに旨 、 ペル

リ:.-- 2  11 Ｚｦｘ 同ｾＧｊＮ ｬＱ 幸Ａｩじてゐる。

この ;;0'1王台読んで先づl品]に *1: L  

のは、我 悠 久2600 1ドの l否決 l士、 それ

が ｬ 血となり ｉｾｾ c  Ｑ Ｎｦって躯一杯に ｊｖｾ 打

ちつ、める我々 11 ノド人にして 初め

てＺｾ 々と予屯解し Ｇｐ ｊ Ｚ る ｌ のであって 、

主 ｉｉＨ ， Ｇｊ に ￬Ｇ￭ 撲のｉＲ ｊｪｾ でゐり とは言へ

ＭＷ ト凶人の完全に ｬｬｬＧ 附する ｽｾｩ Ｇ でめ る

か ( ，，] うかとし、 J 、疑 111] でゐつ i : 。

どが、 シユ トヲウユはこの山に 、

11  ａ ，Ｚ ｾｈ ，ｦ￬� に 到 する↑ ［￬ｩ￀ ｬ を 泊 め 、 ＡＧ ， ｾｩｴｴ

ぬｉＺｩ立よ 美子干ーの ｦｾｦｩｬ￬ ｬ ｬｬ を Ｑ 促り 、



天 ｾ［ｾ ｉ ｉ｜ｾ I・に到 する Irx立と忠誠の情と

を表現し 7北、と訴つれ t宝、新 r1111主体

へてゐる。

僕は上越の疑問にも 掛! もす，、 この

老ひれる紫阜の情熱に除の警告〈なる

のを宛 えれ L のであ る。

同時に 、 こ のｾｾＺ ｩＱＱｩに再 び品ＡＱ り巡ひ

ｹＡ｛ｾ き 、 Ｑ 比 ｊ 々の ｳ ， ｕ 念の ￓｦ ー を ｾ ｛ｴ え るに ｊｉＧ

るべき偉大なる山カ :、米Tご11 本人 の

予で完成さ tt ＱＺ こと 合 ｉｊｦ ｬ かない ｾ ｊｾｾ

Jl b  ｴ なく淋しく感じ Ｕ るを ｾＱｻｽＮｲ ｩＮ かっ

?ーのでめる。

同 11 の同じ新jlFIに、 米 l必カ; 今日 よ

で自Lに行ひ* つ 1: 。 鋭、 ゴム、 クロ

ー ム 、 Ｗ ＮＺｲＮ ロマ ｙ ガン、府俄 ｾ Ｎｦｊ の針

11 輸l I ' .iii リ|侠と 、モ リプ戸ン 、 アルミ

ニウム、 飛行機則ガ ソリ y k-ilf 製 機 等

の禁輸に 1J nへるに 、i I ! : に機械工作機

械、飛行機エンヂン及びその部分品

号変動機等の愉 ｬ ｊｬＮ禁止を ＿行ひ 、 ｾｴ ａ ｾ警

迫をー ｪ 奇強化するに歪つれ ｊｾ 、 我 ノｾ Ｚ

産扱充ｾ［ '- ;!Eの |ーに屯ー一大なる最長響力;とし

じれ旨の ｾ ｛Ａｾｪｾ カ ［ｾ［ｒ［ ってゐ ＱＺ 。

lliJ 者 1j _ 我闘の梨術it 悶の誼プ干でめ

り、後者'1j _ 技術ft 困の結果でめる。

同- i J UI l i のこの 2 つの )J Tf i i の; 日本

を凡て、Jえ凶の外国依存カ; 、4 L に政

治的 r，i:} 'I !山ばかりからではなく 、 も

っと ｩ 県本 Ｈｩ Ｏｾｲ ｩＮ ｭ に 己 土れぬ原因の存

することを、 今 夏の伐に感、じて傑然

とし 'j : 。

t.，li ij I' 11文化としての重芸術と、物質文

化としての技術の初立こ そ、我新 fl) ，、

ｲｦ［ｾｬｳ 校、 ｈ ［ｴのＯＱＧ Ｑ 資効でめる。

5  

雑巾の食料としての必旋回 (d[ ヵ: 問

J也となりつ下める。

先 ＱＱ の新 ｲｬｾ Ｑ に、 「向分は 主Tごn}tつ

れ ことははいが、タン ポポを? 喰って

でもぬきて行げるんTご。外米位で不

平 {t>i:U、なJ t 、吉岡耳憎が言つれと

かの ｾｬｲＺＺ ｊ ｉ カｾ 111. てゐ 1: 。自らタンポポ

ｾ喰つに Ｑ ＭＭ で言って 貰ひ皮かつ ＱＺ 。

カj 、 それは兎 L 角、雑草の食料と

しての利用似 (1([ がrlnlmになりつ〉ゐ

ることは: j C ' f : ' ( でめる。これは米中即日

MJ . を契機とする。 r会 j に謝する不

安 か ら百&&し 7二l つの現象でもめら

うが、121併似紘に依存する都合生i，号

への疑問が、 問図 へ、延いては自然

への| 仰心を高めれ結果 で も め る 伐

Tご。

物 資は今日日 ｬ 合に ｉ Ｎ ｴ ＧＡｬｲＮｾ で 、 都合で

{ よ盆h 飲乏を告げつ、め る。問令で

111'1会fU} :日食へ、 まともな i川がiikめ る

が 、大都合 では外 米 7 "判入の飯を喰

ひ、; 耳目首抵の7. 1¥剖例会名残念惜みつ

、Fえよさ。るを1: 卜ないのでめる。

『 米族Ｇ￩Ｚￌ主ふにｾる ｔ ごりの ＰＱ ［ＺＮｭ {t> ｾＮｊ ＴＰ＠

ひ、少〈と 1.，i.H外の白給手|足の lニに

一守つ '1・' . ｾ＠ I可よ りクトに、 この激流の絞な

時代に践 する 総主主安全な遣はな い l

と、 める総務鎮の先ノiミl士宮つ7二。

}(，f燃単位の自給 f l J 己主 '&，b; 、或は

ー!日r- (I 句であるにせよ。この H寺代に針

路する l つの泣であ るとすれば、ー

ルーをi l i ; めて、 1ヌ 族1'11位の向給自足

-1:，蒸し w、時代; 自憾の力法として許

さるべき l つの泣で L めらう7 ; ' 0

文化 の、封往時代への一時的逆博

でゐる。産業平命以pkの (1 dJ ，商業主

義の破綻が、白 山商業主義の所産で

めっ ＱＺ 所の人口の者 ｾ ､ｲ ｗｲｬＧ ｬ こ 主主して

悦に附碍u句作則合生じ始めれのでめ

る。食料館i演、住宅難、交) ] j _ 地獄

等。

地} J J I' "柱、凶土 J 十五I等により 、都

ili の分散がやがて統制経理事の 1; に主主

も合略的に行はれるでめらう。

大昔 ｾ ､ｩ の ｬｊｌ 状 ＱＱ ＱＩ［Ｈ［に緊急にそれを＿要

求する J，iにまで点てゐる。

4  

先 11 ! ' x ; 座談合の席 上、久 し」、りに

:本!ll Wi d-J¥:; ノuこむ十l にかかっ7二。そ

のMi.会、Hド1'- アメリカへ行かれ7二時

の感想として、次のほな示唆 にtZむ

認を Ilf.l い?二。

『人 間 生活の快; 虫といふことを目標

とする 、アメリ力に於げる 言者施設は

ゐらゆるカ百でその極致にまで到達

しゃうとしてゐ る。建築は勿論、汽

車、 ｹｾ 船等の交通話題協 ｪ の設 備 など全

<:鰐l交に値する JiJ i まで行ってゐ る。

併し、 これのみが文化の最後の民的

でめってい 、の IJ 、。この' ) ] 向で窮極

まで到達するといふことが、人類に

とって一位向 でめ るの か』と。

ヌド野先生の話は Lっと深い意味を

含んでゐ 1: 伐に忠ふのでみるが、僕

は この諸によ って 、 ｾ築の ｉｾ 的が、

その 保安 、 ｦ 街 ｾｌＦ ぴ 経演の自然科与さ

的な解決にの みめ りとしれ従米の ill

築墜に 、! 大総本の1¥;'予期/ J ;到旅して

ゐるといふ伐の考へに 、 一つの 災 ー ｉＡｾ

が奥へられれ伐に感じれのでめる。

建築は元米、人類が自然の恐威力、

ら白らを保［必する ｦｾ に をま迭しれもの

であること は、;説明を要し ない所で

めらう。

Tごが、建築の締端なー - }! X; Iま不向

然な ーーを是認11こょっ T 、述築向 'i m.が

却って人級生活ーを 蝕みつ、め る如l き

現状に華きして、人類 は更にお皮の人

工を以てこれに潟燃しゃうとしてゐ

る。

例へば、玉工学大正l!:築物 内の不自然

な蒸暑さに; tj しでは、冷房袋位によ

ってー憾の解決が 凡 ｈｾ されれ伐に 凡

えにが、こ の冷房袋置に原闘を持つ

特殊な疾病のをi !+: は、今日 更に ー府

高度の施設を＿要求するにすＧ，ｾつ亡ゐＮ

るギ1憾ではないか。この純ごっこの

窮樋にー惚何が点るのか。

ｉｾｊ 慢の持政 ￮ ｻｴ＾越えて 、 精紳と手 ｬ 然

との直接の彼簡の rl' に、人館l'l 二Mーの

最後の解決鮎がめるのではないか。

ノU'&の決的の彼ブ']1こ、人 Ilt の，:':ic 、同

的が存在するのではないか。 I行j

の生活が口fHぶせられる所以でめる。

Ｗ ご がこ の Ｑ お Ｚ 合 、 ｩｬｬ 築家の ｊｾ すべき

仕 事は- R. : t何んなこと になる のでめ

る か 。 大 力 の 御 教 示 を 1! ト皮いと J a

ム。

投 稿 規 定

会原稿F l I紙[ 主総¥!} の 16字 n計lこお

1 mひします。

カ締切 lま毎月 ! 日 。

ぢ誌編斡の者j ¥合で締切以内に到若

の分でも 5';!. 川に廻すことが め

りよすから 御 承知 ! 、さし、。

6 5  VI I  



;芯C 人合合2三e

e計::.... 但三ヨ1':::. "'.. :- ::: 司 R耳b

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前脱殻表後に於りる木協併11 1
ド11;: 務 公j廿者下記のjffi りであります。( 交付問〉

特別賛助員 染 川 総 集 計 岩 佐 重 光 ; { ¥ 山' 1
1

英 クj 計

-- - - - - - - - - - - - - -・・圃・・・・・・・・・・・ー---------------------------- -- -- --- -- -- ---------------------------

常 務 曾 ( 第 I1閲〉

時 6月3H午 後51侍30分 - 81侍30

分

f;i 陳列取引l室

IP.席者 判 事 今 林MI 附 長、坂MI 市

長

日ｾ

Ｑ 栓 τｬｾ 井 一!一段事

常 務 北 痘 主 記、玉¥1i . -1=. ｾ 日

' 1' 丙ヰt記、三 ini ご白日

桜中京記、岩尾 * ;ir

桐 本 げ 十 、 勉 弁編総

政 fi41編 樹

l 都r I i 引災委只令より経1主要求の

f牛

2. 記念事業委長令より経質 j要求の

f牛

3. 建築に附する非常時法規解説刊

行に附する件

4. 国企刊行授に陣。lする f牛

5.職員上半期11奥! l l ! に昇給の件

6. 令只詮1監?

キ民 告

1. 5 刀例合終了報告

n 銭民健l長保険法官E施要r}'( 報告

3. 往築敏令菊Tj J t 支部より園. 1 . < 待問f

報 告

4. 除l滋;者報告 以トー

常 務 命 ( 第 12同 〉

時 6J1 17  i J 午後61持20分ーー 7時

30分

sf  ｾ｛列栃別室

/ 1 ' ，席者略事今村則合長、坂MI 附

長

1院 事 井 上 監 事

VI I  6 6  

ｉｩ 花 ､ｾ

常 務 玉 置ご目日、 '1'1
1可1'. :i U

桐本］ｴ コ ＺｾＧ ｉ 、 ｻ也 ‘ ｊｉｾ 純 ｩ￻ ｦ

政 問編 総

u占: n 規内定似引 1二り' に附する1 ' 1・

2. 給仕解sh' に幅討する件

報 告

1. 令勢幹事合=下催凡g t : 終了報告

2. 6月例合終了報告

3.5)] 分合計報告

4.  Jj -I河令長-C，'信報告

5.11' ，征除l滋者報告

6. 委只長、幹事長、経過報1!?

材料委員舎 〈第 8 阿〉

11寺 ＶＩＱＶ 日午後 Ｗ 時 ＭＹ ＱＱｾＢＺ Ｐ 分

所 陳列湯河室

ｉｐＮ 川ｾＺ［ｦＡ［Ｇ・委員長松久保

↑Ｚ￭Ｇ ｾ泌フ ＱＱＺ な Ｑ

幹 事 楠 潮

委員 rl' ，1町、 品 川 、

薗 i1H、道 111、

1 . 木材規粉 '1'寸法に 附する liWi 'eの

イ"j:

材料委員舎 ( ; お9 阿 J

H午 6) 120 ｈ 午後 ＷＱ ＱｾｾＭ Ｙ ＡＱ干

si' 1らI OIj JJ; :};'1三1

/1 ' ，J 市街委員長松久保

委 員 榊、 ill 川

村UAdCJj (

1 . 木材寸法規格に 附する逃問委R

'奈 ' e検号、l

住宅委員曾 ( 第 5 回)

H与 61016 日午後61時30分 - 81時15

王子

ｲｾｩ＠ 陳列 lおかl出

111. 席 者 委 只 長 石 川

委 員 岩 尾、小 林、

'1' 野、欠 倒、

協ぷ Ｇｾ ｬ｜ Ｚｦｮ

1. 住宅訳本! 魚稿締切に附する 1'1

2.  ， ｾＱ｜［ 民家見争に ＱＦＱＱ する ＱＧＱ ニ

3.11: 宅絶念J l : 聖堂fr に附する f午

設 備委員曾 ( 第 5 向〉

11;)' 6)]11 11 午 後6時30分 一 81侍

10)1' 

ｲｾｩ Ｇ＠ j民禦初出

1¥ 1. jf{; 者 幹 事 大 阪

委 員 伊 藤、府 井

|弘治 :f'; I}'(

1. 述築設備に升Jゆる代用品のI i J f先

に除lするイ斗

法制委員曾 (員115 同)

1I，'f 6月13 日午 後611，y- 81侍25分

断 倶楽部室

/1' ，) 活者 委 員 長 池 問

ML: £ーlPJ(

幹 事 池 岡 谷、玉 置、

委 員 山 木、竹 '1'、

;;$: fll 、 '1' 村、

披 見

l. ill 築附係法規抄纂の惚$: AI 也に

附するイキ

ＲＮｾ 築 協 ｊ 係法規〔殊 に ｬ 防局的 ＧｲＱ ｩ 規ｽ

の解説に附する講演合併1他のイ! j :

ＳＮｾ ｾ 剥 ＭＱＧ［Ｇ［Ｑ，＼士 Ｊｉｊ 皮のｩＮｩＨｴ ｬ 立 に附する

1'1  

陳列場小委員曾 〈第 3 回〉

l時 5月2511 午 後5時 一 61時



所 陳列場j J ll室

出 席 者 池 田幹事長、小 林、潟、

松久保各幹事

協議事項

1. 建築材料集成に附する件

2. 6 Jl 211 合講演合開催の件

陳列努ニ白金幹事舎 Cu6 同〉

H寺 6月15 ｉｾ 午 後 ＵＱＱ［｜ＧＳ Ｐ 分Ｍ 611寺

30分

所 陳列場 8
1
1五

出 席 者 ー 幹 事 長 池 田

常 任 幹 事 小 林

協議事項

幹 事 北 底、 佼久保

二 日 令 務f干( 大阪築業

株式合前D

1. 建築材料集成に附する件

i議i州産量材界の事情を騎〈 舎

日寺 、"6 J1I 5 1: 1午後6時40分 - 9 1侍

所 [ 具禦部室

HJ
1席者 i也Ff! ' tr氏外44名

1. 午後 6時40分池田陳列腐併事長

より今般上阪 tちりし満洲お間続

内同氏に同地に於げるを. IHJ 界の

資情: e 奔聴する? こめ本令を催し

ＱＺ る旨 の挨拶ゐり ｬ 、認の遁ｾ ;(:j 

閥民営紹 介す

株式合社 ￹ｾｪ 洲高岡組

取 締 役 内 図 鑑 司 氏

建築部長

演者 大阪府教化関税評議員

大 円本 皇 風 合 令 長

金 岡 龍 三 民

ｬ 午後 ＹＱ 時池間幹事長よりｾｬｉｩ ￬ 演者、

に到し謝訴を沈ベー向拍手 を以

て之に 有i し廃合争'I !.I こ無事終了向可

散す

都市武装促進幹事曾 ( ｾＧＵＴ 回 〕

11，'[- 6月20 U 午後 61時一811寺30分

断 倶楽部室

111.席 者 幹 事 長 :U1 lTl 

常 任 幹 事 富 岡

幹 事 浅野、潟、塚本

協活 ｾ Ｑ Ｇ［Ｚ ｊ 京

ＱＮ 空襲に制する ＱＺｾ ｾ＿ｖｴ 合開催のイＧド

ＲＮ 防 空に ｾ［ｉ する ＲＲ 凡を耳ＺＵ Ａｦ ，する令

開催の件

舎勢幹事舎( 長老に物 ft' n!s¥く合〕

l時 Ｖ 月 Ｔｕ 午後 ＵＱ ＱＮ ｾＳＰ 分 ＭＹ ｩＱ［Ｇｦ Ｓ Ｐ

分

所 不 利 被

/!'， '， j;' 者 i也J 3l 'fC、鈴 木 末 尾

谷 氏 判、ylt 11¥ ｲｪｾ＠ ｬｪｾ ￍｩ＠

1許 j ド誠 」 、 Ｑ 公判 ｱｾ 事長

ｾｉＺＺ，＠ ｦ ＮｐＺ幹 Ｂ ｊｾ

l. 松本幹事長より本タ合{ 干の必白色・

注べて挨拶 ｩ ゐり古 ￭ｲｾ｣ｮ Ｇ， 府［の各長者

より令におする芯凡、希J召等閃隙

ゐり種々 懇談の後J t ' ( 合す

舎勢幹事曾( 令只募集幹事合 〕

1. 内岡 氏は I的洲士建界の現状統jIJIJ I  H手 6刀20u午後5附 - 611;f

による材料犯給の著しき遜廷の I  }oji 倶集部室

1: めの作業・遅滞状況、木材、セ I  1 I ' o M' ; 脅幹事長松 本

メン ト、 銭 鋼、石炭等の入手引t 幹 事 )， ¥. 、坂 11 

ＢＧＮｬｾ情 、 今後材料入手の凡通し等 |  協泌 ｾ｜Ｚｦｊｬ

につき詳細なる講演 ｩ｢ｾ 品 Ｑ 去に

ｈ 本内地の援助を句ｾｾして結 ふ

¥. 講演後金岡龍二民の好意により

¥. ' 記正文脊紙芝居を公開多大の感

銘全ｾｻム

凶策} l LI ' i 般教育紙芝府

語'1' 武天皇御J . k ; ; t

今こそ孜等も

心の花束

¥. 今後合員募集) hょに闘する1 1 :

紀念事業母校分科委員舎 Ｈ ｾＢＧ， Ｓ ｩ 司〉

l時 5月28 日午後61侍15分 - 9 11午

30分

}iJ i  陳列J t;)JIJ 五

11 * . 席省主査池 11¥

幹 事 北 垣、il'q チ1
0

委 員 似 閉 、久真剣l

院議事現

篠 原、鈴 永

高 木、永 種 目

野 中 、増 山

¥. iA q'j i主}r)t 舟i lこ附 する宇ド

2 皐校住吉止に附する 件

紀念事業単俊分科委員舎 (可H同〕

li ，y 6月311 午後6時 - 8!1寺20';-1'

}i) i  ｲ 具製 Ｎ ， ｾ Ｍ ｩ［ｾＡ Ｚ

II! ， 席 者 キ 己 主 池 田

幹 事 北 垣、t向 井

委 れ 飯 問 、野 中

協議事項

¥. 墜校法設に附する草 案J央官の '(Lj'

紀念事業アパート分科委員曾(第2同)

ー 11寺 5 月2711 午後21時一 8 峠30分

、

i;i 甲子園凡祭前大毎食堂

:P. 府-1; ' ご主査 必中

幹 事 石 井

委 員 液 111、石原、岩尾

li i，j 問、小 i木、 野 ih

¥. 4二段 2 時凱殺アパ ート見与さの t: め

ｬ 仮刺Ａ甲子園前住友寄宿舎 ｾｬｬｦ ｲ［ ｢ＢＡ 寮に

集合 ｬ 、［［ｴＮＺ ｴｴｊｾｽｩ ｻｴ＾ｽｉＩＨ ｬ 弐見ｾｾ 引 Ｎ 住友

病 輿 察、2. ! 1 : 友淑初索、 3. 巾子関

パンシヨン 、4 甲子国アバート 、

5 オノ、 ラアパート 、6. ｾ サ ド 銀行三

泉察、

1. 午後 8時より大毎食堂にて協議に

入り 6 刀7 U  tn:，p; 2次見製自? 催すこ

とに決定散合す

紀念事業アパート分科委員曾(事3同)

11予 6) ] 7 ｦＱＧｪＢＯ圭 ｉｉｉｾｦＭＭＸ 持 ＳＰＧｪ｝Ｍ

J;n 也い，i;iI 前見与さすF一位主主斡郊' ゑ

11¥'. 席者 ー1:責 必 '1'

幹・Jr おJ!"

委只 >lt 111、岩尾、石原

欠 問

¥. 午後 I IRi 協千rWl 習を卜記アパ ート 合

!Ilii"火凡皐す

1. 江南荘、2 . M松図 、3. 城必旬 、

4. 浜法図

1. 午後 6 時停it 列場に於て委員合開令

各自意凡の交換を行ひ次回までに

6 7  V (I 



自案を作成持ち寄る こと とし i政令

す

五月例 舎 〈凡塁塁合〉

|時 5月25 口午後 21侍- 41博

所 グ リコ株式 合 枇

II! ，席者池1 I I ' f f 民外43名

1. 午後 2 時 一 同 グ H コ 株 式 令 批 付

合 ｭ に集合茶葉の接待ｾ受ＧＢ休

赦 す

1. 悶 2 11寺20分間社女別人吉武板氏よ

り工桜並に ｆｩ ι ｾ ｉ ｾ Ａ￭ 主校等に ｦ 、 ｪ 大関長の

説明めり松本幹事長より一 同 会代

表して謝辞ｻｦ ｾＡｕ 、

1. 夫れよ i ) 枇n の案内 lこより先づ ir

年塁手校の校合 、 諸設備等ｾ ｽｉｪｦＨ次に

丸製自? なし次で製薬工場に liI lム

l. グ リコ製薬工1切に於て製薬の工w

ｻｦＩｬｩ￭Ｈ次 凡 ｾｾ

ＱＮ 午後 ＴＱ 待感令宇 Ｑ Ｑ に興ｾめる本 ｊ ｌ Ｆ ｜Ｑ

を総了一同土産物を受げ随:1: ( 解散

す

高島屋工場見準舎〈令勢幹事令 h他〉

H与 6) 16 11 午J j illOi侍30一正午

所 ｉ ｾｇ＠ X:i 屋 天 l、茶屋工場;

:H席者 池 ffl TCJ(; 外 51 名

l 本 日 天 糸H占ゆI ' f' lvrlOI 持" Uより 三々

五 4 見祭場所に 1 Mt-定五IJ 10lhyt t ま

でに約 ＴＵ 名Ｊｕ｜一同待合 ｽｾｩ にＱｩをて

茶菓の望号憾な受りつ、休Ml

1. 午 前 IOii;'f 40分 全n i' 3  ｾｊｻ に分ち各

がf : 共同工i却系只の案内により各44

品工場 ＨＡｗｉｾ匹 、 食料品 、 アイ λ ク

リーム 、 製氷ｾｾＩの説明を ｬ ｲＧ ｬ［｜ ｬ 以し

つ〉順次凡与

1. 午前l l 11手40 j J 一 閃凡皐終了待合 JiJ i

に集 合〈アイ ｚ タリ ー ムの ｊ ｾ ｩ ，トめ

り) f.l IJiJ i"司コ:j ti 1-:. 1:壬より挟j J i と 当じ

に工弘: の 1飾品I . lこf'J 説明ゐり手; で校

正l者 f こる株式合iid: 竹中工務j占' / + *

ｾｲ もより殺 ［ＱＱ の ｩ 前要 ｩ こｻ 、 ｊ ［ｵｴ ｉ ｖｊ を聡

取

1. 正午北恒常務より工場七胸者に到

し謝訴を漣ベ一向拍手工場より各

向に封じ土産物の商sf 、j あり一同会

料品大五1 : 製浅の工艇 に制する認識

を深め411.r[. 誌なる本凡祭 舎 を 無:J i

VI1 6 8  

絡 了解散 す

六月例舎 ( 講演合)

時 ＶＩｾ＠ 12 日午後611事40分 - 8 時

所 倶 集 部 室

/1

1

1  Jt，!; 者 石 井 符吉]氏 外35名

1. 午後 61侍40分薮中 主:.ih.  . ! 常務Uf . J f'1の

挨 4j') を7主Eべ講師浅野新- rもを紹介

ーt

ｦｬ｜Ｚ築物ｾｾＧｾ皮計算 ｭ 風Ａｍ ｫ 見平に就て

日1I 商高等工業態枚数十受

本合災害張度委l H" 枠:Jc

浅 野 新 一 民

ＱＮ 浅野 Ｂ 品仰は前 ｒＸ￬ 寅 ｩ 抵の Ｑ Ｚ に各向 ｊｓｾ

併の「バン 7 v ツト」にイた り詳細

に説明し旦研究の結果に基き 恕切!

なる解説あり出席者- f ，i J . x 熱心に

傾聴す

ＱＮ 午後 Ｘ Ｑｨｾ 講演終 了必。，Ｎ Ｂ ，ｾｴｊ常務よ

日 制iP Iこ到し謝併を' 注ベー 同 拍 手

を以て之に平fl し解散す

吉田家見準舎 ( 合勢幹事作 1' ，他〉

|時 6 n l 6H午 後0:1キ30分ー l li ，¥'

30分

所 新Il lf 吉 開 家

:l
J

! 府 米 浅 野 繁 氏 外28名

1. 午 後栄町 40分一間休邸主に W(.- 占

間家主人木村平下手; 氏より flij ，]'I，なる

説 明 を 総Ki . 後間 J{:; の: 案内により j主

Ｇｴ ｘ 各室 、 庭園 、 台 ｪ 司 ｪＭ ｻ･凡 ｾ｝ｬ し Ｑ ＱＱ 芋

20分タ2号泣品展覧

ＱＮ 午後い ｬ 寺 Ｓ Ｐ 分 Ｇｩｾ 本斡・ ｈ 長 一 ，｛， ［Ｉ を代

表して感謝の併を Ｓｌｉｾ べ ｩ 以内す

…

者

…

…

曾

…一い…

曾員入舎者

:} I主 に 従 お 堺Tlil 仮:lI f2 /  2:S(i "r 付

! i l l : 築事務所〉

f]1" l"必 ; ( 弘治活 J(.f 1、Jλ 雨1/1; 千千本IlI f ;F{:

土 路389( 株式合拡大

林組〉

生I 3HA治Ii [ (沼 普通焚助只ヨリ料株

岩佐ｾ 二 沼 紳戸市須} 削1Ji必須} 仔

南町2丁 目11 2孫屋敷

( 岩佐建築事務所臼

笹〉

ｴ＼ｾＱＧｦｬ＠ 常 治 宥 * 淀川 限 F 新庄 町60

ＸＨ 株式令枇大林ｾ ｊｬ ｦＧ ｴ

宅郎〉

鼠源助ｾ旭 ｾ Ｇ ，ｲＮ IIJ 消，.kl l l f9H(同)

J丸岡 学作君 普通貨助員ヨ H純 物

間同 博多: 1' l 西成川河IJ 際 通 4 ノ 15

f 内外木材工事基株式

合枇〉

附fli 幾太郎_ r ，" ｾＱｊ ｾＧ ，［ ， ｬｬ ｻＣ ｩＡ問 ｉｈｔＹ Ｈ 株式

合最u 三林組権問 lBC:長

舟i)

踊11I
届 恨吾お 普池土t J 功只ヨリ事事; f 告

袖 川 久芋:- lt
l

小
，. 市新免 18 ( 株 式

千?面t 大林組住宅祁〉

川淵 ｼ 元三郎君普ｾ賛 助員ヨ ｈ 事事絡

)J ;悩 行 雄14 兵 庫l際武庫l;j( q自尼キ、l

小松鳥居" i i ir5C内外木

;j;Jヱ霊長株式合枇〉

d与i也庄太郎君 }付 |、，llJ i""! 内11[( ;放力IHT

茄子作2，465C大 阪 府

警終前1往築課〉

.IIJ )11 2E沼 普認i 1 モ助J l . ヨリ鱒絡

。員会 版l吉清 幸子主:fi f t IlJ J J l . ヨリ時給

.  

) ] 目別 lむH':" ｩ ｊ ｴｪｾＧ ， ｩ ，初南通 Ｓ ノ Ｒ Ｕ 大

林組宿舎内( 内外木

材工海株式合j d : )

小・，. 正男才: ，1( b' ，;:，;  

組 内 ( 株 式 合 祉 大 林

組〉

克 永 ! ゆ洋草寺 兵庫版武庫都大庄村

続四字崇徳院276ノ l

( 尼崎市役所都市 計

ＺｲＱ ｦ 元 ｾＩ

柳 原 j 右足 ｪ ｩＡＱ品 ［ｾ I有，%IUr28 ( 合資

令ｭＺ ￭ｾｃ 水量，ＱＩ

白川 閥IJ 二右 ｽ付 Ｑ［ｾｉ ｾ Ｈ￬ 屯 ＱＱ 問主商村牧

務 483/ 14( 内外木材

工饗株式合社〉

ｉ 品川兆一沼港 ｛ｉＢ Ｇ ｜Ｎｾ↓ ｌ 問＾ＱＧ町 Ｒ ノ ＱＳＷ

( 内外木 l寸工事基株プ

合計J

ＱＧＱ 川｡Ｍ ｩｴｾ 応京 大正い，'，- r 品IWf6( 同〉

Ｎ Ｇ，ＺｾＡｊｬ ｦ［ 核 ｬ 徐大君 西淀川いえ 塚 本l町・754

( 同〉

IC: j 木) 克まffi 宥 堺 市 IIJ I. "J 陽町 l ノ48

( 同〉



偽 本 正 太 郎 君 普 認i賛助員ヨリ鱒絡

岩野新治君兵庫版明石 ｾｭ 舞子 ＲＮ

099C市中戸市役所)

宮古 瓦之君普通賛助員ヨリ事事総

束 力 紙道; Fl 普通賛助氏ヨリ純物

土井主主三君 西 淀 川 限 海 老 江 上 l

ノ59 ノ1C株式令祉格

問 l吠置を劇場〉

中村儀右衛門君 普ー蓮i賛助只ョリ叫

絡

rl' 川 { 荷 造 君 堺 市 出 向 町617( 内外

木材工怒株式合前土〉

tiiF 入 日11君 普主主賛助只ヨリ特絡

畠' 1" 秀 吉 君 住 吉 郎 天 下 茶 屋 倫 美

園内( 内外木材工袈

株式令枇〕

石Jな- r - 湖沼 点淀川以三園町 74{)

( 第四日市園経理部工

務科〉

稲川 泰 雄 沼 ML Ｑ ，ｸ， ＱｾＺ ［ 林苛 Ｒ 岡 ｲＴ ノ ＱＷ Ｓ

( 合資令祉大| 仮橋本

組〉

石M" -f- u消沼 41-語11: 't 助員ヨリ I!事;j{1

石侭ｾ介｟ＮｆｬＮ ').'!l 'l' 市 火字郎回 1. 23

31告林舎内C) j t 畑謙三

建築事務所〕

上主1 一三君 民f '''ll 官官ET! 日庄内村大

字洲到止222( 自倍)

大凶 E立市A' : . 普遁賛助貝ヨリ事事絡

木村 普助J 3-zJ L都ili 伏凡品" 瀬戸物

町 ＷＳＸ Ｈｾ 十六師図工

務:r.:).)

現 段 防 府 下 中 河 内 郡 主 川 村 | 小 林 制 君 脳 叫 l阿 6ノ 玖 株

岩田( 同) 式合社大林組〕

卒木 i ] 一君 普遁賛助只ヨリ判中高

.2j$-岩 将雄君、 兵庫県芸武庫郡御影町

石屋字入唱盛岡20 C株

式合社紳戸製鋼所' " i j t

築係〉

篠 井 春 三 君 西 宮 市 今 浦 風 l町84

建築事務所自主岩〉

古 川 施 君 明 石 市 大 寺 l ノ2622

ノ1C明石市役所庶務

課〉

姻江悟 ｈｾ 君京都市右 京臨北白川

久保田町32 C京大工

事部講師〉

前回 辰雄君 普遜賛助員ヨリ鱒格

三島 清三君 幸子主主賛J l ) ; 員ヨリ事事絡

先桑村 正義君 普遜主主助員ヨリ鴨椅
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Ｊ 昭如往築史。 ｌ 頁ｾ煉然と例 ｩ る四天王守 ｊ 工電 ｦ 告

が芽 lP . 皮竣工しれ。明治の末から 、大正・昭利 と1 時

代に日告 って 日本建 築界が ＱＱ 付［技術の最， ｾ￯ｲｬ ｲＮＯｊ ｱＺｊｬ 々こ

の様な主主 ｌ 、 、 意 義深 い ｩｬｬｾ 勿企画じてヨ凡されに事Ｈ［ｊＺＮ誠

に皮質にj ; J 1; へなし、。訴内; ' ( 11の彫刻みi l l : iilにキ目隠しい

見事なも のが出来上つれ ｾ ｪ ｦＮ Ｈま 、 誠に↑免ばしい係みで

め る。往年の関西大風水省 l士、Ji b盛ではこのにない

幸の図になっ? 二のでめって、摘が鱒じてこれ位耐と

なっ ＱＺ ＺｱｾＨ［ｊＺＮ稀でめ らう。

* 御繁|古のr I ' を、1!!( 現な lド/1 1" こ聖母して、 i) とく f径を

御執り ー1・ーさつれ恩師天i 'M I i - 士に約して は、感謝と云

ふ気持' t ' 主li l J 越して寧ろ恐縮主云ム気持で l 杯でめ

る。村問先生をはじめ害者大家の玉総合賜 り、錦 上 向

l 11t h蕊へ件? こ:t)_i:は i費者と共に皮ぴ皮し、。御執官の

各位に霊訪し深川えの謝意ｾ表する次第である。
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昭和 Ｑ Ｕ ｊ，ｾ 6 刀25 日印刷 昭和 15年 7 月 l 日後行

霊堂行 ・編 怜

印 刷 人

大阪市 Ｍ ｉ ｴ， ｾ Ｇ， ｲ，朝日 ピ ル日本建築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 /ii l:

大阪 flf i111 ｾ Ｇ ，ｾ江戸姻南主主 Ｒｔ ｉｯｉ ＱＳ 番地

君 主 行 所 ET 日 本 建 築 協 伶

大阪市ｾｴ，ｾＧ，ｾ '1' 之 島 3 ノ 3 朝日ピル

電話長北演( 23)4501番 ( 9)

娠 替 口 座 大 阪 39975 番

待 約 版 '{{J .5 柳 々 堂 書 庇

大 阪 flf vti 1 . ¥; ; 京町堀羽子板橋西

電 話土佐据 2440番

振替口座大阪2084番

戸 )11  

禁 轄 載

本 放に掲殺せるものは、一切これを無断にて

鱒殺し叉 (i 単行本に上伴その他の複製行処を

なすこと令禁す・。

ヲ蛇奔ー1通しに副首の '1' 、卒百樹は未完成であつれの

で、 その後の詳細i却 と照合し乍ら編者の方で仕 t け'

ｾし ＱＺ 。 従っ て共の手際の必し 、 事と 、 不正確な月 ｊｲ は

_tJ J J 出力の罪でゐる。叉婦人改定でゐつにt替の告訴商

図が、後期しない突を量的事紋の? こめに掲殺IHT艇な か

っ7二4)れま、返 す返 す し洩念でめっ 1:。

贋 告 掲 載 料 金

聖子
遜 I 1 頁 I 1 図 15，00 

宜克

巳』

遁 1 %頁 1 1 回 8，00 

ｾｌ＠

普 遁 1 1 頁 1 1 回 45，00

ｲ 前附 ｾｉ 頁Ｉ _1一一一一一一|一一一一一_L一一一一一一一ー

聖子 遁 I 1 頁 I 1 回 I 40，00 

( 前哨昔12有_ )_ I 一一一一一一|一一一一一一|一一一一一一一一

帯 遜 I 1 頁 I 1 回 I 25，00 

(1量!f tl1l l 1i . 量軒百) 1一一一一一一|一一一一|一一一一一一一一

ア ー ト I J /2頁 I 1 回 I 20，00 

( 中 指_)_1一一一一|一一一一一- 1- 一一一一一一

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60，00 

; : ;l÷壬昨司会

建築事務所鍛 I I 欄 I  1 回 I  1，50 

( 瞳I l ! 闘係章者案内) I  1  f掬 I  1  回 I  5，00 

! 資告掲載御申込は本合へ直接願ひます。

本誌購讃御注文はすべて古iJ 金で本令直接又

は待約 ｊ ｧ へ 、 振替貯金又は ｪｾ 替で御事部込を

願ひます。郵券代用は一割増、代金引換は

お断り致します。
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